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「第５回 学習基本調査」と現場の視点から考える

主体的な学習者の姿と
その育成のあり方

　　　　　
授業を進化！　思考を深化！
実践　アクティブ・ラーニング
数学
群馬県立伊勢崎工業高校　莅戸貴利

ほかにも、
　　　　　　大学Evolutionがスタート！

 指導変革の軌跡

岐阜県立　岐南工業高校
福岡県立　八幡高校

表紙の学校　千葉県立長生高校　関　剛史先生
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●❶俳句甲子園の地方大会初出場から３年目、初めて全国大
会への切符を手に。そして翌年2015年の大会で日本一
に！●❷文化祭では、俳句甲子園の審査員と強豪校を招き、
３つのテーマで試合を行い、２勝１敗で勝利。●❸さらに文
化祭では、和本作りを行い古典の魅力をアピール。

●❹　俳句の題材を求めて、名所・
旧跡などにも出かける。●❺帰
りの電車の中で句会を開くこ
とも。「青春18きっぷ」を使っ
て１日中普通電車を乗り降り
し、ひたすら句会を続けると
いう練習を行ったこともある。

●❻　古書店で購入した本を調べ、
論文を執筆する古書研究にも取
り組む。印字、製本の状態など
からどんな経緯をその本が経て
きたのかを考える。●❼古書の取
り扱い方も習得する。繊細な和
紙が人の手の汗や脂で劣化しな
いよう、隅をそっとつまんで
ページをめくる。

生徒のインタビューは P.22

●●❶

●●❹

●●❻

　
愛
媛
県
松
山
市
で
毎
年
開
か
れ

る
「
俳
句
甲
子
園
（
＊
）」。
第
18
回

大
会
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
の

が
、
名
古
屋
中
学
校
・
高
校
の
文
学

部
だ
。
俳
句
甲
子
園
は
５
人
１
組
の

チ
ー
ム
で
参
加
し
、
事
前
に
示
さ
れ

た
テ
ー
マ
で
作
っ
た
句
を
披
露
し

な
が
ら
、
相
手
チ
ー
ム
の
句
を
批
評

す
る
。
文
学
部
が
俳
句
甲
子
園
に
参

加
し
て
４
年
目
、
並
み
居
る
強
豪
校

を
退
け
て
の
快
挙
だ
っ
た
。
だ
が
、

全
国
大
会
に
通
用
す
る
作
句
力
、
鑑

賞
力
を
養
う
に
は
、
日
々
の
勉
強
を

こ
な
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
句
を

詠
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
知
性
と

感
性
を
ハ
ー
ド
な
練
習
で
鍛
え
な

が
ら
、
彼
ら
は
い
か
に
し
て
闘
志
を

維
持
し
続
け
た
の
か
。
俳
句
、
そ
し

て
文
学
に
懸
け
る
男
子
校
生
た
ち

の
ハ
ー
ト
に
迫
る
。

●●❷

●●❸

●●❺

●●❼

＊正式名称は「全国高等学校俳句選手権大会」

Vo l .07

愛
知
県
・
私
立
名
古
屋
中
学
校
・
高
校

文
学
部

何
百
も
の
句
を
詠
ん
で
は
捨
て
、

闘
志
と
冷
静
さ
で
つ
か
ん
だ

「
俳
句
甲
子
園
」
優
勝

古典研究、小説執筆、
そして俳句作り。
文学を全力で楽しむ！

全
国
大
会
で
劣
勢
を
覆
し
た
一
句

「
待
春
や
十
指
に
包
む
親
子
丼
」

「破壊的」「10年は勉強」と
酷評されたあの日から
わずか2年で全国大会、
そして翌年は日本一！
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現状把握 相次ぐ教育改革を受けて、子どもの学びはどう変わったか
座談会 教育の連続性を踏まえた
 「主体的な学習者」の育成のあり方を考える
 福島県立福島東高校　進路指導主事　千葉　聡　
 高松第一高校（香川県高松市立）　進路指導主事　片山浩司
 青山学院大学　教育人間科学部教授　樋田大二郎　／　埼玉県鴻巣市立吹上中学校　校長　加藤幸弘
 東京都足立区立千寿小学校　校長　田村正弘　／　ベネッセ教育総合研究所　副所長　木村治生

実践事例１ 生徒・教師がオープンマインドで語り合う土壌を英語を軸につくる
 大阪府立箕面高校

実践事例２ 全校体制で言語活動を取り入れ、分かる、深まる楽しさを引き出す
 岡山県立岡山芳泉高校

「第５回 学習基本調査」と現場の視点から考える

主体的な学習者の姿と
その育成のあり方

C O N T E N T S

2

愛知県・私立名古屋中学校・高校　文学部　17音の自由のために高校生活を大切にし、ひたすらに句を詠む

ハートをこがせ！22

特集

〈ビュー21〉

1 年生導入期（4月から夏休み前まで）　学習計画・記録表

岐阜県立岐南工業高校
学力層別指導◎学力層に応じた組織的な指導で、大学進学者数を伸ばす

福岡県立八幡高校
ＳＳＨを軸とした授業改革◎教科の枠を超えて、科学的な素地を持った生徒を育てる

28 指導変革の軌跡

36 改良！　指導ツール　ビフォーアフター

アクティブ・ラーナーの育成を目指し、文理混合クラスでの協働学習を1年生で実施
九州大学◎基幹教育「基幹教育セミナー」「課題協学科目」

40 大学Evolution　大学が拓く新しい学び

鳥取県で「地域創造ハイスクールサミット2015 in 北栄」が開催

「故郷の未来はこの手で担う！」 高校生が地方創生のアイデアについて討論
高校生が英語力、論理的思考力を競う！

県の英語教育の底上げを目指し、山梨県で初の英語ディベート大会を開催

44 VIEW’S REPORT

56 Reader’s VIEW

個々の学びのペースを尊重したグループ学習で、「学びの感動」が口をつく授業に
数学◎群馬県立伊勢崎工業高校　莅戸貴利

授業を進化！　思考を深化！　実践　アクティブ・ラーニング24

こうの す ふきあげ

せんじゅ

ほくえい

や はた

のぞきど たか としい せ さき

みの お

新コーナー

新コーナー
◎２０１６年１月にベネッセ教育
総合研究所より公表された
「第５回　学習基本調査」の結
果では、高校生の家庭学習時
間や学習態度の大幅な改善が
見られました。これは、高校教
育のこれまでの改革、現場の先
生方の取り組みの成果の表れ
の１つではないでしょうか。もち
ろん、調査結果からは見えない
課題や先生方の実感と異なる
部分も少なからずあるかもし
れません。その点も踏まえ、今
号の特集では、高校教育がさ
らなる高みに進むために求め
られることについて考えます。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

花開く高校教育
次なるステージへ

今月の表紙メッセージ

ぎ なん
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◎各学校段階において、家庭学習時間が増加。その大きな要因の１つが、宿題の時間の増加
◎家庭学習に主体的な学習態度で臨む児童・生徒の割合が増加　
◎教科の好き嫌いでは、どの学校段階においても、ほとんどの教科で「好き」の割合が増加
◎「分かりやすい授業」を望む声が減少した一方で、中学・高校では依然として「上手な勉強の仕方が
分からない」の割合が高い
◎全ての学校段階で、授業における能動的な学習活動を「好き」と答える割合が増加。ただし、「先生
が黒板を使いながら教える授業」などの従来型の授業を好む割合は依然として高い

特

　
集

２
０
１
６
年
１
月
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
よ
り
「
第
５
回
　学
習
基
本
調
査
」
の
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

第
1
回
の
調
査
か
ら
回
を
重
ね
る
ご
と
に
減
少
し
て
い
た
高
校
生
の
家
庭
学
習
時
間
が
、
今
回
初
め
て
増
加
に
転
じ
、

さ
ら
に
は
、
学
習
態
度
や
教
科
に
対
す
る
意
識
も
軒
並
み
改
善
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
何
か
。
そ
し
て
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
「
主
体
的
な
学
習
者
」
を
育
成
す
る
た
め
に
、

学
校
や
教
師
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
現
場
の
実
態
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
考
え
て
い
く
。

「
第
５
回
　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る

主
体
的
な

学
習
者
の
姿
と

そ
の
育
成
の
あ
り
方

本号のテーマ

「第５回　学習基本調査」の結果と現場の実態から
生徒に育むべき力とその指導のあり方を考える

生徒の主体性をさらに育み、「主体的な学習者」へと導くために、
教師に求められる指導、役割とは？

学校教育のこれまでの改革、取り組みによって、生徒の主体性が向上

教育の連続性を踏まえた
「主体的な学習者」の育成のあり方を考える

高校における実践事例

座談会【P.8～13】

Q. 最近の生徒の学習状況から、課題と感じられている点を
具体的に教えてください。

◎学習習慣や学力に大きな格差が出てきており、全く学習しない層の
存在に危機感を抱いている。学問の面白さ、学問が必要な理由などの
発信を強める必要がある。（北海道）
◎学習量に大きな変化はないと思うが、ノートの取り方、弱点の補い
方、自分に合った学習方法の工夫、志望校の現状分析などの力が弱く
なったと強く感じている。ただ問題を解くのではなく、どうすれば同
じ間違いを繰り返さないかを考えて学習している生徒が少な過ぎるこ
とが残念でならない。（茨城県）
◎受け身の状況は変わっていないと思う。しかし、場が与えられれば
生徒は自らやれる可能性をどの層も潜在的に持っている。場の設定と
指導方法の問題に尽きるのではないか。（埼玉県）

◎学習だけでなく、部活動や生徒会行事など様々な場面で、教師の介
入が増え、生徒の主体性を奪っている。結果的に「学校は与えられる
場所」という雰囲気が醸成される。（富山県）
◎以前に比べて真面目に取り組む生徒が少し増えたと感じているが、
主体的かと言えばそうではない。これは、真面目であり、裏を返せば
自由度が少ないことの弊害だろう。アクティブ・ラーニングの導入が
叫ばれる理由は、まさにこれだと感じる。（愛知県）
◎丁寧過ぎる指導も問題ではないか。時間がかかっても、自律的な学
習者を育てるための工夫を根気強く行う必要がある。（岡山県）
◎「学習の意義」をうまく伝えられていない。課題発見型学習ではな
いが、与えられる学習からの転換が不可欠だと感じている。（愛媛県）

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果より。アンケートは、2015 年１２月にウェブとファクスで実施。

大阪府立箕面高校　【P.14～17】
生徒・教師がオープンマインドで語り合う土壌を英語を軸につくる

実践事例1

岡山県立岡山芳泉高校　【P.18～21】
全校体制で言語活動を取り入れ、分かる、深まる楽しさを引き出す

実践事例2

「第５回　学習基本調査」の結果概要
現状把握【P.4～7】

「分かったふりをせず、『分からない』と言える子どもを育てたい」
東京都足立区立千寿小学校　校長　田村正弘

「唯一解ではなく、最適解を追い求める学びを」
青山学院大学　教授　樋田大二郎

「苦労を乗り越える体験を通して育つ力、自信、意欲が大事」
埼玉県鴻巣市立吹上中学校　校長　加藤幸弘

「教師が手をかけ過ぎなければ、生徒は自分で考える」
高松第一高校（香川県高松市立）　進路指導主事　片山浩司

「外部のリソースも活用し、生徒が成長のきっかけを得られる場をつくる」
福島県立福島東高校　進路指導主事　千葉　聡
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◎各学校段階において、家庭学習時間が増加。その大きな要因の１つが、宿題の時間の増加
◎家庭学習に主体的な学習態度で臨む児童・生徒の割合が増加　
◎教科の好き嫌いでは、どの学校段階においても、ほとんどの教科で「好き」の割合が増加
◎「分かりやすい授業」を望む声が減少した一方で、中学・高校では依然として「上手な勉強の仕方が
分からない」の割合が高い
◎全ての学校段階で、授業における能動的な学習活動を「好き」と答える割合が増加。ただし、「先生
が黒板を使いながら教える授業」などの従来型の授業を好む割合は依然として高い

特
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６
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り
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果
が
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と
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が
、
今
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に
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さ
ら
に
は
、
学
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態
度
や
教
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に
対
す
る
意
識
も
軒
並
み
改
善
し
て
い
る
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こ
の
結
果
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
何
か
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そ
し
て
、
今
求
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い
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も
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「
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の
あ
り
方

本号のテーマ

「第５回　学習基本調査」の結果と現場の実態から
生徒に育むべき力とその指導のあり方を考える

生徒の主体性をさらに育み、「主体的な学習者」へと導くために、
教師に求められる指導、役割とは？

学校教育のこれまでの改革、取り組みによって、生徒の主体性が向上

教育の連続性を踏まえた
「主体的な学習者」の育成のあり方を考える

高校における実践事例

座談会【P.8～13】

Q. 最近の生徒の学習状況から、課題と感じられている点を
具体的に教えてください。

◎学習への期待や必要性の感じ方など、学習習慣や学力に大きな差が
出てきており、全く学習しない層の存在に危機感を抱いている。学問
の面白さ、学問が必要な理由などの発信を強める必要がある。（北海道）
◎学習量に大きな変化はないと思うが、ノートの取り方、弱点の補い
方、自分に合った学習方法の工夫、志望校の現状分析などの力が弱く
なったと強く感じている。ただ問題を解くのではなく、どうすれば同
じ間違いを繰り返さないかを考えて学習している生徒が少な過ぎるこ
とが残念でならない。（茨城県）
◎受け身の状況は変わっていないと思う。しかし、場が与えられれば
生徒は自らやれる可能性をどの層も潜在的に持っている。場の設定と
指導方法の問題に尽きるのではないか。（埼玉県）

◎学習だけでなく、部活動や生徒会行事など様々な場面で、教師の介
入が増え、生徒の主体性を奪っている。結果的に「学校は与えられる
場所」という雰囲気が醸成される。（富山県）
◎以前に比べて真面目に取り組む生徒が少し増えたと感じているが、
主体的かと言えばそうではない。これは、真面目であり、裏を返せば
自由度が少ないことの弊害だろう。アクティブ・ラーニングの導入が
叫ばれる理由は、まさにこれだと感じる。（愛知県）
◎丁寧過ぎる指導も問題ではないか。時間がかかっても、自律的な学
習者を育てるための工夫を根気強く行う必要がある。（岡山県）
◎「学習の意義」をうまく伝えられていない。課題発見型学習ではな
いが、与えられる学習からの転換が不可欠だと感じている。（愛媛県）

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果より。アンケートは、2015 年１２月にウェブとファクスで実施。

大阪府立箕面高校　【P.14～17】
生徒・教師がオープンマインドで語り合う土壌を英語を軸につくる

実践事例1

岡山県立岡山芳泉高校　【P.18～21】
全校体制で言語活動を取り入れ、分かる、深まる楽しさを引き出す

実践事例2

「第５回　学習基本調査」の結果概要
現状把握【P.4～7】

「分かったふりをせず、『分からない』と言える子どもを育てたい」
東京都足立区立千寿小学校　校長　田村正弘

「唯一解ではなく、最適解を追い求める学びを」
青山学院大学　教授　樋田大二郎

「苦労を乗り越える体験を通して育つ力、自信、意欲が大事」
埼玉県鴻巣市立吹上中学校　校長　加藤幸弘

「教師が手をかけ過ぎなければ、生徒は自分で考える」
高松第一高校（香川県高松市立）　進路指導主事　片山浩司

「外部のリソースも活用し、生徒が成長のきっかけを得られる場をつくる」
福島県立福島東高校　進路指導主事　千葉　聡

せんじゅ

こうの す ふきあげ

みの お
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　「
学
習
基
本
調
査
」
は
、
第
１
回
調
査

を
実
施
し
た
１
９
９
０
年
か
ら
25
年
間
に

わ
た
り
、
児
童
・
生
徒
や
学
校
現
場
の
変

容
を
見
つ
め
て
き
た
。
第
１
回
調
査
で
は
、

子
ど
も
の
数
が
現
在
の
１
・
６
倍
い
る
中

で
、
競
争
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
苦
し
む
子

ど
も
た
ち
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
第

２
回
調
査
（
96
年
）
で
は
、
学
ぶ
目
的
が

見
え
に
く
い
中
で
、
従
来
の
学
習
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
５

年
後
の
第
３
回
調
査
（
２
０
０
１
年
）
で

は
、
学
習
時
間
の
著
し
い
減
少
や
学
習
意

欲
の
低
下
か
ら「
学
習
離
れ
」が
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
指
摘
さ
れ
、
第
４
回
調
査
（
06

年
）
で
は
、
前
回
に
比
べ
て
回
復
傾
向
に

あ
っ
た
も
の
の
、
学
力
や
学
習
習
慣
の
格

差
の
進
展
が
話
題
と
な
っ
た
。
こ
の
度
、

現

状

把

握

相
次
ぐ
教
育
改
革
を
受
け
て
、

子
ど
も
の
学
び
は
ど
う
変
わ
っ
た
か

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
の﹁
学
習
基
本
調
査
﹂は
、１
９
９
０
年
か
ら
子
ど
も
の
姿
を
見
つ
め
て
き
た
が
、

今
回
の
結
果
で
は
、家
庭
学
習
時
間
や
学
習
態
度
の
大
幅
な
改
善
が
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。主
要
な
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
。

図１ 家庭学習時間が回復

図２ 宿題の時間が増加

■家庭学習時間の推移
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調
査
結
果
が
映
し
出
す
25
年
間
の

学
習
に
関
す
る
意
識
・
実
態
の
変
容
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特
集

　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る

　主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

公
表
さ
れ
た
第
５
回
の
調
査
結
果
は
、
子

ど
も
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
姿
を
映
し
出
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
小
・
中
・
高

と
も
に
家
庭
学
習
時
間
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
だ
（
図
１
）。
特
に
、
小
学
生
と
高

校
生
は
、
前
回
調
査
を
15
ポ
イ
ン
ト
近
く

上
回
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
伸
び
率
は
低

い
も
の
の
、
中
学
生
も
同
様
に
上
昇
し
た
。

　
そ
の
要
因
の
１
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
宿
題
の
時
間
の
増
加
だ
（
図
２
）。

家
庭
学
習
時
間
の
増
加
は
、
宿
題
に
取
り

組
む
時
間
の
増
加
で
ほ
ぼ
説
明
で
き
る
。

　
た
だ
、子
ど
も
た
ち
は
、必
ず
し
も
与
え

ら
れ
た
宿
題
を
こ
な
す
だ
け
の
「
受
け
身

の
姿
勢
」
で
家
庭
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
家
庭
学
習
の

様
子
を
見
る
と（
図
３
）、「
出
さ
れ
た
宿
題

を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
く
」
に
加
え
、「
授

業
で
習
っ
た
こ
と
を
、
自
分
で
も
っ
と
詳

し
く
調
べ
る
」「
自
分
で
興
味
を
持
っ
た

こ
と
を
、
学
校
の
勉
強
に
関
係
な
く
調
べ

る
」「
授
業
で
習
っ
た
こ
と
は
そ
の
日
の

家
庭
学
習
時
間
が
増
加
し

学
習
態
度
や
意
欲
も
軒
並
み
改
善

「第５回　学習基本調査」概要
● 調査テーマ 小学生・中学生・高校生の学習に関する意識・実態調査
● 調査方法 学校通しによる自記式質問紙調査
● 調査時期 第１回 1990 年　第２回 1996 年　第３回 2001 年　第 4 回 2006 年　第 5 回 2015 年
● 調査対象 小学 5 年生・中学 2 年生…全国 3 地域（大都市［東京 23 区内］、地方都市［四国の県庁所在地］、郡部［東北地方］）
 高校 2 年生（普通科）…全国４地域（大都市［東京 23 区内］、および東北・四国・九州地方の都市部と郡部）
● 有効回収数 小学 5 年生（1990 年 2,578 人、1996 年 2,665 人、2001 年 2,402 人、2006 年 2,726 人、2015 年 2,601 人）
 中学 2 年生（1990 年 2,544 人、1996 年 2,755 人、2001 年 2,503 人、2006 年 2,371 人、2015 年 2,699 人）
 高校２年生（1990 年 2,005 人、1996 年 2,615 人、2001 年 3,808 人、2006 年 4,464 人、2015 年 4,426 人）

調査結果の詳細は、下記サイトをご覧ください。
http://berd.benesse.jp/shotouchutou/research/detail1.php?id=4801

図３ 望ましい学習態度が強化されている

■家での勉強の様子「あてはまる」＋「まああてはまる」の％ 高校生中学生小学生
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小
・
中
・
高
と
も
、「
個
人
で
何
か
を
考

え
た
り
調
べ
た
り
す
る
授
業
」「
い
ろ
い

ろ
な
人
に
話
を
聞
き
に
行
っ
て
す
る
授
業

や
調
査
」「
考
え
た
り
調
べ
た
り
し
た
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
発
表
す
る
授

業
」
な
ど
、
能
動
的
な
学
習
活
動
に
関
す

る
項
目
で
「
好
き
」
の
割
合
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
た
（
図
６
）。

　
現
在
、
各
学
校
段
階
に
お
い
て
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
授

業
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
児
童
・
生
徒

か
ら
は
お
お
む
ね
前
向
き
に
受
け
止
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
一
方
で
、「
先
生
が
黒

板
を
使
い
な
が
ら
教
え
る
授
業
」
の
肯
定

率
も
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、
従

来
型
の
指
導
が
決
し
て
否
定
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

　
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
指
導
改
善
の
努

力
を
積
み
重
ね
て
き
た
教
師
に
と
っ
て
、大

き
な
励
み
と
な
る
結
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、現
場
の
教
師
の
実
感
値
と
は
異
な
る

部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。今
回
の
結
果

を
現
場
の
実
態
も
踏
ま
え
て
、
児
童
・
生

徒
の
さ
ら
な
る
成
長
と
教
師
の
指
導
力
向

上
に
生
か
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
視

点
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
Ｐ
．８
か

ら
の
各
学
校
段
階
の
教
師
に
よ
る
座
談
会

で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

う
ち
に
復
習
す
る
」
と
い
っ
た
主
体
的
な

学
習
態
度
に
深
く
関
連
す
る
項
目
の
肯
定

率
が
上
昇
し
、
望
ま
し
い
学
習
態
度
が
強

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
教
科
の
好
き
嫌
い
に
対
す
る
回
答
か
ら

も
、
学
習
態
度
や
学
習
意
欲
の
改
善
が
垣

間
見
え
る
。
小
・
中
・
高
と
も
に
、
ほ

ぼ
全
教
科
で
、「
好
き
」
と
答
え
る
子
ど

も
の
割
合
は
増
加
し
た
（
図
４
）。
特
に
、

今
回
の
調
査
で
は
、
算
数
・
数
学
が
「
好

き
」
と
い
う
割
合
が
大
き
く
上
昇
し
た
。

強
い
て
言
え
ば
、
唯
一
、
中
学
生
の
理
科

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
は
課
題
と
言
え
そ

う
だ
。

　
学
習
の
悩
み
も
変
化
し
て
い
る
。「
分

か
り
や
す
い
授
業
に
し
て
ほ
し
い
」
の
肯

定
率
が
小
・
中
・
高
と
も
に
低
下
し
た
の

は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
授

業
が
増
え
て
い
る
表
れ
だ
ろ
う
（
図
５
）。

一
方
で
、「
上
手
な
勉
強
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
」
の
割
合
は
、
中
・
高
で
依
然
と
し
て

高
く
、
い
か
に
し
て
自
分
に
合
っ
た
勉
強

方
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
か
が
課
題
だ
。

　
学
校
で
の
授
業
や
学
習
に
対
す
る
好
き

嫌
い
に
関
し
て
も
、
変
化
が
見
ら
れ
る
。

能
動
的
な
学
習
活
動
に
対
し
て

前
向
き
な
姿
勢
が
目
立
つ

図４ 算数・数学の「好き」が向上

■教科の好き嫌い　「とても好き」＋「まあ好き」の％
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40.3

38.2

50.9

49.2

51.4

42.1

49.6

42.8

48.0

41.1

42.546.7

25.825.6

55.6
52.1
52.1

61.0
54.7 53.4

58.5

68.4
62.8

55.6

39.445.4

53.1

38.7

51.8

38.1
37.2

71.4 71.3 68.2 68.5 75.2

42.5 44.9 45.1
48.0

34.7 38.0 40.4 41.8
45.1

38.7 41.7
49.2

41.0 43.2 42.1

50.8

57.8

41.6

52.8
46.8

53.1 51.4

45.0

52.1

54.7 53.4 55.653.1

44.9 45.1

52.8

45.0
54.5

（年度）

（年度）
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特
集
　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る
　
主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

＊プロフィールは２０１３年３月時点のものです

図５ 劇的に変わっている学習観

図６ 能動的な学習活動に関する項目の評価がおおむねアップ

49.2

■学習の悩み・学習観

1990 1996 2001 2006 2015

分かりやすい
授業にしてほしい

1990 1996 2001 2006 2015

上手な勉強の仕方が
分からない

1990 1996 2001 2006 2015

どうしてこんなことを
勉強しなければいけないのかと思う

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（％）

1990 1996 2001 2006 2015

できるだけいい高校や大学に
入れるよう、成績を上げたい

1990 1996 2001 2006 2015

学校生活が楽しければ、
成績にはこだわらない

1990 1996 2001 2006 2015

今は勉強することが
一番大切なことだ
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70

60

50

40

30
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10

0

（％）

高校生中学生小学生

31.4

67.0
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30.4

68.3

66.7

30.5

68.8

64.2

34.6

66.6

64.4

38.1

61.9

70.1

43.6

42.2

34.3

54.3

39.3

44.2
45.2

51.4

41.3

50.5

52.2

33.3

51.2

41.2
40.2

51.3

27.6

67.0 67.8 74.6

35.433.7

27.2

35.4

27.2

27.8

25.6 23.6

32.7
30.3

22.7

29.1 22.0
52.2

13.8

25.4

40.5 43.6
49.6

64.4
56.8

54.9
58.7

23.9
19.5 21.9

28.4

67.0

54.9

67.0

56.5 54.5

44.9

45.9

62.6
56.4 57.8

67.2

29.8 29.7
24.5

29.5

39.6

49.5
43.8 43.8

55.5

66.764.2

34.6

64.4

43.6

42.2

34.3

54.3

45.2

33.7

25.6

32.7

21.2 25.4

64.4

23.9

54.5

44.9

45.9

24.5

43.8 43.8

61.9

（年度）

（年度）

■授業で好きな学習方法　「とても好き」＋「好き」の％ ■2001　■2006　■2015（年度）

小学生

0

先生が黒板を
使いながら
教える授業

個人で
何かを考えたり

調べたりする授業

グループで
何かを考えたり

調べたりする授業

自分たちで
テーマや調べ方を
決めてする授業

学校外のいろいろな
場所に行ってする

授業や調査

いろいろな人に話を
聞きに行ってする

授業や調査

友だちと
話し合いながら
進めていく授業

考えたり調べたり
したことをいろいろ

工夫して発表する授業

20 40 60 80 100（％）

84.8
82.7
86.0

中学生

0 20 40 60 80 100

75.0
76.4
77.9

高校生

0 20 40 60 80 100

82.1
82.9
80.4

51.3
57.2
68.7

45.9
48.6
57.2

47.3
42.4
54.0

85.2
82.4
88.2

67.4
66.0
71.8

51.3
48.9

62.8

69.4
69.9
76.4

41.5
46.8
57.7

31.3
30.4
36.9

86.9
84.6
89.2

70.7
67.4
72.0

50.7
51.5
51.3

67.6
64.0

76.1

45.3
41.3
51.9

32.5
26.8
35.8

81.8
81.0
86.0

74.4
73.5
74.1

60.8
60.7
70.5

54.9
52.9
66.3

34.5
31.5

47.0

30.0
25.0

38.3

7 Apri l  2016

Q6-032-01 2016 年度　VIEW21高校版 4月号 7頁 ＭＫ色校
03/16
引寺

念
校
03/29
益岡 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P04-07_view21koukou-4g_h.indd   7 16/03/29   14:13



木
村
　
ま
ず
、
各
校
の
紹
介
か
ら
お
願
い

し
ま
す
。

田
村
　
東
京
都
足
立
区
立
千せ

ん

寿じ
ゅ

小
学
校

は
、２
０
０
２
年
、伝
統
あ
る
2
校
が
統
合

し
て
開
校
し
ま
し
た
。近
年
、地
域
の
再
開

発
が
進
み
、
児
童
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

加
藤
　
埼
玉
県
鴻こ

う
の

巣す

市
立
吹ふ

き

上あ
げ

中
学
校

は
、
16
年
度
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

鴻
巣
市
は
、
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、

荒
川
が
流
れ
る
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
地
域

で
す
。

千
葉
　
福
島
県
立
福
島
東
高
校
は
、
福
島

市
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
あ
り
、
国
公
立
大
学

志
望
の
多
い
中
堅
の
進
学
校
で
す
。
文
武

両
道
を
校
是
と
し
、
学
習
と
部
活
動
の
両

立
に
よ
る
自
己
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。

片
山
　
香
川
県
高
松
市
立
の
高
松
第
一
高

校
は
、
県
内
有
数
の
進
学
校
で
、
10
年
度

か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
校
で
す
。
国
公
立
大

学
志
望
者
が
多
く
、
卒
業
後
、
約
7
割
の

生
徒
が
国
公
立
大
学
へ
進
学
し
ま
す
。

樋
田
　
青
山
学
院
大
学
教
育
人
間
科
学
部

で
高
校
教
育
を
中
心
に
研
究
し
て
お
り
、

高
校
研
究
は
30
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。

「
第
５
回
　
学
習
基
本
調
査
」の
調
査
企
画
・

分
析
メ
ン
バ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
デ
ー
タ

を
俯
瞰
す
る
と
大
き
な
流
れ
は
見
え
ま
す

が
、大
き
な
変
化
は
、小
さ
な
変
化
の
積
み

重
ね
で
起
こ
る
も
の
で
す
。今
日
は
、先
生

方
が
現
場
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
児
童
・

生
徒
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か

な
ど
に
つ
い
て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

木
村
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
議
論
に
移
り
ま
し
ょ
う
。
今
回
の
調

査
結
果
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

小
・
中
・
高
と
も
に
家
庭
学
習
時
間
が
増

え
た
こ
と
で
す
。
宿
題
の
増
加
が
一
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

田
村
　
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」が
始
ま
っ
て
か
ら
、自
治
体
や

学
校
が
学
力
向
上
に
力
を
入
れ
始
め
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
授
業
の

進
め
方
だ
け
で
な
く
、
宿
題
の
出
し
方
も
、

担
任
に
任
せ
き
り
に
せ
ず
、
自
治
体
や

学
校
規
模
で
工
夫
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
結
果
、成
績
下
位
層
の
子
ど
も
で

も
、自
力
で
学
習
を
進
め
や
す
く
な
り
、一

定
の
学
力
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

加
藤
　
同
感
で
す
。
埼
玉
県
は
、
県
独
自

に
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
ど
の
学
校
も
学
力
向
上
に
取
り
組
ん

座

談

会

教
育
の
連
続
性
を
踏
ま
え
た

「
主
体
的
な
学
習
者
」の
育
成
の

あ
り
方
を
考
え
る

学
校
現
場
は「
第
５
回
　
学
習
基
本
調
査
」の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
。現
場
の
実
態
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
上
で
、

今
後
、「
主
体
的
な
学
習
者
」を
育
む
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
指
導
や
学
び
方
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

小
学
校
、中
学
校
、高
校
、大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、学
校
段
階
の
枠
を
超
え
、こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

子
ど
も
の
主
体
性
は
育
ま
れ
て
い
る
の
か
？

家
庭
学
習
時
間
の
増
加
は

ど
の
よ
う
な
指
導
の
成
果
な
の
か

8Apri l  2016

Q6-032-01 2016 年度　VIEW21高校版 4月号 8頁 ＭＫ色校
03/16
引寺

念
校
03/29
益岡 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P08-13_view21koukou-4g_h.indd   8 16/03/29   14:13



特
集
　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る
　
主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

で
い
ま
す
。
本
校
も
学
力
向
上
計
画
を
作

成
し
、
家
庭
学
習
の
重
要
性
を
含
め
た
指

導
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

片
山
　
本
校
も
生
徒
の
家
庭
学
習
時
間

は
、
以
前
よ
り
増
え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

た
だ
、毎
日
30
分
以
下
と
い
う
生
徒
も
、３

時
間
以
上
と
い
う
生
徒
も
一
定
数
い
て
、

二
極
化
の
状
況
で
す
。本
校
で
は
、生
徒
の

主
体
性
を
育
む
た
め
、
宿
題
の
量
は
比
較

的
少
な
め
で
す
。
た
だ
、
他
校
の
先
生
と

初
期
指
導
に
つ
い
て
話
を
す
る
と
、
入
学

直
後
に
合
宿
な
ど
を
行
い
、
授
業
や
家
庭

で
の
学
習
法
を
指
導
す
る
高
校
が
増
え
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
高
校
で
は
宿

題
の
量
も
多
い
よ
う
で
、
そ
の
影
響
で
学

習
時
間
が
増
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

千
葉
　
最
近
、
予
備
校
や
公
共
施
設
な
ど

が
自
由
に
学
習
で
き
る
場
を
開
放
し
て
い

て
、
そ
こ
で
生
徒
が
定
期
考
査
前
な
ど
に

学
習
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
勉
強
に
集

中
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
こ
と
が
、

前
向
き
な
学
習
態
度
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。本
校
で
は
、学
年
ご

と
に
教
科
間
で
話
し
合
っ
て
全
体
の
分
量

を
調
整
し
つ
つ
、
比
較
的
多
く
の
宿
題
を

出
し
て
い
ま
す
。
宿
題
を
こ
な
す
だ
け
の

受
け
身
の
生
徒
も
い
ま
す
が
、
全
体
的
に

学
習
時
間
は
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

木
村
　
望
ま
し
い
学
習
態
度
が
強
化
さ
れ

る
な
ど
、
質
の
向
上
も
見
ら
れ
ま
す
。

片
山
　
確
か
に
、
以
前
に
比
べ
て
生
徒
は

真
面
目
で
す
。
授
業
で
議
論
を
さ
せ
る
と
、

積
極
的
に
意
見
を
出
し
ま
す
し
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
上
手
で
す
。
そ
う
し
た

点
は
今
の
生
徒
の
長
所
で
し
ょ
う
。
そ
の

半
面
、
最
後
ま
で
自
分
で
考
え
抜
く
と
い

う
粘
り
強
さ
が
な
く
、
す
ぐ
に
答
え
を
求

め
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

加
藤
　
中
学
校
で
も
真
面
目
な
生
徒
が
増

え
、
一
昔
前
の
よ
う
に
、
授
業
中
に
周
囲

に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
生
徒
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
。
本
校
で
い
え
ば
、
全
校
共

通
の
学
習
規
律
を
設
け
、
教
師
間
の
指
導

の
差
を
な
く
し
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
学
習
意
欲
に
つ
い
て
は
、

学
力
と
同
様
に
、
二
極
化
が
見
ら
れ
、
中

位
層
以
上
の
生
徒
が
よ
り
意
欲
的
と
な
っ

て
い
る
印
象
を
受
け
て
い
ま
す
。

田
村
　
子
ど
も
の
学
習
態
度
が
改
善
し

て
い
る
一
因
は
、
学
力
向
上
策
の
一
環
と

し
て
指
導
の
標
準
化
が
進
ん
で
い
る
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
校
と
し
て
の

明
確
な
指
導
方
針
が
あ
る
と
、
経
験
の
少

な
い
教
師
で
も
一
定
の
指
導
が
で
き
ま
す

し
、
担
任
が
代
わ
っ
て
も
指
導
が
ぶ
れ
な

い
た
め
、
子
ど
も
は
次
に
何
を
す
れ
ば
よ

い
か
が
分
か
り
、
安
心
し
て
学
べ
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
児
童
に
基
礎
学
力
を
定

着
さ
せ
た
上
で
中
学
校
に
送
り
出
す
こ
と

を
、
区
全
体
で
目
指
し
て
い
ま
す
。

木
村
　
調
査
で
は
、
小
・
中
学
校
と
も
に

「
自
学
ノ
ー
ト
」
が
定
着
し
て
い
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
学
習
形
態

が
、
子
ど
も
の
主
体
性
を
引
き
出
し
て
い

る
側
面
は
大
き
い
の
で
し
ょ
う
か
。

田
村
　
本
校
で
は
、「
家
庭
学
習
の
習
慣

化
」「
主
体
性
の
育
成
」「
個
に
応
じ
た
学

習
」
を
目
的
と
し
て
、
自
学
ノ
ー
ト
に
取

り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。
自
学
ノ
ー
ト
で
は
、

自
分
の
興
味
・
関
心
に
沿
っ
て
課
題
を
決

め
ら
れ
る
た
め
、
学
習
意
欲
が
湧
き
や
す

く
、
達
成
感
も
得
ら
れ
や
す
い
よ
う
で
す
。

提
出
は
任
意
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
毎
日

取
り
組
む
よ
う
に
児
童
に
働
き
か
け
て
い

て
、
提
出
率
は
毎
日
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
す
。

内
容
は
自
由
で
す
か
ら
、
昆
虫
好
き
の
子

ど
も
が
、
昆
虫
に
つ
い
て
ず
っ
と
探
究
し

「
自
学
ノ
ー
ト
」
で
育
む

児
童
・
生
徒
の
主
体
性

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです
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教
え
て
く
だ
さ
い
。

田
村
　
小
学
校
で
は
、
Ａ
Ｌ
は
か
な
り
定

着
し
て
い
ま
す
。
一
例
で
す
が
、
複
数
の

解
か
ら
最
適
解
を
選
ぶ
と
い
う
算
数
の
授

業
を
紹
介
し
ま
す
。
課
題
は
、「
メ
ロ
ン
、

ス
イ
カ
、
リ
ン
ゴ
を
仕
入
れ
、
利
益
が
原

価
の
50
％
に
な
る
よ
う
に
定
価
を
つ
け
て

売
上
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
何
割
引
で
何
個
販
売
す
れ
ば
よ
い
の

い
る
か
」
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
が
、

学
び
を
充
実
さ
せ
る
鍵
だ
と
思
い
ま
す
。

加
藤
　
本
市
で
は
、「
Ａ
Ｌ
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
」
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い

て
、
本
校
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
が
実
践

し
て
い
ま
す
。
私
は
、
先
生
方
に
「
Ａ
Ｌ

が
形
式
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
、
よ

く
話
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｌ
は
、
単
に
話

し
合
い
の
形
式
を
取
り
入
れ
れ
ば
よ
い
と

い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
個
々
が
考
え
を

深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
手
段
の

１
つ
で
あ
る
こ
と
を
、
し
っ
か
り
認
識
・

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

片
山
　
本
校
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
１
期
目
で

科
学
的
思
考
力
の
育
成
を
目
的
に
理
科
で

Ａ
Ｌ
を
研
究
し
、２
期
目
は
、
１
期
目
で
得

た
成
果
を
全
教
科
に
広
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
各
教
科
の
推
進
委
員
が
ほ
ぼ
月
１

回
集
ま
り
、
Ａ
Ｌ
を
通
し
て
育
み
た
い
力

と
そ
の
手
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま

木
村
　
調
査
で
は
、
能
動
的
な
学
習
活
動

に
関
す
る
項
目
で
「
好
き
」
の
割
合
が
増

え
て
い
ま
す
。
学
校
段
階
に
か
か
わ
ら
ず
、

主
体
的
な
学
習
者
の
育
成
は
大
き
な
課
題

で
す
。
各
校
の
、
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
現
状
を

続
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

加
藤
　
本
校
で
も
、
全
学
年
で
自
学
ノ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、自
学
ノ
ー

ト
と
は
い
え
、
高
校
入
試
を
控
え
る
３
年

生
で
は
、
内
容
が
不
十
分
な
生
徒
を
昼
休

み
に
集
め
て
、
再
度
取
り
組
ま
せ
る
こ
と

で
、
学
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

木
村
　
教
科
の
好
き
嫌
い
で
は
、
ほ
ぼ

全
教
科
で
、
そ
の
教
科
を
「
好
き
」
と
答

え
る
子
ど
も
の
割
合
が
増
え
て
い
ま
し
た

が
、
中
学
校
の
理
科
で
は
減
少
し
て
い
ま

し
た
。

加
藤
　
本
校
の
上
位
層
の
生
徒
に
理
科
に

つ
い
て
聞
く
と
、「
力
や
電
流
な
ど
、
目

に
見
え
な
い
現
象
に
つ
い
て
考
え
る
の
が

難
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
あ
く
ま

で
も
一
生
徒
の
意
見
で
す
が
、
う
な
ず
け

る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

田
村
　
小
学
校
で
は
理
科
好
き
が
増
え
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
要
因
の
１
つ
に
は
、

現
行
の
教
育
課
程
で
授
業
時
数
が
増
え
る

と
と
も
に
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
つ
い
た

た
め
、
各
校
の
実
験
器
具
が
整
備
さ
れ
、

観
察
や
実
験
が
充
実
し
て
き
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

加
藤
　
中
学
校
の
理
科
は
、
現
行
の
教
育

課
程
で
学
習
内
容
が
増
え
た
た
め
、授
業
に

ゆ
と
り
が
な
い
の
で
し
ょ
う
。
16
年
度
は

理
科
の
教
師
１
人
の
増
員
を
希
望
し
、
指

導
の
工
夫
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

か
を
算
出
す
る
」
と
い
う
内
容
で
す
。
個

人
で
考
え
た
後
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う

の
で
す
が
、「
そ
の
店
の
地
域
の
世
帯
数

は
ど
れ
く
ら
い
か
」「
他
店
と
比
べ
て
値

段
が
高
す
ぎ
な
い
か
」
と
い
っ
た
実
生
活

に
も
あ
り
そ
う
な
条
件
を
つ
け
加
え
た
の

で
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
、
基
礎
学

力
は
も
ち
ろ
ん
、
実
生
活
に
も
役
立
つ
思

考
力
が
鍛
え
ら
れ
る
問
題
で
あ
り
、
学
力

の
３
要
素
を
総
合
的
に
高
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

樋
田
　
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
授
業
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、

そ
し
て
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
方
略

を
考
え
、
答
え
ら
し
き
も
の
が
複
数
出
た

ら
、
そ
の
中
か
ら
最
適
解
を
選
ぶ
。
そ
う

い
っ
た
課
題
解
決
型
学
習
が
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。
課
題
解
決
型
学
習
で
は
、「
ど

れ
く
ら
い
学
力
の
３
要
素
が
身
に
つ
い
て

「
唯
一
解
で
は
な
く
、

最
適
解
を

追
い
求
め
る
学
び
を
」

青
山
学
院
大
学
　

教
授
　

樋
田
大
二
郎

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
本
質
と
は
？

学
力
の
３
要
素
を
伸
ば
す

授
業
の
あ
り
方
と
は
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特
集
　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る
　
主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

従
来
型
の
授
業
形
態
が
全
て
ア
ク
テ
ィ
ブ

で
は
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
静
か

に
考
え
て
い
る
場
面
で
も
、
脳
に
汗
を
か

く
く
ら
い
必
死
に
考
え
て
い
る
の
な
ら
、

そ
れ
は
十
分
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
で

す
。
英
語
の
授
業
が
Ａ
Ｌ
そ
の
も
の
で
は

な
く
て
も
、
生
徒
が
習
得
し
た
英
語
を
外

国
に
行
っ
て
使
い
た
い
、
海
外
で
仕
事
を

し
た
い
と
本
気
で
思
っ
た
な
ら
、
や
は
り

そ
れ
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
授
業
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

樋
田
　
そ
う
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
コ
イ

ン
の
表
側
が
知
識
と
し
た
ら
、
裏
側
に
は

感
情
、
感
性
、
あ
る
い
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。
知
識
だ
け
で
は
社

会
と
つ
な
が
り
に
く
い
で
す
し
、
逆
に
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
だ
け
が
肥
大
化
し
て

い
る
の
も
困
り
も
の
で
す
。
英
語
の
授
業

で
意
欲
が
湧
い
て
「
海
外
で
働
き
た
い
」

と
感
じ
る
こ
と
も
、
コ
イ
ン
の
裏
表
と
言

え
ま
す
。
学
び
が
「
自
分
事
」
に
な
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
学
習

活
動
こ
そ
、
Ａ
Ｌ
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

田
村
　
自
分
に
引
き
寄
せ
て
考
え
る
こ
と

は
、
本
当
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校

で
は
、
主
体
的
な
学
習
者
を
「『
分
か
ら

な
い
』
と
、
と
こ
と
ん
言
え
る
子
ど
も
」

と
言
い
表
し
て
い
ま
す
。
教
師
の
説
明
や

友
だ
ち
の
発
表
に
対
し
て
、
分
か
っ
た
ふ

り
を
せ
ず
、
納
得
で
き
る
ま
で
考
え
続
け

ら
れ
る
力
を
伸
ば
す
こ
と
を
、
16
年
度
の

研
究
テ
ー
マ
と
す
る
予
定
で
す
。

木
村
　
小
・
中
・
高
の
学
び
の
連
続
性
を

考
え
る
こ
と
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。

田
村
　
小
学
校
段
階
で
習
得
さ
せ
る
「
知

識
・
技
能
」
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
度
な
も
の

で
は
な
い
の
で
、
本
当
に
深
い
学
習
活
動

ま
で
に
は
発
展
さ
せ
づ
ら
い
面
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
Ａ
Ｌ
の
本
来
の
目
的
は
学
校

段
階
が
上
が
る
に
つ
れ
て
達
成
さ
れ
る
も

の
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

す
。
現
段
階
で
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
直
後

に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
す
る
と
、
学
習
効
果

が
高
ま
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
全
校
で
授

業
の
振
り
返
り
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
Ａ

Ｌ
に
は
、「
進
度
が
遅
れ
る
」「
準
備
が
大

変
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、「
活
動
を

通
し
て
生
徒
の
思
考
の
過
程
が
見
え
る
た

め
、
授
業
の
理
解
度
を
把
握
し
な
が
ら
授

業
を
進
め
ら
れ
る
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
す
。
Ａ
Ｌ
の
導
入
に
よ
り
、
教
師
の
意

識
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

千
葉
　
小
・
中
学
校
に
比
べ
る
と
、
高
校

の
Ａ
Ｌ
の
実
施
率
は
や
や
低
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
が
、
県
教
育
委
員
会
は
積

極
的
に
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
し
、
教

師
も
導
入
に
意
欲
的
で
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
加
藤
先
生
が
形
式
的
な
Ａ
Ｌ
へ
の
危
惧

に
言
及
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
く
同
感
で
す
。

小
学
校
で
も
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
」「
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
」

を
育
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、「
知
識
・

技
能
」
の
よ
う
に
、「
小
学
校
は
こ
こ
ま
で
」

と
い
っ
た
指
導
・
評
価
基
準
を
設
け
る
の

は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
は
、
小
・

中
・
高
が
と
も
に
考
え
る
べ
き
重
要
な
教

育
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

樋
田
　
小
・
中
・
高
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
い
う
視
点
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
大

「
分
か
っ
た
ふ
り
を
せ
ず
、

『
分
か
ら
な
い
』
と
言
え
る

子
ど
も
を
育
て
た
い
」

東
京
都
足
立
区
立
千
寿
小
学
校
　

校
長
　

田
村
正
弘

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成

は
学
校
段
階
間
の
連
続
性
が
重
要
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木
村
　
主
体
的
な
学
習
者
を
育
む
た
め
に

求
め
ら
れ
る
指
導
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

片
山
　
本
校
は
、
生
徒
の
主
体
性
を
尊
重

し
、
手
を
か
け
過
ぎ
な
い
指
導
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
宿
題
を
多
く
与
え
る
指
導
は
、

下
位
層
の
底
上
げ
に
は
有
効
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
満
足
し
て
し
ま
う
生
徒
も
い
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
ヒ
ン
ト
を
与
え
過
ぎ

る
と
、
ど
う
し
て
も
出
て
く
る
答
え
が
似

て
し
ま
い
ま
す
。
多
様
な
考
え
方
が
あ
る

こ
と
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
も
、
教
師
が

教
え
過
ぎ
な
い
方
が
よ
い
と
考
え
ま
す
。

千
葉
　
今
日
の
お
話
で
、
小
・
中
学
校
で

は
主
体
的
な
学
び
を
十
分
に
積
み
重
ね
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
高

校
で
は
学
習
へ
の
動
機
づ
け
を
ね
ら
い
と

し
て
、
入
学
時
に
高
校
で
の
学
習
方
法
を

指
導
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
、
生
徒

が
培
っ
て
き
た
主
体
性
を
リ
セ
ッ
ト
し
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
手
を
か
け
過

ぎ
る
こ
と
で
、
生
徒
の
主
体
性
や
創
造
性

の
芽
を
摘
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
小
・

中
学
校
で
児
童
・
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
学

び
を
経
験
し
て
い
る
の
か
、
我
々
は
も
っ

と
学
ば
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

樋
田
　
む
ち
ゃ
と
感
じ
ら
れ
る
環
境
を
与

え
る
こ
と
で
、
育
つ
力
や
姿
勢
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
教
育
」

の
時
代
に
は
、
教
師
が
手
を
か
け
過
ぎ
な

い
こ
と
で
子
ど
も
の
創
造
性
が
育
つ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
効
果
は
あ

ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、

涙
を
流
す
ほ
ど
大
変
な
思
い
を
し
て
答
え

を
探
し
た
り
、
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
て

昆
虫
に
つ
い
て
調
べ
た
り
と
い
っ
た
経
験

に
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

片
山
　
本
校
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
の
課
題
研

究
に
お
い
て
、
生
徒
は
ほ
ぼ
自
力
で
課
題

設
定
を
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
研
究
過
程

で
も
か
な
り
苦
労
す
る
の
で
す
が
、
そ
う

し
た
生
徒
の
多
く
は
、「
し
ん
ど
か
っ
た

け
れ
ど
、
よ
か
っ
た
」
と
語
り
ま
す
。
少

し
無
理
の
あ
る
課
題
に
取
り
組
ん
だ
か
ら

こ
そ
得
ら
れ
た
充
実
感
な
の
で
し
ょ
う
。

学
の
授
業
で
は
Ａ
Ｌ
が
多
く
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
学
び
を
よ
り
深
い
も

の
と
す
る
た
め
に
、
早
い
段
階
か
ら
主
体

性
を
育
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

木
村
　
教
育
心
理
学
で
は
、
主
体
的
な
学

習
者
に
は
、
自
分
の
学
習
状
況
を
客
観
的

に
捉
え
る「
メ
タ
認
知
」、
具
体
的
な「
学
習

方
略
」、「
学
習
意
欲
」の
３
つ
が
必
要
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
校
段
階
ま
で

に
そ
れ
ら
を
育
む
こ
と
が
理
想
的
で
す
。

樋
田
　
大
学
で
の
学
び
は
、
自
分
で
動
か

な
け
れ
ば
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
分
で
学
習

方
法
を
工
夫
し
て
こ
そ
、
学
び
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
・
中
・
高
で
知
識

や
感
性
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
て
る
Ａ
Ｌ
を

実
践
す
る
こ
と
は
、
大
学
進
学
後
に
も
大

き
な
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
す
。

木
村
　
そ
れ
は
、
社
会
に
と
っ
て
も
プ
ラ

ス
に
な
る
こ
と
で
す
。
働
き
方
は
転
換
期

を
迎
え
て
お
り
、
今
後
は
い
か
に
付
加
価

値
を
高
め
る
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
大
学

時
代
ま
で
に
試
行
錯
誤
し
て
自
分
な
り
の

解
を
見
つ
け
る
経
験
を
積
む
こ
と
が
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
苦
労
を
乗
り
越
え
る

体
験
を
通
し
て
育
つ
力
、

自
信
、
意
欲
が
大
事
」

埼
玉
県
鴻
巣
市
立
吹
上
中
学
校
　

校
長
　

加
藤
幸
弘

「
教
師
が

手
を
か
け
過
ぎ
な
け
れ
ば
、

生
徒
は
自
分
で
考
え
る
」

高
松
第
一
高
校
　

進
路
指
導
主
事
　

片
山
浩
司

主
体
的
な
学
習
者
を
ど
う
育
て
る
か
？

手
を
か
け
過
ぎ
な
い
指
導
が

子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む
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特
集

　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る

　主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

加
藤
　
教
師
は
不
安
が
り
ま
す
が
、時
に

は
生
徒
が
失
敗
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。本

校
で
は
、学
校
行
事
等
の
企
画
・
運
営
を
生

徒
に
委
ね
て
お
り
、失
敗
し
て
も
よ
い
と
繰

り
返
し
伝
え
て
い
ま
す
。苦
労
を
乗
り
越
え

る
体
験
を
通
し
て
育
つ
力
、自
信
、意
欲
は
、

学
習
に
も
結
び
つ
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
村
　
同
感
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
教
科
学

習
で
は
、
答
え
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
答
え
に
至
る
ま
で
の
過
程
や
答
え
の

根
拠
を
理
解
・
説
明
で
き
る
力
が
ま
す
ま

す
必
要
と
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

15
年
度
の
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

の
理
科
で
は
、
水
の
温
ま
り
方
に
つ
い
て
、

誤
っ
た
仮
説
が
正
し
か
っ
た
場
合
を
想
定

し
て
答
え
る
と
い
う
問
題
が
出
題
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
学
力
観
を
転
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
国
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
力
は
、
成
功
体
験
だ
け
で
は
伸
び

ず
、
試
行
錯
誤
や
失
敗
を
経
験
す
る
こ
と

で
身
に
つ
い
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

木
村
　
主
体
的
な
学
習
者
を
育
む
た
め
に

は
、
制
度
的
に
も
学
校
段
階
を
超
え
た
連

携
が
必
要
で
す
ね
。

田
村
　
今
後
は
、
小
・
中
・
高
の
連
続
性

を
よ
り
意
識
し
た
指
導
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
足
立
区
で
は
、
幼
稚

園
か
ら
高
校
ま
で
が
連
携
し
、
高
校
中
退

者
の
減
少
を
目
指
し
た
「
Ｕ
16
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
基
礎
学

力
不
足
が
退
学
の
大
き
な
要
因
に
な
る
と

捉
え
、
幼
児
期
に
ど
の
よ
う
な
体
験
が
必

要
か
、
小
・
中
学
校
で
ど
の
よ
う
な
指
導

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
検
討
し
、
学
校
段

階
ご
と
に
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

加
藤
　
埼
玉
県
で
は
、
15
年
度
か
ら
県
独

自
の
学
力
調
査
を
通
じ
て
、
小
学
４
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
一
人
ひ
と
り
の
経

年
変
化
を
追
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
様
々
な
取
り
組
み
が
子
ど
も
の

学
力
や
学
習
態
度
・
意
欲
に
ど
う
影
響
し

て
い
る
の
か
を
確
認
し
、
よ
り
個
に
応
じ

た
指
導
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

千
葉
　
教
科
学
習
だ
け
で
は
な
く
、
部
活

動
や
学
校
行
事
な
ど
、
様
々
な
教
育
活
動

を
通
じ
て
、
生
徒
は
伸
び
て
い
き
ま
す
。

校
内
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
も

積
極
的
に
活
用
し
て
、
生
徒
が
成
長
の

き
っ
か
け
を
得
ら
れ
る
場
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
師
が

青
写
真
を
描
き
過
ぎ
ず
、
と
に
か
く
き
っ

か
け
を
与
え
て
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
に

つ
な
が
る
の
か
は
生
徒
と
一
緒
に
考
え
る

と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

片
山
　
本
校
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
し
て

比
較
的
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。
外

部
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
な
が
ら
、
生
徒
の

思
考
や
議
論
を
促
し
、
探
究
を
深
め
て
い

く
方
法
を
引
き
続
き
模
索
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
文
系
の
生
徒
に

は
、
社
会
問
題
を
議
論
し
て
、
市
に
解
決

施
策
を
提
案
す
る
と
い
っ
た
活
動
も
考
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

木
村
　
学
校
外
の
資
源
を
活
用
す
る
と
い

う
観
点
は
重
要
で
す
。
そ
れ
を
考
え
る
時
、

地
域
の
教
育
力
を
学
校
と
ど
う
つ
な
ぐ
の

か
と
い
う
視
点
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

樋
田
　
我
々
大
学
も
そ
う
で
す
が
、
外
部

リ
ソ
ー
ス
側
は
、む
し
ろ「
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。
学
生
が
児
童
・

生
徒
と
接
す
る
こ
と
の
プ
ラ
ス
面
は
大
き

く
、
双
方
に
利
点
が
あ
り
ま
す
。
多
忙
化

を
課
題
と
し
て
抱
え
る
先
生
方
の
負
担
を

軽
減
す
る
と
い
う
観
点
で
も
、
学
校
が
地

域
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る
意
義
は
大
き

い
で
し
ょ
う
。先
生
方
の
話
を
聞
い
て
、児

童
・
生
徒
、
そ
し
て
学
び
方
や
指
導
の
あ

り
方
は
大
き
く
変
容
し
て
い
る
と
実
感
し

ま
し
た
。
大
学
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

座
談
会
で
言
及
さ
れ
た
、
主
体
的
な
学
習

者
を
育
む
た
め
の
高
校
の
実
践
事

例
を
次
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

「
外
部
の
リ
ソ
ー
ス
も
活
用
し
、

生
徒
が
成
長
の
き
っ
か
け
を

得
ら
れ
る
場
を
つ
く
る
」

福
島
県
立
福
島
東
高
校
　進
路
指
導
主
事
　千
葉
　聡

外
部
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
が

学
習
活
動
に
広
が
り
を
も
た
ら
す
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大
阪
府
立
箕
面
高
校
で
は
、
２
０
１
４

年
度
に
民
間
出
身
の
日
野
田
直
彦
校
長
が

就
任
し
、「
21
世
紀
型
の
課
題
解
決
学
力

の
育
成
」（
図
）
を
テ
ー
マ
に
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
で
の
学
校
改
革
を
進
め
て
い
る
。

　
改
革
の
成
果
は
、
こ
こ
２
年
間
の
学
力

の
伸
び
に
表
れ
て
い
る
。
特
に
英
語
は
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
１
年
生
11
月
の
進
研
模
試

で
、
偏
差
値
60
以
上
の
人
数
が
２
年
前
の

37
人
か
ら
15
年
度
は
90
人
と
大
幅
に
増

加
。
他
教
科
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国
語

は
17
人
か
ら
33
人
、
数
学
は
17
人
か
ら

44
人
と
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、

GT
EC for ST

U
D

EN
T

S

で
は
、
グ
レ
ー

ド
５
以
上
の
人
数
が
56
人
（
１
年
生
７
月
）

か
ら
79
人
（
１
年
生
12
月
）
と
顕
著
な
伸

び
を
示
し
た
。

　
国
内
外
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
て
実

績
を
上
げ
る
生
徒
も
現
れ
、
14
年
、
ダ
ボ

ス
会
議
（
＊
）
の
若
手
メ
ン
バ
ー
が
主
催

す
る
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
　R

e-G
enerate Japan

」
の

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
当
時
１
年
生
の
生
徒

が
選
ば
れ
た
。
こ
の
生
徒
は
、
２
年
生
と

な
っ
た
15
年
度
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

を
起
業
し
た
。

　「
２
年
生
に
は
ア
メ
リ
カ
の
名
門
大
学

に
交
換
留
学
で
き
る
レ
ベ
ル
の
生
徒
が
20

人
以
上
い
て
、
そ
の
う
ち
の
１
人
は
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
公
立
高
校
か
ら
海
外
の
名
門

大
学
へ
の
進
学
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
夢
で
は
な
い
と
い
う
雰
囲

気
が
、
今
の
本
校
に
は
あ
り
ま
す
」
と
、

日
野
田
校
長
は
語
る
。

　
同
校
が
取
り
組
ん
で
き
た
改
革
を
、
主

に
英
語
教
育
を
軸
に
し
た
思
考
力
の
育

成
、
授
業
・
課
外
活
動
に
よ
る
主
体
性
の

向
上
の
２
点
か
ら
見
て
い
く
。

＊世界経済フォーラムの通称。スイスのリゾート地ダボスで毎年１月に開かれる。

図 「箕面高校でつけるべき力」

英
語
を
軸
と
し
た
授
業
改
革
で

生
徒
の
主
体
性
を
高
め
て
い
く

実
践
事
例
●

大
阪
府
立
箕み

の

面お

高
校

生
徒
・
教
師
が
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で

語
り
合
う
土
壌
を
英
語
を
軸
に
つ
く
る

大
阪
府
﹁
骨
太
の
英
語
力
養
成
事
業
﹂
の
指
定
校
で
あ
る
大
阪
府
立
箕
面
高
校
で
は
、
英
語
の
授
業
を
中
心
に
、

論
理
的
思
考
法
の
習
得
と
他
者
理
解
に
重
点
を
置
き
、
授
業
改
善
を
図
っ
て
き
た
。
生
徒
が
安
心
し
て
発
言
で
き
る
場
づ
く
り
に

力
を
入
れ
、
教
師
も
生
徒
と
率
直
に
語
り
合
う
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
育
ま
れ
て
き
た
と
い
う
。

在
学
中
に
起
業
す
る
生
徒
や
、
海
外
の
名
門
大
学
に
直
接
進
学
を
目
指
す
生
徒
も
現
れ
た
。

1

＊学校資料を基に編集部で作成

21世紀型の
課題解決学力

インタラクティブ
授業

各教科・活動

●ロジカル・クリティカル
●デザイン・システム思考
●ディベート思考

●ソクラテス・メソッド
●学び合い、ワークショップ
●ファシリテーション

●教科指導
●部活・生徒会活動
●英語・グローバル教育
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特
集
　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る
　
主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

　
同
校
の
改
革
の
追
い
風
と
な
っ
た
の

が
、
14
年
度
に
始
ま
っ
た
大
阪
府
「
骨
太

の
英
語
力
養
成
事
業
」（
以
下
、骨
太
事
業
）

だ
。
こ
れ
は
、
専
任
講
師
の
派
遣
や
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ
に
対
応
し
た
授
業
に
よ
り
、
英
語

圏
の
大
学
で
修
学
で
き
る
英
語
力
の
育
成

を
目
指
す
事
業
で
、
同
校
を
含
む
17
校
が

指
定
を
受
け
て
い
る
。
同
校
の
英
語
教
育

の
目
的
は
、「
英
語
を
使
っ
て
ロ
ジ
カ
ル
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
思
考
法
を
身
に
つ
け
る

こ
と
」
と
「
他
者
理
解
」
の
２
つ
だ
。
日

野
田
校
長
は
こ
う
説
明
す
る
。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
は
、
文
化
や
国

境
、
常
識
の
壁
を
超
え
る
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

な
人
材
だ
と
考
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
対

話
に
よ
っ
て
相
手
と
の
同
質
性
や
相
違
点

を
見
抜
き
、
そ
れ
ら
を
認
識
し
た
上
で
、

素
直
に
認
め
合
う
気
持
ち
を
育
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
誰
と
で
も
仲
良
く
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
仲
良
く
で
き
な
い
人

で
あ
っ
て
も
、
認
め
合
う
意
識
と
態
度
、

そ
し
て
見
識
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
」

　
そ
う
し
た
力
や
姿
勢
を
育
む
た
め
、
同

校
で
は
、
自
分
の
考
え
を
英
語
で
述
べ
る

活
動
を
繰
り
返
す
。
そ
の
中
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
英
語
力
が
自
然

と
身
に
つ
く
と
い
う
。

　
英
語
を
使
っ
た
論
理
的
思
考
力
の
育
成

を
行
う
の
が
、
国
際
教
養
科
の
学
校
設
定

科
目
「
C
Ａ
Ｌ
Ｌ
演
習
」（
週
２
回
）
だ
。

こ
れ
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
に
対
応
し
た
授
業

と
な
っ
て
お
り
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン

キ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
キ
ン
グ
な
ど

の
論
理
的
思
考
法
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
や

Ｔ
チ
ャ
ー
ト
な
ど
の
合
意
形
成
・
意
思
決

定
の
た
め
の
ノ
ー
ト
テ
イ
キ
ン
グ
技
法
な

ど
を
主
に
学
ぶ
。
１
年
生
の
初
め
は
英
語

を
使
わ
ず
、
日
本
語
で
思
考
法
・
技
法
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
徹
底
的
に
繰
り
返
し
、

基
礎
を
築
い
て
か
ら
、
英
語
を
用
い
た
授

業
を
行
う
。

　
授
業
は
、
講
義
形
式
で
は
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど
で
行
わ

れ
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ス
タ
イ
ル
で
、
生
徒

同
士
が
課
題
解
決
に
つ
い
て
考
え
る
活
動

が
中
心
だ
。
骨
太
事
業
の
特
任
講
師
と
し

て
同
科
目
を
担
当
し
て
い
る
髙
木
草
太
先

生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
海
外
で
学
ぶ
日
本
人
が
最
初
に
突
き

当
た
る
壁
は
、
論
理
的
思
考
法
や
ノ
ー
ト

テ
イ
キ
ン
グ
技
法
で
す
。
国
内
の
高
校
で

何
度
か
教
壇
に
立
っ
た
際
、
私
の
話
を
ひ

た
す
ら
聞
い
て
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
生

徒
た
ち
を
見
て
、
ま
ず
は
議
論
で
き
る
環

境
づ
く
り
や
、
議
論
の
土
台
と
な
る
ツ
ー

ル
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
教
室
は
間
違
っ
て
も
よ
い
場
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
場
で
あ
り
、
失
敗
を
楽
し

も
う
と
い
う
共
通
認
識
さ
え
で
き
れ
ば
、

生
徒
は
お
の
ず
と
活
発
に
議
論
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
」

　
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
授
業
を
他
教
科
の
＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

大
阪
府
立
箕
面
高
校

◎
校
訓
は「
自
主
自
律
・
和
親
協
力
」。
２
０
１
４
年
度
、

大
阪
府
の
「
骨
太
の
英
語
力
養
成
事
業
」
推
進
校
に

指
定
さ
れ
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
講
座
、
海
外
留
学
の
充
実

な
ど
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
国
際
教
養
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
４
０
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
金
沢
大
、
大
阪
大
、
大
阪
教
育
大
、
和

歌
山
大
、
徳
島
大
、
大
阪
市
立
大
、
大
阪
府
立
大
な

ど
に
60
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早

稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西

学
院
大
な
ど
に
延
べ
８
３
８
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.osaka-c.ed.jp/m

inoo/

大
阪
府
立
箕
面
高
校
校
長

日
野
田
直
彦

　ひ
の
だ
・
な
お
ひ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
多
く
の
人

が
無
理
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
こ
そ
、

チ
ャ
ン
ス
と
楽
し
み
が
あ
る
」

大
阪
府
立
箕
面
高
校

寺
下
公
章
　て
ら
し
た
・
ひ
ろ
あ
き

教
職
歴
29
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

進
路
指
導
部
長
。「
生
徒
に
大
き
な
夢
を

持
た
せ
、そ
の
実
現
の
た
め
に
支
援
す
る
」

大
阪
府
立
箕
面
高
校

髙
木
草
太
　た
か
ぎ
・
そ
う
た

教
職
歴
１
年
。同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

府
が
派
遣
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｔ
（
ス
ー
パ
ー
・
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）。

写真　マインドマップを書いて、ブレーンストー
ミングを行う生徒たち。生徒がいつでもメモで
きるように、教室の壁がホワイトボードになって
いる。塗るだけでホワイトボードのように書いた
り消したりできる特殊なペンキを特注した。

大
阪
府
立
箕
面
高
校

池
谷
陽
平
　い
け
た
に
・
よ
う
へ
い

教
職
歴
５
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

首
席
。
１
学
年
主
任
。「
生
徒
に
未
来
へ

の
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
教
師
の
仕
事
」

他
教
科
の
教
師
が
Ｔ
Ｔ
で
入
り
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
校
へ
広
げ
る

英
語
教
育
の
目
標
は

論
理
的
思
考
力
の
向
上
と
他
者
理
解
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す
。
生
徒
に
『
な
ぜ
？
』
と
投
げ
か
け
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
し
、
生
徒
も
自

分
が
い
つ
聞
か
れ
て
も
答
え
ら
れ
る
よ
う

な
姿
勢
で
授
業
に
臨
ん
で
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
」

　
希
望
者
対
象
の
短
期
留
学
制
度
も
刷
新

し
た
。
行
き
先
を
ア
メ
リ
カ
と
し
、
語

学
・
交
流
な
ど
を
主
体
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
の
ア
ン
ト
レ
セ
ン
タ
ー
所
長

や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
出
身
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
社
長
と
の
交
流
な
ど
を
行
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
に
変
え
た
。

　「
起
業
家
育
成
の
第
一
人
者
や
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
の
開
発
チ
ー
ム
の
一
員
な
ど
、

Ｍ
Ｉ
Ｔ
や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
世
界
最
高

の
メ
ン
バ
ー
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
起

業
家
が
持
つ
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
マ
イ
ン
ド
を
体
感
し
て
も
ら
う
上
で
、

生
徒
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
な
い
経
験
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
、
日
野
田
校
長
は

振
り
返
る
。

　
16
年
度
は
ボ
ス
ト
ン
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）、
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
、
国
内
の
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
の
３
コ
ー
ス
を
用
意
し
、

経
済
的
な
理
由
で
留
学
で
き
な
い
生
徒
へ

の
支
援
も
行
う
予
定
だ
。

　
も
う
１
つ
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
主

体
性
向
上
の
た
め
の
場
づ
く
り
だ
。
課
外

活
動
や
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を
活
用
し
、
様
々
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
。

　
例
え
ば
、
16
年
１
月
に
実
施
し
た
「
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
で
は
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
や
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
大

学
な
ど
か
ら
十
数
人
の
学
生
を
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
し
て
招
い
て
課
題
解
決
型
学

習
を
行
っ
た
。
３
～
５
人
１
組
と
な
り
、

各
自
で
案
を
出
し
合
い
、
最
後
に
チ
ー
ム

の
見
解
を
ま
と
め
て
発
表
し
た
。

　
そ
こ
で
重
視
し
た
の
が
、
生
徒
も
教
師

も
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
語
り
合
う
雰
囲

気
を
つ
く
る
こ
と
だ
。「
教
え
る
側
」
と
「
教

わ
る
側
」
の
師
弟
関
係
で
は
な
く
、
一
緒

に
考
え
、
悩
み
を
分
か
ち
合
う
「
同
志
」

と
し
て
議
論
す
る
。

　「
意
見
や
案
を
出
し
合
う
時
に
、
そ
こ

が
安
心
・
安
全
な
場
だ
と
い
う
前
提
で
語

り
合
う
素
地
が
、
日
本
人
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
壊
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
そ
れ
は
日
本
人
の
美
徳
で
は
あ
り
ま

す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会

で
は
、
非
言
語
で
理
解
し
合
う
こ
と
は
極

め
て
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
思
い
切
っ

て
自
分
を
さ
ら
け
出
す
、
他
者
と
の
違
い

を
認
め
合
う
、
そ
こ
か
ら
初
め
て
共
感
や

共
有
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
の
で
す
」（
日

野
田
校
長
）

　「
な
ぜ
、
学
ぶ
の
か
」
と
い
う
根
源
的

な
問
い
も
大
切
に
し
て
い
る
。
15
年
度
、

１
年
生
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
、「
今
、何
を
学
ぶ
か
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３

週
連
続
で
行
っ
た
。
希
望
者
に
よ
る
二
十

数
人
の
生
徒
か
ら
成
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
企
画
・
運
営
を
担
当
。

将
来
、
何
を
仕
事
に
し
て
、
社
会
の
ど
の

よ
う
な
課
題
を
解
決
し
た
い
の
か
、
そ
の

た
め
に
今
、
何
を
す
べ
き
か
を
話
し
合
っ

た
。
そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
担
当
し
た

１
学
年
主
任
の
池い

け

谷た
に

陽
平
先
生
は
、
生
徒

の
変
化
を
こ
う
語
る
。

　「
初
め
は
活
動
自
体
に
疑
問
を
持
つ
生

徒
も
い
ま
し
た
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

終
わ
る
頃
に
は
、
２
年
生
で
こ
の
活
動
の

続
編
を
行
う
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
相
談
し
始
め

て
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
語

教
師
と
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
行

う
こ
と
で
、
教
師
が
バ
カ
ロ
レ
ア
な
ど
で

使
わ
れ
る
指
導
方
法
を
学
ぶ
場
と
し
て
い

る
点
だ
。
そ
う
し
て
、
国
語
や
社
会
、
美

術
や
保
健
体
育
な
ど
で
も
、
そ
の
よ
う
な

指
導
方
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
す
る
こ

と
で
、
国
際
教
養
科
の
取
り
組
み
を
全
校

に
波
及
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
。

　
も
ち
ろ
ん
当
初
は
、
生
徒
も
教
師
も
間

違
い
を
恐
れ
て
、
教
室
が
沈
黙
に
包
ま
れ

る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
髙
木

先
生
は
、「
間
違
っ
て
も
い
い
し
、『
分
か

り
ま
せ
ん
』
で
も
い
い
か
ら
、
と
に
か
く

話
そ
う
」
と
徹
底
し
て
呼
び
か
け
た
。

　「
議
論
の
場
で
何
も
発
言
し
な
い
の
は
、

ク
ラ
ス
と
い
う
『
チ
ー
ム
』
に
何
も
貢

献
し
て
い
な
い
の
と
同
じ
で
す
。
自
分
が

チ
ー
ム
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提
供
で
き

る
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
成
立
さ
せ
る
大
前
提
だ
と

思
い
ま
す
」（
髙
木
先
生
）

　
進
路
指
導
部
長
の
寺
下
公ひ

ろ

章あ
き

先
生
は
、

担
当
す
る
数
学
の
授
業
の
変
化
を
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「
ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
や
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
を
意
識
し
、
生
徒
と

の
双
方
向
な
授
業
形
態
を
心
が
け
て
い
ま

海
外
の
起
業
家
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
現

課
外
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
図
る
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特
集
　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る
　
主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

り
合
う
こ
と
で
、
思
考
が
深
ま
る
こ
と
を

実
感
し
た
生
徒
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
」

　
普
段
の
授
業
で
も
、
教
師
と
生
徒
、
生

徒
同
士
の
双
方
向
の
関
係
を
大
切
に
し
て

い
る
。

　
例
え
ば
、
英
語
で
は
、
以
前
は
講
義
形

式
が
授
業
の
６
割
を
占
め
、
知
識
の
定
着

を
主
眼
と
し
た
内
容
が
多
か
っ
た
。
今
は

「
生
徒
が
英
語
を
好
き
に
な
る
」
こ
と
を

第
一
の
ね
ら
い
と
し
て
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

に
比
重
を
置
い
た
内
容
と
し
て
い
る
。
単

に
日
常
会
話
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、

英
語
で
自
分
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
の
が
目
標
だ
。
内
容
も
、
生
徒
同

士
で
考
え
を
述
べ
合
い
、
発
表
す
る
ス
タ

イ
ル
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い
う
。

　
１
年
生
を
例
に
す
る
と
、
ま
ず
教
科
書

を
一
読
し
た
後
、
文
章
の
概
要
を
イ
ラ
ス

ト
や
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
表

現
し
、
そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
す
る
。

そ
し
て
、
他
者
の
意
見
も
取
り
入
れ
な

が
ら
サ
マ
リ
ー
を
作
成
す
る
。「
英
語
を
」

学
ぶ
の
で
は
な
く
、「
英
語
で
」
学
ぶ
。

つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
の
だ
。

　「
大
学
入
試
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
、
生
徒
が
一
生
学
び
続
け
る
た
め
に

必
要
な
ス
キ
ル
や
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
生
徒
全
員
が
英
語

を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
し
、
そ
う
し
た
意
欲
を
引
き
出
す
こ

と
で
、
主
体
的
に
学
び
始
め
る
生
徒
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
池
谷
先
生
は
手

応
え
を
述
べ
る
。

　
２
年
間
の
改
革
を
通
し
て
、
学
力
以
上

に
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
る
の
が
、
生

徒
の
意
識
だ
。
大
勢
の
人
の
前
で
自
分
の

意
見
を
述
べ
る
生
徒
や
、
論
理
的
に
考
え

主
張
す
る
生
徒
が
増
え
、
中
に
は
自
ら
授

業
改
善
案
を
ま
と
め
て
教
師
に
提
案
す
る

生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　
授
業
改
善
に
対
す
る
教
師
の
意
識
に
も

変
化
が
見
ら
れ
る
。
教
科
の
壁
を
超
え
て

自
主
的
に
授
業
を
見
せ
合
い
、
さ
ら
に
授

業
に
対
し
て
自
由
に
意
見
を
述
べ
合
う
雰

囲
気
が
生
ま
れ
て
お
り
、
指
導
改
善
に
結

び
つ
け
て
い
る
教
師
が
増
え
て
い
る
。
特

に
、
20
代
～
30
代
の
若
手
教
師
の
変
化
は

大
き
い
と
い
う
。
寺
下
先
生
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「
私
た
ち
教
師
に
は
、
プ
ロ
と
し
て
の

結
果
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
１
つ
が
進

学
実
績
で
す
が
、
本
校
で
は
ま
だ
満
足
い

く
結
果
が
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。『
楽
し
い

か
ら
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、
勉
強
す
る

か
ら
楽
し
い
の
だ
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
、
双
方
向
の
授
業
を
一
層

深
化
さ
せ
、
低
学
年
か
ら
学
び
の
楽
し
さ

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
、

生
徒
の
進
路
実
現
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
国
際
教
養
科
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
授
業
メ
ソ
ッ
ド
を
、
学
校

全
体
へ
と
さ
ら
に
普
及
を
図
っ
て
い
く
こ

と
だ
。

　「
髙
木
先
生
が
実
践
し
て
い
る
バ
カ
ロ

レ
ア
的
な
指
導
方
法
を
、
普
通
科
の
授
業

や
英
語
以
外
の
教
科
に
も
広
げ
て
い
く
こ

と
が
、
今
後
の
課
題
で
す
。
我
々
が
学
校

を
去
っ
た
後
も
先
生
方
が
継
続
し
て
い

け
る
よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
考
え
、
学

校
文
化
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
日
野
田
校
長
）

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

生 徒 の 声

教
師
間
に
も
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で

語
り
合
う
雰
囲
気
が
生
ま
れ
る

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
関
係
を

重
視
し
た
授
業
へ
転
換

　本校に来て最も学んだこ

とは、チャレンジする心で

す。中学校時代は間違うこ

とが恥ずかしいと思ってい

ましたが、この高校では、「失敗を恐れず何

でもやってみなさい」と先生が言ってくれ

ることに心強さを感じます。

　以前は英語が苦手でしたが、友人や先生

から刺激を受けて、海外の大学を意識する

ようになりました。2015年度には、国内の

高校生研究発表コンテストにチャレンジし、

特別賞を受賞することができました。

　生徒が提案した授業改善案を、前向きに

受け止めてくれる先生も多いです。今では、

学習意欲も高まり、自分で学習の方法を工

夫することで成績も上がりました。第１志

望校は、ハーバード大学です。簡単ではな

いことは分かっています。でも、夢に向けて、

挑戦したいと思います。

一番学んだことは
チャレンジする心

山本つぼみさん
国際教養科
２年生
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岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校
が
、
言
語
活

動
を
中
心
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
を
授
業
に
取
り
入

れ
始
め
た
の
は
、
２
０
１
４
年
度
の
こ
と
。

数
学
科
が
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
教

育
課
程
研
究
指
定
校
事
業
で
、「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
育
成
す
る
指
導
方
法

の
研
究
」
に
着
手
し
た
の
を
機
に
、
学
校

目
標
の
１
つ
に
言
語
活
動
の
強
化
を
据
え

て
、
学
校
全
体
で
も
授
業
研
究
を
始
め
た
。

　
研
究
指
定
を
受
け
た
41
期
生
（
15
年
度

２
年
生
）
の
躍
進
は
ベ
ネ
ッ
セ
の
進
研
模

試
の
結
果
に
も
表
れ
て
い
る
。
数
学
の
偏

差
値
は
、
１
年
生
７
月
記
述
の
54
・
８
か

ら
、
２
年
生
１
月
記
述
で
59
・
３
ま
で
伸

び
、
国
語
や
英
語
も
軒
並
み
例
年
を
上
回
っ

て
い
る
。
学
習
意
欲
の
向
上
も
顕
著
で
、

２
年
生
段
階
で
の
家
庭
学
習
時
間
は
過
去

６
年
間
で
最
長
の
１
日
平
均
２
２
０
分
に

上
っ
た
。
豊
岡
秀
明
校
長
は
、
次
の
よ
う

に
分
析
す
る
。

　「
生
徒
全
員
が
、
授
業
に
前
向
き
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
受
け
身
の
生
徒
が
減
り
、
教
え
合

う
中
で
周
り
の
生
徒
か
ら
刺
激
を
受
け
、

学
び
が
深
ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
」

　
言
語
活
動
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
た
背
景

に
は
、
生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
た
い

と
い
う
教
師
の
思
い
が
あ
っ
た
と
、
進
路

指
導
主
事
の
三
村
直
子
先
生
は
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
真
面
目
で
素
直
で
す

が
、
主
体
性
や
積
極
性
に
欠
け
る
点
が
あ

り
ま
し
た
。
自
分
か
ら
積
極
的
に
授
業
に

か
か
わ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
、
学
び

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
の
と
同
時
に
、

学
力
の
定
着
も
図
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
14
年
度
、
各
教
科
の
代
表
１
人
か
ら
成

る
「
学
力
向
上
事
業
推
進
委
員
会
」
を
つ

く
り
、
委
員
13
人
を
中
心
に
、
各
教
科
で

言
語
活
動
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
公
開
授
業
で
発
表
し
た
。

　
同
年
12
月
、
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
高

大
接
続
に
関
す
る
答
申
が
出
さ
れ
た
の
を

機
に
、
Ａ
Ｌ
を
研
究
テ
ー
マ
の
中
心
に
据

え
、
15
年
度
、
全
教
科
で
本
格
的
に
研
究

を
始
め
た
。
年
度
当
初
に
研
修
や
公
開
授

業
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
図
１
）
を
公

表
し
て
見
通
し
を
示
し
た
上
で
、
教
科
内

で
の
互
見
授
業
や
、
録
画
し
た
授
業
を
見

な
が
ら
の
意
見
交
換
な
ど
を
重
ね
た
。
10

月
、
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
を
実
施
し
て

共
通
理
解
を
深
め
、
そ
の
翌
月
、
全
教
科

で
公
開
授
業
を
実
施
し
た
。

計
画
的
な
研
修
と
「
Ａ
Ｌ
通
信
」

で
意
識
変
革
を
促
す

実
践
事
例
●

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

全
校
体
制
で
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
、

分
か
る
、深
ま
る
楽
し
さ
を
引
き
出
す

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校
は
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
研
究
指
定
を
機
に
、
全
校
体
制
で
言
語
活
動
を
中
心
と
し
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
を
推
進
し
て
い
る
。
年
度
当
初
に
研
修
の
計
画
立
案
や
体
制
構
築
を
し
っ
か
り
行
い
、

Ａ
Ｌ
の
考
え
方
や
有
効
な
指
導
法
な
ど
の
普
及
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、
今
で
は
、
６
割
の
教
師
が
ほ
ぼ
毎
時
間
Ａ
Ｌ
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
。
生
徒
の
学
習
意
欲
や
学
力
も
向
上
し
て
き
て
お
り
、
教
師
た
ち
は
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

2
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特
集

　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る

　主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

　
こ
の
間
、
学
力
向
上
事
業
推
進
委
員
会

で
は
、
Ａ
Ｌ
学
習
会
の
開
催
や
、『
Ａ
Ｌ
通

信
』（
Ｐ
．20
図
２
）の
発
行
な
ど
を
通
し
て
、

有
効
な
指
導
法
や
各
教
科
の
研
究
授
業
の

様
子
な
ど
を
伝
え
て
、
Ａ
Ｌ
の
普
及
に
努

め
た
。
研
修
を
主
導
し
て
き
た
指
導
教
諭

の
小
野
政
博
先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
こ

う
話
す
。

　「
次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
、
待

ち
の
姿
勢
で
は
な
く
、
先
進
的
に
取
り
組

も
う
と
考
え
ま
し
た
。『
授
業
に
取
り
入
れ

て
み
よ
う
』『
自
分
も
頑
張
ろ
う
』
と
、
先

生
方
の
意
欲
を
高
め
た
こ
と
で
、
Ａ
Ｌ
の

取
り
組
み
が
学
校
全
体
に
広
が
り
ま
し
た
」

　
数
学
科
の
大お

お

口ぐ
ち

惣そ
う

司じ

先
生
の
授
業
は
、

ペ
ア
ワ
ー
ク
を
基
本
に
進
め
ら
れ
る
。
教

師
が
そ
の
日
に
学
習
す
る
定
理
・
公
式
や

基
本
解
法
を
一
通
り
説
明
し
た
後
、
生
徒

は
隣
同
士
で
ペ
ア
に
な
り
、
１
人
が
問
題

の
解
き
方
を
説
明
し
、
も
う
１
人
は
疑
問

点
を
投
げ
か
け
る
。
大
口
先
生
が
解
答
を

板
書
す
る
際
、
わ
ざ
と
途
中
の
式
を
間
違

え
て
書
き
、
お
か
し
い
点
を
生
徒
に
考
え

さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
教
師
の
言
葉
で
も
、

う
の
み
に
せ
ず
、
批
判
的
に
物
事
を
見
る

視
野
の
広
さ
を
養
う
の
が
ね
ら
い
だ
。

　
授
業
の
雰
囲
気
づ
く
り
で
心
が
け
て
い

る
の
は
、「
分
か
っ
た
ふ
り
を
さ
せ
な
い
」

こ
と
だ
。
問
題
を
出
し
た
後
、
生
徒
は
全

員
立
ち
、分
か
っ
た
生
徒
か
ら
座
る
。
ま
た
、

分
か
っ
た
生
徒
は
右
手
、
分
か
ら
な
か
っ

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

◎
２
０
０
２
年
度
、
単
位
制
・
２
学
期
制
の
進
学
重

視
型
単
位
制
高
校
と
な
る
。
14
年
度
か
ら
協
働
学
習

を
軸
と
し
た
授
業
改
革
に
着
手
。「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
を
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

電
子
黒
板
な
ど
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
・
単
位
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北
大
、大
阪
大
、神
戸
大
、

岡
山
大
、
九
州
大
な
ど
に
２
３
５
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、

関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
４
４
３
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.hosen.okayam

a
-c.

ed.jp/

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校
校
長

豊
岡
秀
明

　と
よ
お
か
・
ひ
で
あ
き

教
職
歴
37
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

「
高
い
次
元
の
文
武
両
道
に
挑
戦
さ
せ
た

い
」

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

小
野
政
博

　お
の
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。

指
導
教
諭
。「
生
徒
に
学
ぶ
楽
し
さ
を
伝

え
、
探
究
す
る
心
を
育
ん
で
い
き
た
い
」

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

瀧
川
恭
子

　た
き
か
わ
・
き
ょ
う
こ

教
職
歴
22
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

２
学
年
副
主
任
。「
ロ
ー
カ
ル
に
、グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
た
い
」

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

大
口
惣
司
　お
お
ぐ
ち
・
そ
う
じ

教
職
歴
14
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

２
学
年
担
任
。「
生
徒
全
員
が
分
か
る
授

業
を
目
指
し
て
、
日
々
、
授
業
改
善
！
」

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

磯
部
真
実

　い
そ
べ
・
ま
さ
み

教
職
歴
10
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

２
学
年
担
任
。「
地
理
を
通
し
て
、
思
考

す
る
力
の
育
成
。地
理
で
世
界
を
知
ろ
う
」

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

三
村
直
子

　み
む
ら
・
な
お
こ

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

進
路
指
導
主
事
。「
何
事
も
誠
実
に
行
え

ば
、
必
ず
生
徒
に
伝
わ
る
」

前
期

　研
究

４
月

● 学力向上事業推進委員を中心に（教科主任と協力して）、
各教科でアクティブ・ラーニングについて研究、推進（教
科内で互いに授業を参観、意見交換。他校の研究授業に
参加）

６
月

● 授業評価及び公開授業
　①生徒による授業評価「これまでの授業を振り返って」
　②教員による授業評価「生徒授業評価の分析と自己評価」

７
月

● 各教科で、前期の具体的な取り組み、研究内容をまとめ
る

後
期

　実
践

10
月

● 外部指導者による教員研修により、アクティブ・ラーニ
ングの共通理解を図る

● 教員研修を受けて、各教科が工夫した授業スタイル（芳
泉スタンダード）の研究、開発を行う（教科内で互いに
授業を参観、意見交換）

11
月

●「芳泉コミュニケーションデー～新しい授業のカタチと
伸びるチカラ～」で、学力向上事業推進委員を中心に授
業を公開（他校にも案内）し、研究成果を発表する。授
業実施者は 26人

●公開授業で、全教員が学校全体（他教科にも）に研究、
開発した授業を公開する。その後、各教科で研究協議を
実施

● 授業評価及び公開授業
　①生徒による授業評価「これまでの授業を振り返って」
　②教員による授業評価「生徒授業評価の分析と自己評価」

１
月

● 各教科の１年間の取り組み（研究成果）を紀要にまとめ
る

＊学校資料を基に編集部で作成

数
学
、
英
語

ペ
ア
ワ
ー
ク
を
基
本
と
し

も
の
の
見
方
を
広
げ
さ
せ
る

図１ アクティブ・ラーニング研修スケジュール
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覚
え
る
時
間
を
共
通
し
て
取
っ
て
い
る
。

英
文
を
個
人
で
覚
え
た
後
、
ペ
ア
ワ
ー
ク

で
の
確
認
を
行
う
が
、
長
い
英
文
の
場
合

は
、
英
文
の
語
順
に
合
わ
せ
て
日
本
語
訳

を
書
い
た
プ
リ
ン
ト
を
見
な
が
ら
話
さ
せ

る
こ
と
も
あ
る
。

　
入
試
対
策
の
問
題
演
習
に
取
り
組
む
場

合
も
、
例
え
ば
選
択
式
の
問
題
で
は
、
答

え
の
選
択
肢
は
ど
れ
か
、
答
え
か
ら
除
外

し
た
選
択
肢
は
な
ぜ
違
う
の
か
と
い
っ
た

議
論
を
ペ
ア
で
行
う
。
英
語
科
の
瀧た

き

川か
わ

恭

子
先
生
は
そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
相
手
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
、

説
明
が
上
手
な
生
徒
の
話
を
聞
い
た
り
す

る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
度
が
増
し
ま
す
。

問
題
演
習
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
家
庭
学

習
で
取
り
組
む
こ
と
が
多
か
っ
た
内
容
を

仲
間
と
一
緒
に
行
う
こ
と
で
、
学
習
へ
の

意
欲
が
さ
ら
に
高
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
物
理
の
授
業
で
は
、「
答
え
に
至
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
、

物
理
担
当
の
小
野
先
生
は
話
す
。
実
験
は

そ
れ
自
体
が
活
動
的
で
は
あ
る
が
、
実
験

の
計
画
書
の
作
成
、
仮
説
の
検
証
な
ど
、

よ
り
探
究
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
て
、
生

徒
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　
実
験
計
画
書
を
書
か
せ
る
際
に
は
、
実

験
の
目
的
（
例
え
ば
、
摩
擦
力
の
大
き
さ

は
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
か
）
だ
け
を
伝

え
、
実
験
の
方
法
や
工
夫
に
つ
い
て
４
人

１
組
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
。
作
成
し

た
計
画
書
は
教
師
が
確
認
し
、
改
善
が
必

要
な
も
の
に
つ
い
て
は
修
正
さ
せ
て
か
ら

実
験
に
臨
ま
せ
る
。

　「
日
常
生
活
や
学
ん
だ
知
識
を
基
に
、
自

分
で
実
験
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を
育
て
る

の
が
ね
ら
い
で
す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
実
験
の
目
的
や
手
順
が
よ
り
明
確
に

意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
効
果
が
あ
る

と
思
い
ま
す
」（
小
野
先
生
）

　
仮
説
を
考
え
る
際
は
、
実
験
方
法
を
伝

え
て
結
果
を
予
想
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
糸

の
長
さ
や
お
も
り
の
質
量
を
変
え
た
ら
単

振
り
子
の
周
期
は
ど
う
変
わ
る
か
な
ど
、

思
考
過
程
を
間
に
挟
む
こ
と
で
、
実
験
に

向
け
た
意
欲
を
高
め
る
の
で
あ
る
。

　
問
題
演
習
で
も
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
取

り
入
れ
て
い
る
。
単
元
を
一
通
り
学
習
し

た
後
、
間
違
い
や
す
い
問
題
や
解
法
が
複

数
考
え
ら
れ
る
問
題
を
取
り
上
げ
、
ま
ず

個
人
で
考
え
て
か
ら
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

わ
せ
る
。
そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
に
発
表

さ
せ
て
、
解
答
を
学
級
全
体
で
共
有
し
、

協
議
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
を
個
人

で
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
知
識
を
整
理
し
て

か
ら
、
応
用
問
題
に
取
り
組
む
。
個
人
か

ら
グ
ル
ー
プ
へ
、
学
級
全
体
か
ら
も
う
一

度
個
人
へ
、
と
い
う
過
程
の
中
で
理
解
を

深
め
、
確
実
な
定
着
を
図
る
の
で
あ
る
。

　
地
理
で
は
こ
こ
数
年
、
セ
ン
タ
ー
試
験

の
得
点
が
伸
び
な
い
と
い
う
結
果
が
続
い

た
。
新
聞
を
読
ま
ず
、
現
代
社
会
の
課
題

な
ど
を
知
ら
な
い
生
徒
が
多
く
、
知
識
を

た
生
徒
は
左
手
を
挙
げ
る
な
ど
、
明
確
に

意
思
表
示
を
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
。

　「
数
学
が
好
き
に
な
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
『
分
か
る
』
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
授

業
中
に
、
１
人
で
も
分
か
ら
な
い
生
徒
が

い
れ
ば
、
そ
れ
は
自
分
の
責
任
で
す
。
教

師
が
一
方
的
に
教
え
る
だ
け
の
講
義
形
式

の
授
業
で
は
な
く
、
Ａ
Ｌ
を
駆
使
し
た
き

め
細
か
い
指
導
を
行
う
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
」（
大
口
先
生
）

　
英
語
科
で
は
、
教
師
間
で
「
使
え
る
英

語
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
と
い
う
目
標
を

共
有
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
中
心
の

授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
読
解
や
解
釈

の
時
間
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
英
文
を

図２ 『ＡＬ通信』

＊学校資料を編集部が一部改編

物
理

個
人
↓
グ
ル
ー
プ
、
全
体
↓
個
人

の
活
動
で
理
解
を
深
め
る

地
理資

料
の
読
み
取
り
を
グ
ル
ー
プ

で
行
い
、
思
考
力
を
育
む
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特
集
　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る
　
主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

与
え
て
も
期
待
す
る
よ
う
な
結
果
が
出
な

か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
資
料
の
読
み
取
り
を
授
業
の

中
心
に
し
、
思
考
力
を
育
む
指
導
に
切
り

替
え
た
。
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
鉄
鋼

業
が
盛
ん
な
都
市
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に

あ
る
の
か
を
考
え
さ
せ
、
な
ぜ
そ
こ
に
あ

る
の
か
を
話
し
合
う
。
議
論
の
前
提
と
な

る
知
識
は
、
あ
ら
か
じ
め
教
師
が
解
説
し
、

そ
の
内
容
を
ペ
ア
で
説
明
し
合
わ
せ
る
こ

と
で
定
着
を
図
る
。
そ
の
後
、
テ
ー
マ
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
根
拠
と

な
る
図
表
や
グ
ラ
フ
、
写
真
な
ど
を
教
科

書
や
資
料
集
か
ら
探
し
出
し
、
見
解
を
ま

と
め
て
学
級
全
体
で
発
表
す
る
。

　
取
り
組
み
始
め
た
15
年
度
の
前
期
は
、

新
し
い
進
め
方
に
生
徒
が
慣
れ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
授
業
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
な
ぜ
、
こ
ん
な

こ
と
を
す
る
の
か
」「
セ
ン
タ
ー
試
験
に
間

に
合
う
の
か
」
と
い
っ
た
声
も
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
生
徒

が
主
体
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
最
終

的
に
は
、
授
業
は
例
年
以
上
に
速
く
進
み
、

不
満
の
声
も
な
く
な
っ
た
。
地
理
担
当
の

磯
部
真ま

さ

実み

先
生
は
手
応
え
を
こ
う
語
る
。

　「
進
研
模
試
で
成
果
が
出
て
、
生
徒
が
こ

の
授
業
で
間
違
い
な
い
と
い
う
確
信
を
持

て
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

生
徒
が
自
分
た
ち
で
答
え
を
導
き
出
す
こ

と
の
面
白
さ
に
気
づ
け
ば
、
お
の
ず
と
主

体
的
に
考
え
始
め
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
」

　
Ａ
Ｌ
の
導
入
と
併
せ
て
、
学
年
団
が
意

識
し
て
き
た
の
が
、
生
徒
に
良
い
意
味
で

の
競
争
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
だ
。

　
英
語
で
は
、
上
位
層
向
け
の
Ａ
コ
ー
ス

１
ク
ラ
ス
、
そ
れ
以
外
の
Ｓ
コ
ー
ス
２
ク

ラ
ス
を
用
意
し
て
、
生
徒
が
希
望
の
コ
ー

ス
を
選
べ
る
よ
う
に
し
、
国
語
は
、
主
に

成
績
で
コ
ー
ス
分
け
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

数
学
で
は
、
よ
り
学
力
に
見
合
っ
た
授
業

を
受
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
Ａ
１
・
Ａ
２
・

Ｓ
の
３
コ
ー
ス
を
設
け
て
成
績
順
に
振
り

分
け
、
授
業
内
容
や
課
題
の
レ
ベ
ル
も
コ
ー

ス
ご
と
に
変
え
た
。
定
期
考
査
の
結
果
で

の
入
れ
替
え
制
に
し
、「
上
の
ク
ラ
ス
に
行

き
た
い
」「
成
績
が
下
が
っ
て
悔
し
い
」
と

い
っ
た
思
い
を
抱
き
、
学
び
に
向
か
う
生

徒
が
増
え
た
と
、
大
口
先
生
は
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
行
事
で
も
ほ
か
の
ク

ラ
ス
に
負
け
な
い
よ
う
熱
心
に
取
り
組
む

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
分
か
る
楽
し
さ
を

感
じ
さ
せ
た
り
、
ほ
か
の
生
徒
と
切
磋
琢

磨
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
学
び
に
向
け
さ
せ
た
こ
と
が
学

力
向
上
に
結
び
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
Ａ

Ｌ
が
効
果
を
上
げ
て
い
る
の
も
、
仲
間
の

優
れ
た
と
こ
ろ
を
間
近
に
見
る
こ
と
で
、

『
自
分
も
頑
張
ろ
う
』
と
い
っ
た
意
識
が
高

ま
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
授
業
の
最
後
に
難
し
い
問
題
を
出
す
と
、

休
み
時
間
に
生
徒
が
教
室
の
後
ろ
の
黒
板

を
使
っ
て
問
題
を
解
き
合
う
風
景
が
日
常

的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
、

生
徒
同
士
で
切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲
気
が
で

き
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
た
授
業
へ
の
生
徒
の

評
価
は
高
く
、
年
度
末
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
、「
目
標
の
明
確
さ
」「
説
明
や
指
示
の

分
か
り
や
す
さ
」「
思
考
の
深
ま
り
」「
つ

ま
ず
き
へ
の
対
応
」
な
ど
、
い
ず
れ
の
項

目
も
４
点
満
点
中
３
点
以
上
で
あ
り
、
後

期
の
数
値
は
前
期
よ
り
上
が
っ
て
い
た
。

　
教
師
の
意
識
も
大
き
く
高
ま
っ
た
。
15

年
度
末
の
調
査
で
は
、
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ

た
授
業
を
「
ほ
ぼ
毎
時
間
行
っ
た
」
教
師

は
全
体
の
６
割
に
及
び
、
一
方
で
「
全
く

行
わ
な
か
っ
た
」
教
師
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　「
職
員
室
で
の
会
話
も
授
業
に
関
す
る
話

題
が
増
え
て
お
り
、
日
常
的
に
指
導
改
善

を
意
識
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

先
生
方
が
変
わ
れ
ば
生
徒
も
変
わ
る
と
い

う
こ
と
が
、
こ
の
２
年
間
の
取
り
組
み
か

ら
見
え
て
き
ま
し
た
」（
豊
岡
校
長
）

　
全
校
体
制
に
よ
る
授
業
改
善
で
学
力
向

上
を
成
し
遂
げ
た
岡
山
芳
泉
高
校
。
今
後

の
課
題
は
、
Ａ
Ｌ
の
教
育
効
果
を
検
証
す

る
指
標
の
開
発
だ
と
、
小
野
先
生
は
言
う
。

　「
単
に
活
動
さ
せ
た
、
生
徒
の
意
欲
が
上

が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
実
際
に

ど
う
い
っ
た
活
動
が
学
力
向
上
に
結
び
つ

い
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
検
証
で
き

て
初
め
て
、
Ａ
Ｌ
が
成
功
・
普
及
し
た
と

い
え
ま
す
。
形
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
よ
う

に
、
取
り
組
み
の
効
果
を
客
観
的
に
検
証

す
る
手
法
を
考
え
、
さ
ら
な
る
授
業
改
善

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

生
徒
の
競
争
意
識
を
刺
激
し

切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲
気
を
醸
成

全
て
の
教
師
が
Ａ
Ｌ
を
導
入
し

授
業
満
足
度
が
向
上
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名
古
屋
中
学
校
・
高
校
の
文
学
部
の
活
動
は
、
古
典
研

究
部
門
と
近
現
代
部
門
の
２
つ
が
柱
と
な
っ
て
い
る
。
古

典
研
究
部
門
で
は
、
江
戸
時
代
に
印
刷
・
製
本
さ
れ
た
和

本
を
実
際
に
手
に
し
て
、
内
容
を
読
み
解
き
、
古
書
の
来

歴
を
調
べ
、
論
文
に
ま
と
め
る
。
薄
く
、
柔
ら
か
な
和
紙

の
手
触
り
な
ど
、
教
科
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
味
わ

え
な
い
本
物
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
活
動
だ
。

　「
和
本
で
描
か
れ
て
い
る
世
界
は
、
今
と
は
全
く
違
う
世

界
で
す
か
ら
、
内
容
を
読
み
解
く
時
も
、
僕
ら
の
常
識
が

通
用
し
な
い
ん
で
す
。
変
体
仮
名
な
ど
の
読
め
な
い
字
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
誰
が
何
の
た
め
に
、
何
を
書

い
た
の
か
、
未
知
の
世
界
を
考
察
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
」

（
鈴
木
さ
ん
）

　
ま
た
、
近
現
代
部
門
で
は
、
生
徒
が
小
説
を
書
き
、
さ

ら
に
誌
面
の
組
版
か
ら
表
紙
の
装
丁
ま
で
も
自
分
た
ち
の

手
で
行
い
、
文
学
部
部
誌
で
あ
る
『
文
學
帳
』
と
し
て
ま

と
め
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
格
闘
し
な
が
ら
も
、
も
の
づ

く
り
の
感
動
を
味
わ
え
る
活
動
で
あ
る
。

　「
小
説
を
書
く
の
は
大
変
で
す
し
、
み
ん
な
が
期
限
内

に
完
成
さ
せ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
本
作
り
は
苦

労
ば
か
り
で
す
。
で
も
、
本
が
完
成
す
る
と
や
っ
ぱ
り
う

れ
し
い
。
つ
ら
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
分
、

喜
び
も
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」（
宮
地
さ
ん
）

　
古
典
研
究
と
近
現
代
の
い
ず
れ
か
の
部
門
に
所
属
し
な

が
ら
、
全
て
の
生
徒
が
取
り
組
む
の
が
俳
句
作
り
だ
。
４

年
前
、
初
め
て
俳
句
甲
子
園
の
地
方
大
会
に
出
場
し
た
時

は
、
俳
句
の
決
ま
り
事
も
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
ま
ま
で

の
挑
戦
で
、審
査
員
に
「
君
た
ち
の
俳
句
は
破
壊
的
だ
」「
全

国
大
会
に
出
場
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
る
ま
で
、
10
年
は
か

か
る
だ
ろ
う
」
と
酷
評
さ
れ
た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
が

　
俳
句
甲
子
園
全
国
大
会
準
優
勝
の
強
豪
校
が
い

る
愛
知
県
で
、
俳
句
作
り
に
取
り
組
ん
で
わ
ず
か

３
年
、
し
か
も
古
典
研
究
や
小
説
執
筆
も
行
い
な

が
ら
、
全
国
制
覇
を
果
た
し
た
の
は
ま
さ
に
奇
跡

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
生
徒
た
ち
も
「
今
年

も
全
国
へ
」
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い

ま
す
。
し
か
し
私
は
、
勝
つ
こ
と
だ
け
を
優
先
し

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
二
足
の
わ
ら
じ

を
履
い
て
も
ら
い
た
い
し
、
俳
句
甲
子
園
の
チ
ー

ム
分
け
も
単
な
る
上
手
、
下
手
で
は
な
く
、
そ
れ

ま
で
の
作
句
量
、
つ
ま
り
、
努
力
の
跡
で
決
め
た

い
と
い
う
の
が
今
の
私
の
考
え
で
す
。
俳
句
は
、

何
百
と
詠
む
こ
と
で
少
し
ず
つ
上
達
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
生
徒
も
分
か
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
う

し
た
努
力
を
し
て
き
た
人
な
ら
ば
、
み
ん
な
納
得

数
百
年
の
時
を
経
た
和
本
に
触
れ
、

今
の
自
分
を
物
語
る
小
説
を
書
く

高
校
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が

良
句
と
の
出
会
い
に
つ
な
が
る

「
勝
て
る
チ
ー
ム
」
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い

Vo l .07

愛
知
県
・
私
立
名
古
屋
中
学
校
・
高
校

文
学
部

17
音
の
自
由
の
た
め
に

高
校
生
活
を
大
切
に
し
、

ひ
た
す
ら
に
句
を
詠
む

個
性
を
輝
か
せ
る
中
で
、

責
任
感
や
他
者
性
を

育
ん
で
ほ
し
い

愛
知
県
・
私
立
名
古
屋
中
学
校
・
高
校

水
野
大
雅 　

み
ず
の
・
た
い
が

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。

文
学
部
顧
問
。
国
語
科
。

22Apri l  2016
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俳
句
作
り
を
や
め
る
こ
と
は
な
く
、
結
果
、
そ
の
２
年
後

に
は
、
地
元
の
強
豪
校
を
破
っ
て
全
国
大
会
に
初
出
場
し
、

翌
年
に
は
全
国
大
会
優
勝
の
栄
誉
を
つ
か
ん
だ
の
だ
。

　
今
の
部
員
た
ち
は
、
古
典
研
究
と
俳
句
、
近
現
代
と
俳

句
と
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
き
な
が
ら
、
全
国
大
会
優
勝
校

と
し
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
戦
い
、
３
年
連
続
の
俳
句
甲

子
園
全
国
大
会
出
場
を
ね
ら
う
。

　「
俳
句
の
強
豪
校
に
は
、
俳
句
と
ほ
か
の
活
動
を
両
立
し

て
い
る
生
徒
が
意
外
と
多
い
ん
で
す
。
俳
句
は
自
分
の
世

界
観
を
表
現
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
高
校
生
活
で
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
体
験
し
な
い
と
高
校
生
ら
し
い
俳
句
は
作
れ

ま
せ
ん
。
古
典
研
究
や
小
説
執
筆
で
の
経
験
が
俳
句
作
り

で
役
立
つ
こ
と
は
き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
」（
北
口
さ
ん
）

　「
自
分
た
ち
も
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
全
国
大
会
に
出
場
で

き
る
の
か
、
本
当
は
と
て
も
不
安
で
す
。
で
も
、
僕
は
そ

も
そ
も
不
安
は
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
は
、
と
に
か
く
た
く
さ
ん

俳
句
を
作
っ
て
、
自
分
に
自
信
を
つ
け
る
こ
と
で
す
」（
宮

地
さ
ん
）

　
高
校
生
活
を
満
喫
し
、
１
０
０
句
、
２
０
０
句
と
詠
む

こ
と
で
、
駄
句
か
ら
良
句
が
見
え
て
く
る
…
…
日
本
一
を

つ
か
ん
だ
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
。

　
待
春
や
十
指
に
包
む
親
子
丼

　流
星
を
待
つ
や
宇
宙
は
成
長
す

　さ
ら
は
れ
る
た
め
に
亀
の
子
波
を
待
つ

　
※
い
ず
れ
も
「
待
」
の
一
字
を
詠
み
込
ん
だ
２
０
１
５
年
度
俳
句
甲
子

園
決
勝
で
の
同
校
の
句

　
言
葉
と
自
分
を
磨
き
抜
い
た
先
に
あ
る
の
は
、
わ
ず
か

17
音
の
「
魂
の
自
由
」
だ
。

し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
ど
の
生
徒
も
個
性
的
で
、
熱
中
す
る
と
周
り
が

見
え
な
く
な
り
、
時
に
は
自
分
の
意
見
を
押
し
つ

け
よ
う
と
し
て
、
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
仲
間
と
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
い
る
う
ち
に
、「
こ
の
ま
ま
の
自
分
で
は
い
け
な

い
」
と
理
解
し
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
の
で

す
。
俳
句
甲
子
園
へ
の
投
句
で
も
、「
こ
の
句
で
よ

い
の
か
」と
議
論
が
続
き
ま
す
。「
こ
の
ま
ま
で
は
、

自
分
は
こ
の
句
を
守
れ
な
い
！
」
と
感
情
を
あ
ら

わ
に
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
時
間
の
許
す
限
り
、

よ
り
良
い
句
を
求
め
て
議
論
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
最
後
は
決
断
し
、「
み
ん
な
の

句
」
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
生
徒
た
ち
は
文
学
部
の
活
動
で
、「
個
性
的
な
仲

間
が
集
ま
る
か
ら
面
白
い
！
」
と
実
感
し
な
が
ら
、

責
任
感
や
他
者
性
を
育
ん
で
い
る
の
で
す
。

日曜の夜までに作った俳句を、水野先生にメールで送る。先生が、誰が
作った俳句か分からないように一覧にしたものを使って、みんなで一句
ずつ批評していく。たくさんの句を作ることは、自分の作句力を高める
だけでなく、仲間の鑑賞力を向上させることにも通じる。

愛
知
県
・
私
立
名
古
屋
中
学
校
・
高
校

◎
「
敬
神
愛
人
」
を
建
学
の
精
神
と
し
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ

く
人
間
教
育
を
行
い
、〝
社
会
に
貢
献
で
き
る
主
導
者
た
る
紳
士
の
育

成
〞
に
取
り
組
む
。
文
武
両
道
を
標
榜
し
、
厳
し
い
学
習
指
導
を
実

践
す
る
中
で
、
部
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
で
き
る
体
制
を
築
く
。

◎
設
立
　
１
８
８
７
（
明
治
20
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
男
子

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
４
７
０
人
（
高
校
）

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、
信
州
大
、
名
古
屋
大
、

京
都
大
、
大
阪
大
、
九
州
大
な
ど
に
１
４
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、上
智
大
、中
央
大
、東
京
理
科
大
、早
稲
田
大
、南
山
大
、

同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
２
７
８
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　https://w
w
w
.m
eigaku.ac.jp/

北
口
直
敬　
き
た
ぐ
ち
・
な
お
た
か

１
年
生
。近
現
代
部
門
に
所
属
。部
誌『
文
學
帳
』編
集
長
。

鈴
木
慎
之
介　
す
ず
き
・
し
ん
の
す
け

２
年
生
。
部
長
（
古
典
研
究
部
門
担
当
）。

宮
地
雄
也　
み
や
じ
・
ゆ
う
や

２
年
生
。
部
長
（
近
現
代
部
門
・
俳
句
部
門
担
当
）。
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莅
戸
先
生
の
授
業
の
特
徴
は
、
先
生
が
全
体
に
対
し

て
言
葉
を
発
す
る
場
面
が
少
な
い
こ
と
だ
。こ
の
日
も
、

プ
リ
ン
ト
を
配
り
終
わ
る
と
「
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
誰

か
に
聞
い
て
」
と
言
っ
た
き
り
、そ
の
後
20
分
ほ
ど
は
、

先
生
が
全
体
に
言
葉
を
か
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
一
方
、「
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
誰
か
に
聞
い
て
」
と

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

群
馬
県
立
伊
勢
崎
工
業
高
校

◎
２
万
名
を
超
え
る
卒
業
生
が
地
元
・
伊
勢
崎
や
群
馬
県
を
始
め
、
全

国
の
も
の
づ
く
り
の
分
野
で
活
躍
。
部
活
動
で
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

や
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
賞
す
る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
機
械
科
・
電
子
機
械
科
・
電
気
科
・

工
業
化
学
科
・
工
業
技
術
科
（
定
時
制
）
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人
（
全
日
制
）

◎
２
０
１
５
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　
進
学
は
、
群
馬
医
療

福
祉
大
、
工
学
院
大
、
東
海
大
な
ど
４
年
制
大
に
19
人
、
各
種
専
門

学
校
に
55
人
。
就
職
は
、
日
野
自
動
車
（
株
）、
富
士
重
工
業
（
株
）

群
馬
製
作
所
、
三
菱
電
機
（
株
）
群
馬
製
作
所
な
ど
に
１
２
２
人
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.nc.iko-hs.gsn.ed.jp/

群馬県立伊
い

勢
せ

崎
さき

工業高校
莅戸貴利　のぞきど・たかとし　

教職歴 11年。
同校に赴任して６年目。
群馬県立前橋南高校を経て伊勢崎工業高校へ。
アクティブ・ラーニングの実践は、
前任校から始めて７年目になる。

個
々
の
学
び
の
ペ
ー
ス
を

尊
重
し
た
グ
ル
ー
プ
学
習
で
、

「
学
び
の
感
動
」が
口
を
つ
く
授
業
に

11 : 55 授業開始

授業開始と同時にプリントを配り、「グループにして、分か
らなかったら誰かに聞いて」と一言。生徒たちは4人グルー
プをつくる。なお、莅戸先生は授業前に、黒板の端にヒント
となる公式などを板書しておく。生徒も、行き詰まった時は、
そこを見れば解法の糸口が見つかることを理解している。

●
こ
の
日
は
２
年
生
「
数
学
Ⅱ
」
の
授
業
で
、
高
次
方
程
式
の
解
法
に
つ
い
て
学

習
。
同
校
の
生
徒
の
実
態
に
対
し
て
問
題
の
レ
ベ
ル
が
高
い
た
め
、
行
き
詰
ま
る

生
徒
は
少
な
く
な
い
と
予
想
さ
れ
た
。
ほ
か
の
生
徒
に
聞
い
た
り
、
過
去
に
取
り

組
ん
だ
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
見
た
り
し
な
が
ら
、
高
次
方
程
式
の
解
を
図
示
し
た
時

の
特
徴
に
気
づ
く
こ
と
が
本
時
の
目
標
だ
。（
P.
　
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

数学

実践

個
々
の
生
徒
が

自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
学
習

莅
戸
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

27

授業を進化！

思考を深化！
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言
わ
れ
た
生
徒
た
ち
も
、
最
初
は
話
し
合
う
こ
と
な

く
、
各
自
問
題
に
向
き
合
う
。
そ
し
て
、
２
、３
分
が

過
ぎ
た
頃
か
ら
少
し
ず
つ
話
し
合
い
の
声
が
聞
こ
え
始

め
る
。
だ
が
そ
の
後
も
、
１
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
、

教
え
合
う
生
徒
も
い
れ
ば
、
相
変
わ
ら
ず
1
人
で
解
き

続
け
る
生
徒
も
い
る
状
態
が
続
く
。
莅
戸
先
生
は
机
間

巡
視
の
間
も
、「
そ
こ
か
ら
先
が
分
か
ら
な
い
の
な
ら
、

前
に
や
っ
た
プ
リ
ン
ト
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
」
な
ど
と

個
別
に
声
を
か
け
る
の
み
。
結
局
、
こ
の
日
先
生
が
最

初
に
全
体
に
対
し
て
説
明
を
し
た
の
は
、
プ
リ
ン
ト
の

１
問
目
の
解
答
を
１
人
の
生
徒
が
板
書
し
終
わ
っ
た

時
。
授
業
開
始
か
ら
お
よ
そ
20
分
が
経
過
し
て
い
た
。

　「
生
徒
の
集
中
を
乱
さ
な
い
た
め
に
も
、
余
計
な
こ

と
は
話
し
ま
せ
ん
。
私
が
す
べ
き
こ
と
は
、
全
体
の
進

み
具
合
の
把
握
と
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
に
ど
う
質
問
し

て
よ
い
か
も
分
か
ら
ず
に
困
っ
て
い
る
生
徒
に
声
を
か

け
る
こ
と
で
す
」

　
そ
も
そ
も
１
人
で
問
題
を
解
い
た
り
、
話
し
合
い
を

し
た
り
し
て
い
る
最
中
に
教
師
が
全
体
に
声
を
か
け
て

も
、
目
の
前
の
作
業
に
没
頭
し
て
い
る
生
徒
に
は
、
教

師
の
声
は
あ
ま
り
届
か
な
い
と
言
う
莅
戸
先
生
。
そ
の

た
め
、
グ
ル
ー
プ
学
習
中
に
全
体
に
声
か
け
を
す
る
時

は
、
一
度
作
業
を
中
断
さ
せ
、
き
ち
ん
と
自
分
に
意
識

を
向
け
さ
せ
て
か
ら
話
す
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　
授
業
が
後
半
に
入
る
と
、
プ
リ
ン
ト
の
２
問
目
に
取

り
組
む
よ
う
、
莅
戸
先
生
が
指
示
す
る
。
１
問
目
よ
り

も
難
し
い
問
題
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
に
分
か
っ
た
の

か
、
何
人
も
の
生
徒
が
「
マ
ジ
か
よ
」「
や
べ
え
」
と

小
声
で
つ
ぶ
や
く
が
、
す
ぐ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

問
題
に
向
き
合
う
。
だ
が
、
今
度
は
１
分
が
過
ぎ
た
頃

か
ら
生
徒
た
ち
は
話
し
合
い
を
始
め
た
。
こ
れ
以
上
独

力
で
解
こ
う
と
し
て
も
難
し
い
と
判
断
し
た
の
だ
。

　
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
苦
戦
し
て
い
る
と
判
断
し
た
先

生
は
、
全
体
に
「
こ
の
黒
板
の
ど
こ
か
に
あ
る
ヒ
ン
ト

を
使
え
ば
解
け
る
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
再
び
生
徒
は

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
。
そ
の
後
、
指
名
さ
れ
た
１
人

の
生
徒
が
、
発
見
し
た
ヒ
ン
ト
を
使
っ
て
式
変
形
を
板

書
す
る
と
、「
そ
う
い
う
こ
と
か
！
」
と
あ
ち
こ
ち
か

ら
声
が
上
が
る
。
そ
の
よ
う
な
反
応
こ
そ
、
生
徒
た
ち

が
授
業
に
没
頭
し
て
い
る
証
し
だ
。

　
そ
れ
以
降
、生
徒
に
分
か
る
と
こ
ろ
ま
で
板
書
さ
せ
、

全
体
で
生
徒
と
や
り
取
り
し
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
引
き

出
し
、
さ
ら
に
そ
の
続
き
を
生
徒
た
ち
に
考
え
さ
せ
る

と
い
う
工
程
が
続
い
た
。

　「
１
問
目
の
問
題
を
解
き
終
わ
る
の
に
時
間
が
か

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
授
業
の
最
後
は
当
初
の
プ
ラ
ン

を
変
更
し
ま
し
た
。
授
業
計
画
は
あ
り
ま
す
が
、
生
徒

の
状
況
を
見
て
柔
軟
に
変
え
る
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
従
来
型
の
講
義
形
式
の
授
業
で
あ
れ
ば
多
く
の

問
題
を
テ
ン
ポ
良
く
解
い
て
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
で
生
徒
が
学
ん
で
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

教
師
の
指
導
計
画
で
は
な
く
、
生
徒
の
理
解
の
速
度
に

合
わ
せ
て
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
」

グループの中でうまく質問ができない生徒を中心に、先生
が声をかける。プリントの書き込みを見るだけでなく、生
徒のつぶやきを拾い上げながら、グループ学習の時間を判
断していく。この日は、粘って考える生徒が多かったので、
当初の予定よりもグループ学習の時間を延ばした。

12 : 05 机間巡視 12 : 00 グループ学習

「分からなかったら誰かに聞いて」という先生の声でスター
トした授業だが、最初はほとんどの生徒が独力で問題を解
く。だが、２、３分が経過すると、次第にグループ内で話
し合う様子が見られた。１つのグループの中には、話し合
う生徒もいれば、黙って考え続ける生徒もいる。

「
マ
ジ
か
よ
」「
そ
う
か
！
」「
美
し
い
！
」

学
び
の
感
動
が
こ
ぼ
れ
る
授
業
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授
業
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
高
次
方
程
式
の
解
を
図

示
し
た
時
の
そ
の
形
状
を
理
解
し
た
生
徒
に
、
莅
戸
先

生
が
「
み
ん
な
、
ど
う
思
う
？
」
と
尋
ね
る
。
生
徒
た

ち
は
笑
顔
で
「
美
し
い
！
」
と
決
め
ぜ
り
ふ
を
そ
ろ
え

た
と
こ
ろ
で
、
終
業
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
。

　
莅
戸
先
生
の
授
業
は
、
生
徒
が
じ
っ
く
り
と
考
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
見
ら
れ
る
「
慌
た
だ
し
さ
」
が
な
い
。

　「
そ
れ
は
、
そ
の
日
の
授
業
内
容
を
絞
り
、
ゆ
と
り

を
持
っ
て
生
徒
に
考
え
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

問
題
数
や
活
動
内
容
を
増
や
し
す
ぎ
る
と
、
時
間
に
追

わ
れ
て
せ
わ
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
生
徒
の

状
況
を
把
握
す
る
余
裕
も
な
く
な
り
ま
す
。
私
は
い
つ

も
授
業
展
開
を
生
徒
の
状
況
に
合
わ
せ
て
選
ん
だ
り
、

組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
想
定
し
た
授
業
計
画

の
実
現
に
こ
だ
わ
っ
て
時
間
を
区
切
る
な
ど
、
時
間
優

先
で
進
め
る
と
、
途
端
に
教
室
は
慌
た
だ
し
く
な
り
ま

す
。
時
間
を
守
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
く
、
生
徒

が
熟
考
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

　
生
徒
の
状
況
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
生
徒
が
グ
ル
ー
プ
学
習
中
に
ど
ん
な
こ
と
を
話
し

て
い
る
の
か
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
莅
戸
先

生
は
語
る
。

　「
グ
ル
ー
プ
学
習
を
こ
の
ま
ま
続
け
た
方
が
思
考
が

深
ま
る
の
か
、
私
が
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
方
が
思
考
が
活

性
化
す
る
の
か
、
生
徒
の
状
態
を
読
み
取
る
こ
と
が
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
当
初
は
そ
の
点
に
気
が
つ

か
ず
、
生
徒
の
学
習
状
況
を
見
取
る
こ
と
が
お
ろ
そ
か

に
な
っ
た
り
、
集
中
し
て
取
り
組
み
続
け
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」

　「
教
室
に
い
る
全
て
の
生
徒
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す

生徒が学習内容を見通せるように、プリントには取り組む
予定の３問を掲載。ただし、得意な生徒が先に進み過ぎると、
苦手な生徒が質問しにくくなるので、この日はあえて問題
の一部を隠し、授業中の足並みがそろうようにした。

12 : 15 先生の解説

グ
ル
ー
プ
学
習
中
の
生
徒
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
て
授
業
を
動
か
す

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

解を求めることはできたが、その解の値を図示することができ
た生徒は半数くらいだったため、全体で生徒とやり取りをしな
がら用語の意味を確認した。途中まで解説し、続きは再びグルー
プで考えさせる。そしてそのあとは、さらに別の問題を使って、
同様の活動を繰り返し、この日は２問の大問を扱った。

12 : 10 生徒が解答を板書

１人の生徒に解答を板書するように指示。莅戸先生は、「数
学は苦手だけれど解を出すところまでたどり着いた生徒」
を選ぶようにしている。難しい問題では、１人の生徒に分
かったところまでを板書させ、その続きは別の生徒に板書
させることもある。

自
立
の
準
備
と
し
て
の
依
存
を

生
徒
に
勧
め
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
莅
戸
先
生
。
そ
の
た
め

に
、
自
身
の
授
業
で
は
「
分
か
ら
な
い
生
徒
か
ら
質
問

す
る
」
こ
と
を
グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
と
し
、
生
徒
に
周
知

し
て
い
る
。

　「
４
人
グ
ル
ー
プ
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
も
う
少

し
１
人
で
考
え
た
い
と
い
う
時
も
あ
れ
ば
、
こ
れ
以
上

考
え
る
よ
り
も
早
く
話
し
合
い
た
い
と
い
う
時
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
判
断
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
に
委
ね
ら

れ
て
い
ま
す
し
、生
徒
同
士
も
尊
重
し
合
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
実
際
に
話
し
合
い
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
で
す
」

　
だ
が
、数
学
を
苦
手
と
す
る
生
徒
が
多
い
同
校
で
は
、

独
力
に
こ
だ
わ
っ
て
頑
張
ら
せ
る
よ
り
も
、
人
に
聞
く

よ
う
に
勧
め
た
方
が
よ
い
と
、
莅
戸
先
生
は
考
え
て
い

る
。

　「
生
徒
を
自
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
い
っ
た
ん
人
に

依
存
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
、
私
は
考
え
ま
す
。
実

際
、
数
学
が
と
て
も
苦
手
な
生
徒
が
、
１
年
生
の
授
業

で
は
友
人
に
聞
い
て
ば
か
り
だ
っ
た
と
し
て
も
、
２
年

生
に
な
る
と
、
教
科
書
の
例
題
を
１
人
で
解
け
る
ま
で

に
な
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
数
学
が
苦
手
な
生
徒

は
、
最
初
は
解
答
の
糸
口
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、

と
に
か
く
人
に
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、ヒ
ン
ト
を
得
て
、

次
第
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
け
ば
よ
い
か
に
気
づ
き

ま
す
。
生
徒
な
り
に
、
数
学
の
考
え
方
、
学
び
方
を
学

ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
私
は
、
分
か
ら
な
か
っ
た

り
、
困
っ
た
り
し
た
ら
、
人
に
頼
り
な
さ
い
と
話
し
て

い
ま
す
」　

授業デザインシート

学習内容

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標（身に
つけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の

「学力の３要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための指導内容
教師による
発問・働きかけ
の内容

教師が特に観察・配慮すべき点

x 3�1＝0
を解く。

課題を解決する力 技能

生徒：４人グループをつくり、配布されたプ
リントを考える。
教師：「分からなかったら仲間に聞くよう」発
言する。
複素数平面について、ほぼ全員の生徒が理
解できない場合は、全体に戻して確認する。
半数程度であれば、各グループごとに過去
のノートや資料を見させる。

複素数平面に
ついて学習した
プリントは持っ
ている？
どこを見たら分
かる？

［生徒の発言］
３次方程式の解き方はどうするんだっけ？
解はいくつ？
解は1でいい？
引き算だと符号が変わるよ。
2次方程式の解の公式は？
割り算しても０にならない。おかしい。
どこが間違っている？

仲間と協力して問題を
解決する力

協働性

生徒：分からなかったら仲間に聞く。聞かれ
た生徒は自分の考えを説明する。
教師：仲間に聞けない生徒や、分からない
で固まっている生徒のもとへ行き、ほかの
仲間に聞くように支援する。

じっとプリントだけを見ている生徒
分からなくて固まっている生徒

解答を共有する。 多様性

生徒：３次方程式の解法がいくつかあれば、
それを板書させる。
教師：多くのグループが終わっている場合は
次に進む。

数学が苦手な生徒を中心に活躍させる。

x 6�1＝0
を解く。

課題を考える力 思考力

生徒：４人グループをつくり、配布されたプ
リントを考える。
教師：「分からなかったら仲間に聞くよう」発
言する。
課題について、ほぼ全員の生徒が理解でき
ない場合は、全体に戻してできないことを
共有する。
問題を解くための手がかりを見つけさせる。

黒板のどこかに
問題を解くため
のヒントがある
ので、よく見て。

［生徒の発言］
これは全く分からん。
６次方程式って解けるの？
解はいくつ？
解は1でいい？
割り算したけれどこの先が分からない。
割り算しても０にならない。おかしい。
どこが間違っている？

課題を解決する力 技能
教師：手がかりを生かした生徒の考えを取り
上げ、板書させる。

この式を見てど
う思う？

［生徒の発言］
あー、なるほど。
なんでああなるの？　よく分からない。

仲間と協力して問題を
解決する力

協働性

生徒：分からなかったら仲間に聞く。聞かれ
た生徒は自分の考えを説明する。
教師：仲間に聞けない生徒や、分からない
で固まっている生徒のもとへ行き、ほかの
仲間に聞くように支援する。

じっとプリントだけを見ている生徒
分からなくて固まっている生徒

解答を共有する。 多様性 生徒：考えを板書する。 数学が苦手な生徒を中心に活躍させる。

【教科・科目】数学Ⅱ	
【分野・単元】複素数と方程式（高次方程式）	
【テーマ・作品】円分多項式	

【設定時数】４時間　３／４時	
【本時全体の目標】xn�1＝0の解の特徴とは何か？

※莅戸先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編。

以降は、
生徒の状況に合わせて
次の３つの授業展開を想定。

案１● x 5�1＝0の解をグループで考える。
案２●本時から分かることは何かをグループで考える。
案３●正六角形となる根拠をグループで考える。
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S TEP1 STEP2 STEP3

No.219

学力層別指導

学力層に応じた
組織的な指導で、
大学進学者数を伸ばす

◎１９４３年、岐阜市立工業高校として
開校、５６年に県立に移管し現校名に。
２０１５年度、文部科学省「ＩＣＴを活
用した教育推進自治体応援事業」の
指定を受ける。レスリング部やバレー
ボール部、自転車競技部など、全国
区で活躍する部活動を多数擁する。

国立大は、信州大に１人が合格。私立
大は、明治大、愛知工業大、中部大、
名城大などに延べ 29 人が合格。短大、
専門学校進学 33 人。就職は、川崎重
工業、中部電力、東海旅客鉄道、トヨタ
自動車などに175人。公務員3人。

設立

形態

生徒数

2015年度進路実績（現役のみ）

1943（昭和18）年

全日制／機械科・自動車科・電気科・
電子科・建築科・土木科／共学

１学年約280人

住所
　

電話

Web Site

〒500-8389
岐阜県岐阜市本荘3456-19

058-271-3151

219
指導変革の

成果実践背景

◎目的意識が明確な
生徒が少なく、学力
不足による大学進学
後の留年・中退や就
職試験の不採用など
進路面の課題を抱え
ていた

変革のステップ

◎意識調査の結果に
基づいて進路指導を
拡充し、基礎学力向
上に向けた学び直し、
上位層のための理数
コース・特進クラスの
設置などを実施

◎一般入試に挑戦す
る生徒が増え、特進
クラスから国立大学
合格者が出る。加え
て、就職への意欲も
高まった

http://school.gifu-net.ed.jp/ginan-ths/

岐阜県立

岐南工業高校
ぎ なん

　
こ
こ
数
年
、
岐
阜
県
立
岐ぎ

南な
ん

工
業
高
校
の
躍
進
が
著

し
い
。
信
州
大
学
や
岐
阜
大
学
な
ど
、
国
立
大
学
の
合

格
者
が
毎
年
出
て
お
り
、
雇
用
環
境
の
好
転
の
影
響
も

あ
っ
て
、
就
職
実
績
も
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
同
校
が
改
革
に
着
手
し
た
の
は
、
藤
原
竹
志
先
生
が

進
路
指
導
主
事
と
な
っ
た
４
年
前
の
こ
と
。
当
時
、
基

礎
学
力
の
定
着
が
不
十
分
な
こ
と
に
よ
り
就
職
試
験
で

不
採
用
に
な
る
生
徒
や
、
大
学
進
学
後
に
授
業
に
つ
い

て
い
け
ず
留
年
・
中
退
す
る
者
が
出
る
な
ど
、進
路
指

導
・
学
習
指
導
の
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　「本
校
に
は
、
中
学
校
時
代
か
ら
学
習
習
慣
が
定

着
し
て
い
な
い
生
徒
や
、
勉
強
が
苦
手
で
就
職
に
有

利
だ
か
ら
工
業
高
校
を
選
ん
だ
と
い
う
生
徒
も
い
ま

す
。
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
入
学
時
か
ら
目
的

意
識
を
持
た
せ
る
指
導
や
、
大
学
進
学
後
・
就
職
後

を
支
え
る
基
礎
学
力
の
定
着
に
重
点
を
置
く
、進
学
・

就
職
に
向
け
た
組
織
的
な
指
導
体
制
の
構
築
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
し
た
」（
藤
原
先
生
）

　
特
に
同
校
が
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
は
、
成
績

上
位
層
の
生
徒
へ
の
指
導
だ
っ
た
。
早
期
か
ら
手
厚
い

指
導
を
し
て
い
れ
ば
伸
び
た
か
も
し
れ
な
い
生
徒
や
、

よ
り
高
い
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
で
も
っ
と
頑
張
れ
た
生

徒
も
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
か
ら
、
そ
れ
ま

で
担
任
個
々
の
力
量
や
努
力
に
頼
っ
て
い
た
指
導
を
、

組
織
的
・
効
率
的
に
行
う
た
め
の
改
革
に
着
手
し
た
。

山
積
す
る
課
題
を
前
に

組
織
的
な
進
路
指
導
へ
と
転
換
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S TEP1 STEP2 STEP3

No.219

学力層別指導

学力層に応じた
組織的な指導で、
大学進学者数を伸ばす

◎１９４３年、岐阜市立工業高校として
開校、５６年に県立に移管し現校名に。
２０１５年度、文部科学省「ＩＣＴを活
用した教育推進自治体応援事業」の
指定を受ける。レスリング部やバレー
ボール部、自転車競技部など、全国
区で活躍する部活動を多数擁する。

国立大は、信州大に１人が合格。私立
大は、明治大、愛知工業大、中部大、
名城大などに延べ 29 人が合格。短大、
専門学校進学 33 人。就職は、川崎重
工業、中部電力、東海旅客鉄道、トヨタ
自動車などに175人。公務員3人。

設立

形態

生徒数

2015年度進路実績（現役のみ）

1943（昭和18）年

全日制／機械科・自動車科・電気科・
電子科・建築科・土木科／共学

１学年約280人

住所
　

電話

Web Site

〒500-8389
岐阜県岐阜市本荘3456-19

058-271-3151

指導変革の

成果実践背景

◎目的意識が明確な
生徒が少なく、学力
不足による大学進学
後の留年・中退や就
職試験の不採用など
進路面の課題を抱え
ていた

変革のステップ

◎意識調査の結果に
基づいて進路指導を
拡充し、基礎学力向
上に向けた学び直し、
上位層のための理数
コース・特進クラスの
設置などを実施

◎一般入試に挑戦す
る生徒が増え、特進
クラスから国立大学
合格者が出る。加え
て、就職への意欲も
高まった

http://school.gifu-net.ed.jp/ginan-ths/

岐阜県立

岐南工業高校
ぎ なん

　
ま
ず
進
路
指
導
部
が
行
っ
た
の
は
、
生
徒
の
意
識
や

進
路
先
の
実
情
な
ど
の
把
握
だ
。
進
路
指
導
部
の
古ふ

る

家や

幸こ
う

司じ

先
生
は
、
そ
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
こ
れ
ま
で
本
校
に
は
、
デ
ー
タ
を
指
導
改
善
に

生
か
す
体
制
が
な
く
、
生
徒
の
意
識
や
社
会
の
ニ
ー

ズ
を
感
覚
的
に
し
か
捉
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学

習
や
進
学
・
就
職
に
対
す
る
生
徒
の
意
識
、
不
合
格

者
の
成
績
、
不
採
用
の
理
由
な
ど
の
デ
ー
タ
を
集
め

て
分
析
し
、
生
徒
の
課
題
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
適

宜
行
う
と
と
も
に
、
効
果
が
見
ら
れ
な
い
指
導
は
や

め
る
な
ど
、指
導
の
効
率
化
を
図
ろ
う
と
し
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
、
同
校
は
生
徒
・
保
護
者
・
企
業
へ
と
次
々

に
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、
生
徒
に

は
、
就
職
で
重
視
す
る
こ
と
や
進
路
情
報
の
活
用
度
、

職
業
観
な
ど
を
聞
き
、
進
路
意
識
の
実
態
把
握
に
努
め

た（
図
）。同
校
に
求
人
が
来
て
い
た
約
２
０
０
社
に
は
、

生
徒
に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
聞
い
た
。

　
そ
う
し
た
調
査
の
結
果
、
１
年
生
で
は
就
職
先
選
び

の
条
件
と
し
て
、
仕
事
内
容
に
次
い
で
賃
金
体
系
や
休

日
が
き
ち
ん
と
取
得
で
き
る
か
な
ど
を
挙
げ
る
割
合
が

高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
働
く
意
義
を
自
覚
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　「
漠
然
と
『
大
学
に
行
き
た
い
』『
就
職
し
た
い
』

と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
目
標
に
向
か
っ
て
最
後

ま
で
頑
張
り
抜
く
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
何
を

し
た
い
の
か
、
目
標
を
明
確
に
持
た
せ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
早
期
に
意
識
づ
け
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」（
古
家
先
生
）

　
１
年
生
で
の
進
路
行
事
を
大
幅
に
増
や
し
た
の
は
、

そ
の
た
め
だ
。
将
来
像
が
明
確
で
は
な
い
生
徒
・
保
護

者
を
対
象
と
し
た
進
路
相
談
週
間
、
保
護
者
対
象
の
進

路
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
も
始
め
た
。

ま
た
、
県
内
の
自
動
車
整
備
士
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
地
元
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
２
０
１
５
年
度
に
は
専
門

学
校
を
見
学
す
る
１
年
生
対
象
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
実
施

し
た
。

　
さ
ら
に
、
社
会
人
講
話
の
回
数
も
増
や
し
、
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
は
企
業
か
ら
講
師
を
招
く
よ
う
に
し
た
。

そ
う
し
た
外
部
人
材
の
活
用
は
、
生
徒
の
進
路
意
識
を

刺
激
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
師
が
社
会
に
目
を
向
け
る

良
い
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
社
会
人
が
共
通
し
て
言
う
の
は
、『
人
の
た
め
に

働
く
』
と
い
う
言
葉
で
す
。
給
料
や
休
日
を
重
視
し

て
仕
事
を
決
め
て
い
た
の
で
は
、
す
ぐ
に
や
る
気

を
失
い
、
早
期
離
職
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。『
働
く
』

こ
と
を
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
生

徒
の
心
に
響
く
伝
え
方
は
何
か
。
私
自
身
、
企
業
人

の
職
業
観
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
」（
古
家
先
生
）

　
教
師
が
普
段
か
ら
生
徒
に
話
し
て
い
る
内
容
が
、
講

師
の
言
葉
で
「
先
生
の
言
う
こ
と
は
正
し
か
っ
た
」
と

い
う
よ
う
に
、
裏
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
学
校
外

の
人
的
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
・
教
師

と
も
に
、多
角
的
に
社
会
を
見
通
す
力
を
養
っ
て
い
る
。

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

上記以外に、「望ましい職業観の形成」「将来の進路の設計」についても、それ
ぞれ５項目を設けて調査し、生徒の実態を把握した。
＊学校資料から一部抜粋して編集部で作成

１年生の進路意識調査（抜粋）図

進路適性の理解度（％） YES どちらでもない NO

A.自分の特徴をつかんでいる 42.3 46.4 11.3

B.自分の進路希望への適性が分かっている 33.9 49.6 16.4

C.自分の能力の特徴を挙げることができる 32.8 49.3 17.9

D.自分の体力・健康などの特徴を挙げることができる 62.4 29.6 8.0

E.自分の性格、適性、能力、興味と進路先が結びついている 36.5 54.4 9.1

進路情報の理解と活用（％） YES どちらでもない NO

A. 必要な進路資料を自分で探せる 43.4 44.5 11.7

B. 産業や職業の種類や内容について調べている 32.1 31.4 36.5

C. 資格・免許の種類や取得方法について調べている 36.1 32.5 31.4

D. 希望の進路先の実際の様子を見学または聞くなどしている 17.5 30.7 51.8

岐
阜
県
立
岐
南
工
業
高
校

古
家
幸
司
　
ふ
る
や
・
こ
う
じ

教
職
歴
10
年
。同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。進
路
指
導
部
。

土
木
科
。「
常
に
生
徒
主
体
！
」

岐
阜
県
立
岐
南
工
業
高
校

藤
原
竹
志
　
ふ
じ
わ
ら
・
た
け
し

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。
電
気
科
。「
今
日
進
ま
な
け
れ
ば
明
日
も
進
ま
な

い
。
生
徒
の
進
む
べ
き
道
の
可
能
性
を
広
げ
た
い
」

岐
阜
県
立
岐
南
工
業
高
校

林
　

貴
康
　

は
や
し
・
た
か
や
す

教
職
歴
11
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。進
路
指
導
部
。

機
械
科
。「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
続
け
た
い
」

生
徒
・
保
護
者
・
企
業
を
調
査
し

実
態
に
即
し
た
指
導
へ
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１５年１０月号指導変革の軌跡「青森県立むつ工業高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

岐阜県立　岐南工業高校岐阜県立指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

　
学
力
層
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
に
も
力
を
入
れ

た
。
就
職
試
験
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
成
績
中
・
下
位

層
の
生
徒
へ
の
対
策
と
し
て
始
め
た
の
が
、
毎
朝
10
分

間
の
朝
学
習
だ
。
当
初
は
数
学
の
独
自
プ
リ
ン
ト
を
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
（
＊
１
）
の
直
前
な

ど
に
実
施
し
て
い
た
が
、
学
習
習
慣
の
定
着
と
落
ち
着

い
た
学
習
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
は
毎
日
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
、３
年
前
か
ら
全
学
年
で
実
施
し
て
い
る
。

１
年
生
は
ベ
ネ
ッ
セ
の
マ
ナ
ト
レ
（
＊
２
）
の
標
準
編
、

２
年
生
は
挑
戦
編
に
、
３
年
生
は
学
校
独
自
の
就
職
対

策
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
。
学
力
向
上
の
取
り
組
み
を

主
導
し
て
き
た
林
貴た

か

康や
す

先
生
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
マ
ナ
ト
レ
は
級
ご
と
の
テ
ス
ト
で
認
定
証
が
も

ら
え
、
目
に
見
え
る
成
果
が
出
る
た
め
、
生
徒
の
学

習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。本
校
に
は
、

潜
在
能
力
は
高
い
も
の
の
、
周
り
に
流
さ
れ
て
学
習

を
怠
っ
て
き
た
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め

て
学
習
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
自
分
が
学
習

に
向
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
学
習
が
楽
し
く

な
る
生
徒
も
い
ま
す
」

　
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
を
年
１
回
か
ら
３
回
に
増
や

し
、
テ
ス
ト
の
３
週
間
前
に
は
付
属
の
テ
キ
ス
ト

「O
ne-w

eek T
rial

」
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
た
。
結

果
は
、
生
徒
に
返
却
す
る
だ
け
で
な
く
、
校
内
で
の
過

年
度
比
較
、
他
校
比
較
な
ど
の
指
標
と
し
て
蓄
積
し
、

面
談
や
進
路
選
択
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
成
績
上
位
層
の
生
徒
の
力
を
さ
ら
に
伸
ば
す
仕
組
み

と
し
て
、
理
数
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
公

募
制
推
薦
入
試
や
一
般
入
試
で
大
学
進
学
を
希
望
す
る

生
徒
に
は
、
担
任
が
放
課
後
補
習
を
行
う
な
ど
、
志
望

に
応
じ
て
個
別
に
対
応
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
し
か

し
、
大
学
進
学
希
望
者
が
増
加
し
た
た
め
、
従
来
の
指

導
で
は
担
任
の
負
担
が
大
き
く
、
対
応
し
き
れ
な
く
な

り
、
組
織
的
な
指
導
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
出
て
き

た
。
さ
ら
に
、
国
語
や
数
学
、
英
語
な
ど
の
大
学
入
試

に
必
要
な
教
科
・
科
目
の
授
業
時
間
数
が
少
な
い
こ
と

も
課
題
だ
っ
た
。
工
業
科
に
お
け
る
５
教
科
７
科
目
の

単
位
数
は
、
普
通
科
に
比
べ
て
延
べ
30
単
位
ほ
ど
少
な

く
、
入
試
に
対
応
で
き
る
力
を
育
み
き
れ
て
い
な
か
っ

た
。

　
そ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
２
年
生
か
ら
、

大
学
進
学
希
望
者
を
対
象
と
し
た
「
理
数
コ
ー
ス
」
と
、

そ
れ
以
外
の
「
専
門
コ
ー
ス
」
に
分
け
る
こ
と
に
し
た
。

理
数
コ
ー
ス
に
お
け
る
５
教
科
７
科
目
の
単
位
数
は
、

普
通
科
と
同
じ
単
位
数
に
な
る
ほ
ど
増
や
し
、
専
門
科

目
を
少
な
く
し
た
。
科
目
に
よ
っ
て
は
、
１
科
目
の
履

修
者
が
少
人
数
と
い
う
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な

教
育
課
程
を
組
む
こ
と
で
、
進
学
志
望
者
へ
の
指
導
体

制
を
充
実
さ
せ
た
の
だ
。
ま
た
、途
中
で
志
望
が
変
わ
っ

た
場
合
も
考
慮
し
、
３
年
生
で
専
門
コ
ー
ス
に
変
更
で

き
る
よ
う
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
な
体
制
と

し
た
。

　「
理
数
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
と
専
門
科
目
が
少
な

く
な
り
、
取
得
が
難
し
い
資
格
も
出
て
く
る
た
め
、

保
護
者
と
も
相
談
の
上
で
履
修
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
多
様
な
学
び
の
機
会
を
き
ち
ん
と
用
意
し
、
進

路
選
択
の
幅
を
広
げ
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
我
々
の
責

務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
藤
原
先
生
）

　
さ
ら
に
難
易
度
の
高
い
大
学
の
志
望
者
に
は
、「
特

進
ク
ラ
ス
」
を
用
意
し
た
。
こ
れ
は
、
希
望
者
が
参
加

で
き
る
放
課
後
・
土
曜
日
の
補
習
で
、
ウ
ェ
ブ
教
材
で

自
学
自
習
に
取
り
組
み
、
分
か
ら
な
い
箇
所
は
教
師
に

質
問
す
る
と
い
う
も
の
。
あ
く
ま
で
も
自
学
が
基
本
で

あ
る
た
め
、
学
習
に
自
ら
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
生
徒

で
な
け
れ
ば
つ
い
て
い
け
な
い
。
15
年
度
は
２
・
３
年

生
合
わ
せ
て
20
〜
30
人
が
登
録
。
年
度
末
に
は
５
、６

人
ま
で
減
っ
た
が
、最
後
ま
で
頑
張
っ
た
生
徒
た
ち
は
、

国
立
大
学
や
私
立
大
学
の
一
般
入
試
に
次
々
と
合
格
し

て
い
る
。

　
成
績
上
位
者
を
対
象
と
し
た
表
彰
制
度
も
整
え
た
。

各
ク
ラ
ス
で
学
期
末
時
点
で
の
評
定
平
均
上
位
５
人
の

生
徒
を
表
彰
し
、
副
賞
と
し
て
校
章
が
箔
押
し
さ
れ
た

ノ
ー
ト
を
進
呈
し
て
い
る
。

５
教
科
７
科
目
の
授
業
時
間
を
増
や
し
た

理
数
コ
ー
ス
を
新
設

成
績
優
秀
者
の
表
彰
制
度
で

生
徒
が
切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲
気
を
醸
成

毎
朝
10
分
間
の
朝
学
習
で

基
礎
学
力
向
上
を
図
る

＊１　GTZ（学習到達ゾーン）という指標で生徒一人ひとりの基礎学力の定着度と学習力、
コミュニケーション特性（自我同一性）を測る、ベネッセの生活・学習指導用テスト。
＊２　ベネッセの教材の１つ。学習力を身につける、小・中学校範囲の学び直し専用のプ
リント教材。
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１５年１０月号指導変革の軌跡「青森県立むつ工業高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

岐阜県立　岐南工業高校指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

　「『
自
分
は
上
位
層
な
の
だ
』
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
良
い
意
味
で
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

１
度
表
彰
さ
れ
る
と
ほ
か
の
生
徒
か
ら
一
目
置
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、
簡
単
に
は
成
績
を
下
げ
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。『
次
も
頑
張
ろ
う
』『
も
っ
と
上
に
行
き

た
い
』
と
い
う
意
識
が
、
自
律
的
な
学
び
に
結
び
つ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
林
先
生
）

　「
各
ク
ラ
ス
５
人
の
表
彰
は
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
上
位
３
人
に
す
る
と

常
に
同
じ
顔
ぶ
れ
に
な
り
や
す
く
、
表
彰
の
対
象
が
固

定
化
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
５
人
と
す
れ
ば
、
６
位
以

下
の
生
徒
と
の
入
れ
替
え
も
容
易
に
あ
り
得
る
と
考

え
、
あ
え
て
５
人
と
し
た
。
上
位
10
人
ほ
ど
の
生
徒
の

間
に
切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲
気
を
生
み
、
そ
れ
を
ク
ラ
ス

全
体
に
波
及
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
連
の
改
革
が
同
校
に
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ

と
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
だ
。
国
立
大
学
合
格
者
の

増
加
に
加
え
、
私
立
大
学
へ
も
、３
年
前
か
ら
は
指
定

校
推
薦
入
試
だ
け
で
な
く
、
一
般
入
試
に
挑
戦
し
、
合

格
を
勝
ち
取
る
生
徒
が
大
幅
に
増
え
た
。
さ
ら
に
、
生

徒
の
意
欲
の
高
ま
り
を
受
け
、
15
年
度
に
は
、
土
木
科

の
生
徒
が
県
内
の
高
校
で
初
め
て
「
高
校
生
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
」
の
測
量
部
門
で
優
勝
す
る

な
ど
、
課
外
活
動
で
も
成
果
が
表
れ
始
め
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
新
た
な
課
題
も
浮
上
し
て
い
る
。
学

力
不
足
に
よ
る
就
職
試
験
の
不
採
用
や
進
学
後
の
留

年
・
中
退
は
減
っ
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

不
足
の
た
め
に
不
採
用
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る

の
だ
。

　
同
校
は
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
15
年
度
に
文

部
科
学
省
か
ら
指
定
を
受
け
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

教
育
推
進
自
治
体
応
援
事
業
」
を
軸
に
、
新
た
な
改
革

を
進
め
て
い
る
。
学
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
言
語
活
動
を
授
業
に
取
り
入
れ

よ
う
と
考
え
て
い
る
の
だ
。
そ
の
具
現
化
に
向
け
て
、

現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
電
子
黒
板
の
整
備
、
教
員
研
修

や
公
開
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
16
年
２
月
の
公
開

授
業
で
は
、
生
徒
が
俳
句
に
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
曲

や
画
像
を
つ
け
、
編
集
意
図
を
解
説
す
る
言
語
活
動
を

行
っ
た
。
今
後
は
、
様
々
な
学
習
ス
タ
イ
ル
と
組
み
合

わ
せ
た
協
働
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
だ
。

　「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
は
、
お
そ

ら
く
本
校
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
部

活
動
で
培
う
明
朗
・
闊か

っ

達た
つ

さ
、
朝
学
習
や
理
数
コ
ー

ス
な
ど
で
培
う
学
力
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
協
働
す
る
力
が
加
わ
れ
ば
、
本
校
の
生
徒
へ
の

評
価
は
さ
ら
に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。『
未
来
の
メ
ー

ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
を
担
う
の
は
本
校
の
生
徒
』

と
い
う
気
概
を
持
っ
て
、
彼
ら
の
力
を
最
大
限
に
引

き
出
す
教
育
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」（
古
家
先
生
）

若手教師が語る、指導変革への　　　　

仕事に線引きをせず、
今の生徒に必要なことを考える

進路指導部　林　貴康

　長年、工業高校で指導していて感じるのは、生徒た
ちの可能性の大きさです。入学時には学習が苦手な生
徒もいますが、専門技能の習得や資格取得のための勉
強、部活動などに打ち込む中で、どんどん変わっていく
姿を何人も見てきました。中学校までの苦手意識を克
服し、わずか３年間で人生観を大転換させる可能性が、
工業高校の学びの中には凝縮されていると感じます。
　ここ４年間は進路指導部に所属し、朝学習や表彰制
度など、様々な学力向上策を打ち出してきました。私
はむしろ工業科の教師こそ、進路指導のノウハウを持
つことが必要だと思います。工業高校の生徒に求めら
れる力、大学入試の優遇制度などの情報を普通科の先
生などに伝え、「この科目を重点的に指導してくださ
い」「口頭試問の対策をお願いします」などと、積極
的に連携を図ることで、生徒の合格の可能性はさらに
高まるはずです。
　もし、ほかの分掌になったとしても、同じように学
校を良くする姿勢で臨みたいと思います。今の生徒や
学校に何が必要なのかを考え、学習習慣の定着や意欲
向上に課題を見いだし、その解決のために何をすべき
かを考えた結果が、一連の取り組みにほかなりません。
大切なのは、所属先ではなく、目の前の生徒に何が必
要なのかを考えることです。これからも自分の仕事に
線引きをせず、あらゆることに貪欲に取り組んでいき
たいと思います。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
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S TEP1 STEP2 STEP3

No.220

ＳＳＨを軸とした授業改革

教科の枠を超えて、
科学的な素地を持った
生徒を育てる

◎「誠」と「鏡」からなる和歌を校訓
に掲げる。１９９１年に理数科を設置。
２０１１年にはスーパーサイエンスハイス
クール（ＳＳＨ）に指定。創立１００周
年を控え、「古くて新しい学校」とし
て進化を続ける。

国公立大は、横浜国立大、神戸大、広
島大、九州大、九州工業大、福岡教育大、
長崎大、熊本大、鹿児島大、北九州市
立大などに１９５人が合格。私立大は、
中央大、東京理科大、同志社大、立命
館大、関西大、関西学院大、産業医
科大、西南学院大、福岡大などに延べ
２１３人が合格。

設立

形態

生徒数

2015年度入試合格実績（現役のみ）

1919（大正８）年

全日制／普通科・理数科／共学

１学年約３２０人

住所
　

電話

Web Site

〒805-0034
福岡県北九州市八幡東区清田３丁目1-1

093-651-0035

220
指導変革の

成果実践背景

◎エリアの人口減に歯
止めがかからない中
で、学区の特性など
から、学校の魅力の
高め方と存在意義を
校内で議論する必然
性が高まった

変革のステップ

◎２０１１年度より指
定を受けていたＳＳＨ
の成果を土台に、時
代が求める科学的素
養を持った人材育成
を授業改革の軸にす
る

◎文理の枠を超えた
複数教科のコラボレ
ーション授業が始まる
など、知の統合化を
進める機運が校内に
広まっている

http://yahata.fku.ed.jp/

福岡県立

八幡高校
や は た

　
北
九
州
地
区
の
伝
統
校
の
１
つ
と
し
て
、
地
域
の
評

価
と
信
頼
を
得
て
き
た
福
岡
県
立
八や

幡は
た

高
校
。
学
区
の

端
に
位
置
す
る
と
い
う
立
地
上
の
不
利
に
加
え
、
学
区

の
人
口
減
な
ど
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
、
学
校
の
あ
り
方
が
校
内
で
議
論
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
内
村
尚ひ

さ

俊と
し

教
頭
は
、
創
立
１
０
０
周

年
を
間
近
に
控
え
た
八
幡
高
校
で
の
、「
伝
統
の
継
承

と
さ
ら
な
る
飛
躍
」
に
向
け
た
機
運
を
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「
こ
れ
ま
で
本
校
は
、
確
か
な
進
学
実
績
で
生
徒

や
保
護
者
の
期
待
に
応
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

５
年
間
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
の
取
り
組
み
を
土
台
に
、
科
学

的
な
思
考
力
・
創
造
力
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
全

教
員
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い

う
目
線
合
わ
せ
が
な
さ
れ
ま
し
た
」

　「
科
学
智
の
統
合
」
を
掲
げ
、
産
学
連
携
や
高
大
連

携
を
組
み
込
み
な
が
ら
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
科
学

的
素
地
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ

は
、
課
題
研
究
を
柱
に
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た

（
図
１
）。
国
内
外
で
活
躍
す
る
研
究
者
の
講
演
は
、
理

数
科
の
み
な
ら
ず
普
通
科
の
生
徒
も
意
欲
的
に
参
加
し

た
。
２
０
１
５
年
度
に
研
究
指
定
5
年
目
を
迎
え
た
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
取
り
組
み
を
基
軸
と
し
、
変
化
す
る
社
会
を
生

き
抜
く
た
く
ま
し
い
力
を
養
う
た
め
に
、
全
教
科
・
科

目
で
科
学
的
素
養
を
養
う

│「
古
く
て
新
し
い
学
校
」

伝
統
を
土
台
に
し
た

新
し
い
学
校
づ
く
り
が
必
要
に
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S TEP1 STEP2 STEP3

No.220

ＳＳＨを軸とした授業改革

教科の枠を超えて、
科学的な素地を持った
生徒を育てる

◎「誠」と「鏡」からなる和歌を校訓
に掲げる。１９９１年に理数科を設置。
２０１１年にはスーパーサイエンスハイス
クール（ＳＳＨ）に指定。創立１００周
年を控え、「古くて新しい学校」とし
て進化を続ける。

国公立大は、横浜国立大、神戸大、広
島大、九州大、九州工業大、福岡教育大、
長崎大、熊本大、鹿児島大、北九州市
立大などに１９５人が合格。私立大は、
中央大、東京理科大、同志社大、立命
館大、関西大、関西学院大、産業医
科大、西南学院大、福岡大などに延べ
２１３人が合格。

設立

形態

生徒数

2015年度入試合格実績（現役のみ）

1919（大正８）年

全日制／普通科・理数科／共学

１学年約３２０人

住所
　

電話

Web Site

〒805-0034
福岡県北九州市八幡東区清田３丁目1-1

093-651-0035

指導変革の

成果実践背景

◎エリアの人口減に歯
止めがかからない中
で、学区の特性など
から、学校の魅力の
高め方と存在意義を
校内で議論する必然
性が高まった

変革のステップ

◎２０１１年度より指
定を受けていたＳＳＨ
の成果を土台に、時
代が求める科学的素
養を持った人材育成
を授業改革の軸にす
る

◎文理の枠を超えた
複数教科のコラボレ
ーション授業が始まる
など、知の統合化を
進める機運が校内に
広まっている

http://yahata.fku.ed.jp/

福岡県立

八幡高校
や は た

を
標
榜
す
る
八
幡
高
校
に
新
た
な
テ
ー
マ
が
生
ま
れ
た

の
だ
。

　
科
学
的
な
素
養
を
、
教
科
の
枠
を
超
え
た
全
校
体
制

で
育
む
。
そ
の
思
い
は
、
八
幡
高
校
の
教
師
に
と
っ
て

は
、
ま
さ
に
「
古
く
て
新
し
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｓ

Ｓ
Ｈ
指
定
初
年
度
の
段
階
で
、
課
題
研
究
に
取
り
組
む

生
徒
の
様
子
を
見
た
隼は

や

田た

和
明
先
生
は
、「
数
学
、
理

科
だ
け
で
は
な
く
、全
教
科
で
課
題
研
究
を
行
い
た
い
」

と
校
内
で
提
案
し
て
い
た
の

だ
。　「

生
徒
の
探
究
の
様
子

を
見
る
と
、
非
常
に
多
角

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
っ
た

の
で
、
よ
り
深
化
さ
せ
る

た
め
に
は
、
数
学
、
理
科

に
限
ら
ず
、
多
様
な
教
科
・

科
目
の
授
業
と
連
携
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
」（
隼
田
先
生
）

　
し
か
し
、
一
足
飛
び
に
理

想
を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
ま
ず
は
、
理
数
教
科
で

地
盤
を
固
め
、
他
教
科
と
の

連
携
は
、
今
後
の
課
題
と
し

て
持
ち
越
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
教
師
が
研
究
テ
ー
マ

を
絞
り
込
ん
で
生
徒
に
示
す
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
生
徒
が

自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
ス
タ
イ
ル
に
変
え
る
な

ど
、
同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
進
化
し
て
い
っ
た
。

　「
学
校
行
事
で
主
体
的
に
活
動
で
き
る
本
校
の
生

徒
で
あ
れ
ば
き
っ
と
自
分
で
考
え
ら
れ
る
と
思
い
、

課
題
設
定
の
段
階
か
ら
生
徒
に
任
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
生
徒
の
力
だ
け
で
課
題
を
決
め
る
た
め
に
は

数
か
月
単
位
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
し
、
や
っ
と
テ

ー
マ
が
決
ま
っ
た
と
思
っ
て
も
見
直
し
が
発
生
す
る

な
ど
、
教
師
の
手
間
が
か
え
っ
て
増
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
自
分
が
納
得
し
た
テ
ー
マ
だ

八幡高校　理数科ＳＳＨの概要図１

1　科学の素養を持ったグローバル人材を育成するカリキュラム
探究科学技術リテラシー、科学技術英語など、生徒自らが積極的に
参加し、自分の意見を発信しながら科学の素地を養う授業を展開

2　最先端の研究を行う研究者などを招いたＳＳＨ講演会
過去には、東京理科大学の学長が、「酸化チタンにおける光触媒反応
について」というテーマで講演

3　課題研究
理数科２年生が数学・物理・化学・生物の分野に分かれ、自分でテー
マを設定し、興味・関心のある研究に取り組む

4　出前講義
4週にわたって、近隣大学を中心に高度な実験を1日2講座ずつ実施

5　筑波学園都市研修
那
な

珂
か

研究所・筑波研究学園都市各研究所・宇宙センターなどを訪問し、
日本の先端科学や技術に触れる

6　オーストラリア研修
研究機関などで講義を受講したり、フィールドワークを行ったりし
た後、生徒が研修の成果を英語でプレゼンテーションする
7　近隣の動物園・博物館と連携した研修
北九州市所管の動物園・博物館で、職員の講義及び動物の生態観察
を体験

8　放射線セミナー
九州大学大学院工学研究院エネルギー量子工学部門の教授らを迎え、
講義と実習を体験

＊学校資料から一部抜粋して編集部で作成

福
岡
県
立
八
幡
高
校

内
田
美
穂
　
う
ち
だ
・
み
ほ

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
英
語
科
主
任
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
班
。「
明
る
く
前
向
き
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校

井
手
　

謙
　
い
で
・
ゆ
ず
る

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
推

進
班
総
括
。「
自
分
の
決
め
た
目
標
に
向
か
っ
て
、
全
力

で
努
力
し
続
け
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校

三
浦
清
武
　

み
う
ら
・
き
よ
た
け

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
理
数
科
主
任
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
班
。「
授
業
や
Ｈ
Ｒ
活
動
を
通
じ
、『
人
生
は

生
き
る
に
値
す
る
』
こ
と
を
生
徒
と
と
も
に
感
じ
た
い
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校

前
田
　

毅
　
ま
え
だ
・
た
け
し

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
進
路
指
導

主
幹
。「
日
々
新
た
な
自
分
を
発
見
し
、
行
動
し
よ
う
と

す
る
主
体
的
な
生
徒
を
育
て
た
い
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校

上
掛
靖
良
　
か
み
か
け
・
や
す
よ
し

教
職
歴
37
年
。同
校
に
赴
任
し
て
32
年
目
。総
務
広
報
班
。

「
言
語
文
化
の
豊
か
さ
、
人
生
の
面
白
さ
を
伝
え
ら
れ
る

教
師
で
あ
り
た
い
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校

隼
田
和
明
　
は
や
た
・
か
ず
あ
き

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。
教
務
主
幹
。

「
手
を
動
か
し
、
頭
を
使
う
こ
と
で
、
知
識
を
定
着
さ
せ
、

思
考
力
・
表
現
力
が
向
上
す
る
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校
教
頭

内
村
尚
俊
　
う
ち
む
ら
・
ひ
さ
と
し

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
心
で
考
え

て
行
動
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
」

文
理
の
枠
を
超
え
た

科
学
的
素
地
の
育
成
を
目
指
し
て

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１3年6月号指導変革の軌跡「石川県立金沢錦丘高校」など
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福岡県立　八幡高校福岡県立指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

にしき がおか

か
ら
こ
そ
、
生
徒
は
主
体
的
に
探
究
を
進
め
て
い
け

る
と
思
い
、
舵
を
切
り
ま
し
た
」（
隼
田
先
生
）

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
ス
タ
ー
ト
時
に
隼
田
先
生
の
思
い
描
い
た
教

科
連
携
の
理
想
は
、
若
い
世
代
の
教
師
が
受
け
継
ぎ
、

結
実
さ
せ
た
。
八
幡
高
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
歴
史
の
中
で
、

理
数
教
科
と
他
教
科
が
連
携
し
た
取
り
組
み
は
着
実
に

広
が
っ
て
い
っ
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
班
総
括
の
井
手
謙ゆ

ず
る

先

生
は
説
明
す
る
。

　「
保
健
体
育
や
英
語
が
理
数
教
科
と
連
携
し
て
授

業
を
行
う
な
ど
、
各
教
科
の
先
生
が
、
自
分
の
授
業

の
中
で
ほ
か
の
教
科
の
先
生
と
協
働
し
な
が
ら
探
究

に
つ
な
が
る
授
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
変
化
の
裏
側
に
あ
る
の
は
、
職
員
室
な
ど
に
お
け
る

教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
例
え
ば
、
英
語

で
、
発
酵
食
品
を
テ
ー
マ
に
し
た
単
元
を
扱
っ
た
際
、

理
科
教
師
と
英
語
科
教
師
の
職
員
室
で
の
雑
談
が
契
機

と
な
り
、
生
物
の
実
験
を
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
英
語
で
行
っ
た
。
授
業
に
参
加
し
た
英
語
科
の

内
田
美
穂
先
生
は
、
他
教
科
の
教
師
と
の
連
携
が
自
分

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
と
振
り
返
る
。

　「
教
科
が
違
う
と
授
業
の
進
め
方
も
異
な
る
の
で
、

自
分
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
検
証
す
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
の
教
科
書
で
は
取
り
上
げ

な
い
よ
う
な
科
学
的
な
テ
ー
マ
を
英
語
で
ど
の
よ
う

に
説
明
す
る
か
も
分
か
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
幸
福
度
を
テ
ー
マ
に
し
た
単
元
な
ど
で
公
民

科
や
保
健
体
育
科
、
家
庭
科
の
先
生
と
連
携
し
て
授

業
を
す
れ
ば
、
よ
り

生
徒
の
理
解
が
深
ま

る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
」

　
国
語
、
地
理
歴
史
、

理
科
の
３
つ
の
教
科
の

知
識
が
統
合
化
さ
れ
る

よ
う
な
授
業
も
既
に
実

現
し
て
い
る
。
15
年
末
、

パ
リ
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
（
気

候
変
動
枠
組
条
約
第
21

回
締
約
国
会
議
）
が
開

催
さ
れ
た
際
、
理
数
科

で
は
パ
リ
協
定
を
題
材

に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
、
地
理
歴
史
科

と
理
科
が
連
携
し
て
行

っ
た
。
そ
の
時
の
様
子

を
生
物
担
当
の
三
浦
清き

よ

武た
け

先
生
が
こ
う
説
明
す

る
。　「

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
教
科
の
先
生
が

教
室
に
来
ら
れ
た
の

で
す
が
、
そ
の
中
に
国
語
科
の
上か
み

掛か
け

靖
良
先
生
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。
上
掛
先
生
に
気
が
つ
い
た
生
徒
た

ち
が
、
授
業
を
進
め
る
私
た
ち
に
、『
そ
う
い
え
ば
、

2016年度から展開する八幡高校の「科学智の統合」（予定）図２

※「科学智の統合」（Unity of Knowledge）教科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊学校資料を基に編集部で作成

「科学智の統合」（Unity of Knowledge）
卓越した科学的思考力・創造力を有する生徒育成のためのカリキュラム開発

個人研究
課題研究の手法を用い、社会の諸課題について考察する力、積極的に取り組む姿勢の育成

UK 教科※
クラス内
少人数
グループでの
主体的・
協働的な
学習活動

課題研究
全生徒が７領域各分野
に分かれ、テーマ設定
→仮説検証実験→考
察→新たな仮説……を
繰り返し、報告（プレ
ゼンテーション、ポス
ター発表）を行う

７領域
全てで実施
調査→講義→実
験→報告→調査
……のサイクル
を回す

科学部
希望生徒

◎
高
度
な
研
究

　（産
学
連
携
・
高
大
連
携
）

◎
学
会
発
表
・
コ
ン
テ
ス
ト
参
加

◎
地
域
還
元
の
科
学
体
験
教
室

◎
海
外
科
学
技
術
研
修

科学論文作成　各種コンテストへの参加

智の統合・３年生　７領域の融合・科学技術リテラシーの獲得

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
　

課
題
発
見
・
解
決
能
力
、
創
造
力
　

国
際
的
に
活
躍
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
　

探
究
科
学
技
術

リ
テ
ラ
シ
ー
（
２
年
生
）

主
体
的
・
協
働
的
な
探
究
活
動

探
究
科
学
技
術

リ
テ
ラ
シ
ー
（
１
年
生
）

探
究
活
動
の
手
法
の
学
習

日本学術会議が提言した「科学技術の智」獲得のための、７領域を基盤とした科学技術系人材の育成

数学

数理科学

物理・化学

物質科学

生物・
保健体育

生命科学

国語・英語・
情報・地理歴史
・公民

人間・
社会科学

物理・地学・
化学

宇宙・地球・
環境科学

情報・国語

情報学

家庭・芸術

技術

複
数
教
科
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

知
の
統
合
化
を
促
進
す
る
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
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にしき がおか

国
語
の
評
論
の
授
業
で
学
ん
だ
環
境
倫
理
学
の
考
え

方
が
、
こ
こ
で
は
必
要
な
の
で
は
な
い
か
』
と
、
現

代
文
で
学
ん
だ
視
点
を
紹
介
し
始
め
た
の
で
す
」

　
上
掛
先
生
に
と
っ
て
も
、
地
理
歴
史
科
と
理
科
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
授
業
内
で
、
自
分
の
授
業
が
話
題
に

な
る
こ
と
は
予
想
外
だ
っ
た
と
い
う
。

　「
環
境
倫
理
学
の
中
の
世
代
間
倫
理
と
い
う
考
え

方
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
を
議
論
す
る
上
で
重
要
な
視
点
だ

と
生
徒
た
ち
は
気
が
つ
い
た
よ
う
で
し
た
。
生
徒
が

国
家
間
の
経
済
的
な
利
害
調
整
と
い
う
言
わ
ば
２
次

元
的
な
世
界
に
、
時
間
軸
と
い
う
３
次
元
の
視
点
を

持
ち
込
ん
で
、
現
代
社
会
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
瞬
間
に
立
ち
会
え
ま
し
た
」（
上
掛
先
生
）

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
実
践
と
手
応
え
を
土
台
に
、
16
年
度
か
ら

同
校
が
創
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
全
教
科
で

科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
を
獲
得
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　「
本
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
日
本
学
術
会
議
が
ま
と
め
た

『
科
学
技
術
の
智
』
を
土
台
に
、
科
学
技
術
の
リ
テ

ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
７
つ
の
領
域
を
設
定

し
て
い
ま
す
（
図
２
）。
こ
れ
ま
で
は
、
生
命
科
学

は
生
物
、
物
質
科
学
は
物
理
と
化
学
と
、
理
系
教
科

が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。16
年
度
か
ら
は
、

全
教
科
で
科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
の
育
成
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
、
今
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
班
を
中
心
に
議
論

を
続
け
て
い
ま
す
」（
井
手
先
生
）

　
内
村
教
頭
も
5
年
間
で
の
環
境
変
化
を
語
る
。

　「
本
校
が
目
指
す
教
育
に
、
時
代
が
追
い
つ
い
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
各
大
学
の
入
試
が
、
生
徒

の
探
究
活
動
を
評
価
す
る
も
の
へ
と
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
今
、
全
教
科
体
制
で
の
課
題
研
究
は
、
生
徒

や
保
護
者
の
期
待
に
応
え
る
取
り
組
み
で
す
」

　
環
境
変
化
に
対
応
す
る
校
内
整
備
も
進
ん
で
い
る
。

進
路
指
導
主
幹
の
前
田
毅た

け
し

先
生
は
、
生
徒
が
主
体
的
に

学
ぶ
授
業
づ
く
り
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

　「
本
校
は
15
年
度
中
に
全
教
室
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど

ん
な
場
面
で
使
え
ば
効
果
的
か
、
校
内
研
修
を
通
し

て
全
教
員
が
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
段
階
で

す
。
教
師
同
士
で
成
功
や
失
敗
の
経
験
を
語
り
合
う

場
を
つ
く
り
、
そ
こ
か
ら
本
校
に
合
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　「
本
校
の
改
革
の
全
て
は
、
生
徒
に
学
び
の
喜
び
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
」
と
上
掛
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　「
い
つ
の
時
代
も
生
徒
は
自
分
の
頭
で
考
え
、
自

分
の
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
楽
し
い
の
で
す
。『
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
』
で
目
指
す
授
業
は
古
く

て
新
し
い
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
既
に
、
八
幡
高
校
で
は
全
教
科
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

る
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
り
組
み
と
成
果
を
土
台
に
し
た
全
校

体
制
で
の
教
育
の
活
性
化
は
、
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

若手教師が語る、指導変革への　　　　

「学ぶ喜び」を追求する
ベテランの背中を追いかける

理数科主任・SSH推進班　三浦清武

　八幡高校の強みは、ベテランの先生方の「生徒に自
ら学ぶ喜びを味わわせたい」という思いがどんな時も
ぶれないことだと私は思います。本校に赴任してきた
先生がすぐに気がつくのが、職員室でいつも笑顔で生
徒の話をしているのがベテランの先生方だということ
です。若手や中堅に対しても決してネガティブな言葉
をぶつけることがありませんから、新しい授業手法な
ども安心してチャレンジすることができます。今、大
学入試や教科指導のあり方が大きく変わろうとしてい
ますが、そんな中にあっても、自分はとても楽しんで
日々仕事をしていると実感しています。きっと教師間
に世代や教科を超えた温かなつながりがあるから、不
安を感じないのだと思います。
　私は、教師になって6年が過ぎた時、「科学の最先
端を学びたい」と東京大学大学院医学系研究科で2年
間、勉強する機会を得ました。その時、日本を代表す
る発生生物学者の先生に「高校現場に戻ったら、いろ
いろな科学論文を高校生に紹介したい」と思いを話し
たところ、「論文を読むことも大事だけれど、科学っ
てすごい！　楽しい！　と思える体験をたくさんさせて
あげてください」と言われ、ハッとしたことがありま
す。あの瞬間の気づきは今も私の授業の土台になって
いますし、「学ぶことを楽しみ、肯定感を持ち続ける
生徒を育てたい」というベテランの先生方の思いと、
軌を一にするものだと思います。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど

急
ピ
ッ
チ
に
進
む
授
業
改
革

35 Apri l  2016

Q6-032-10 2016 年度　VIEW21高校版 4月号web用 PDF作成2016 年度VIEW21高校版 4月号　P35 流用 35 頁 ＭＫ新組
04/01
益岡 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-

P32-35_view21koukou-4g_web.indd   35 16/04/01   14:42

http://berd.benesse.jp/magazine/kou/booklet/?id=3730
http://berd.benesse.jp/magazine/kou/


AfAfA terfterf

検討

BBBeforeeforeBeforeBBeforeB

森
内
　
中
高
一
貫
校
の
本

校
で
は
、
高
校
入
試
を
経

験
し
な
い
た
め
、
高
校
１

年
生
の
段
階
で
家
庭
学
習
の
習
慣
が
身
に

つ
い
て
い
な
い
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
個
々
の
生
徒
の
家
庭
学
習
の
状
況
を

把
握
し
、
早
期
に
学
習
習
慣
を
つ
け
さ
せ

る
た
め
に
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
（
以

下
、
Ｇ
Ｗ
）
に
向
け
て
学
習
計
画
を
立
て

さ
せ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
計
画
表
を
活
用

し
、
自
分
の
学
習
ス
タ
イ
ル
を
見
直
せ
て

い
る
の
は
、
既
に
学
習
習
慣
が
身
に
つ
い

て
い
る
生
徒
が
中
心
で
、
仕
方
な
く
計
画

を
書
い
て
い
る
だ
け
と
い
う
生
徒
も
い
ま

す
。
計
画
表
を
生
徒
の
学
習
習
慣
の
確
立

に
つ
な
が
る
も
の
、
進
ん
で
書
き
た
く
な

る
も
の
に
し
た
い
で
す
。

宇
都
宮
　
本
校
も
中
高
一

貫
校
で
す
の
で
、
高
校
入

試
を
経
験
し
て
い
な
い
生

徒
に
学
習
習
慣
が
定
着
し
て
い
な
い
こ
と

が
あ
る
と
い
う
課
題
は
理
解
で
き
ま
す
。

高
校
生
に
な
る
と
、
勉
強
や
部
活
動
、
行

事
な
ど
、
多
く
の
活
動
を
こ
な
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
１
日
を
ど
ん
な
ふ
う

に
過
ご
せ
ば
よ
い
の
か
を
自
分
で
理
解

し
、
遂
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
高
校

生
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
模
索

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
気

づ
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

検
討
会
メ
ン
バ
ー

岡
本
　
私
た
ち
教
師
は
、

「
平
日
の
学
習
時
間
の
目

安
は
、
自
分
の
学
年
＋
２
時

間
」
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
部
活
動
に
参

加
す
る
生
徒
に
と
っ
て
、
そ
の
目
安
は
現

実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
英

語
は
予
習
中
心
で
１
日
30
分
」「
数
学
は

復
習
中
心
で
週
末
に
ま
と
め
て
２
時
間
」

「
勉
強
時
間
ゼ
ロ
の
日
は
つ
く
ら
な
い
」な

ど
、
生
徒
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
現
実
的

な
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
示
し
た
い
で
す
ね
。

宇
都
宮
　
入
学
当
初
か
ら
計
画
通
り
に
家

庭
学
習
に
取
り
組
む
の
は
難
し
い
こ
と
で

す
。
本
校
で
は
、
高
校
生
活
に
慣
れ
て
き

た
６
月
に
個
人
面
談
を
行
い
、
平
日
と
休

日
の
学
習
計
画
表
と
１
週
間
の
学
習
記
録

を
照
ら
し
合
わ
せ
、
で
き
た
こ
と
、
努
力

し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、
励
ま
し
て
い

ま
す
。
夏
く
ら
い
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

AfAfAfterf

efore

１
年
生
導
入
期
（
４
月
か
ら
夏
休
み
前
ま
で
）

学
習
計
画
・
記
録
表

自
校
の
指
導
ツ
ー
ル
を
他
校
の
教
師
と
と
も
に
検
討
し
、
各
校
の
生
徒
特
性
に
合
っ
た
形
へ
改
善
を
図
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
１
年
生
の
導
入
期
に
高
校
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
家
庭
学
習
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
「
学
習
計
画
・
記
録
表
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

教
職
歴
７
年
。 

同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
進
路
指
導
部
。 

国
語
科
。「
教
育
と
は
、
生
徒
に
未
来
の
可
能
性
を
見
つ
け
、

育
む
こ
と
」

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
進
路
指
導
部
。

英
語
科
。「
教
師
は
生
徒
に
つ
く
ら
れ
る
」「
失
敗
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
の
始
ま
り
か
も
し
れ
な
い
」

富
山
県
・
私
立

片
山
学
園
中
学
校
・
高
校

森
内
梨
絵

　

も
り
う
ち
・
り
え

埼
玉
県
立

春
日
部
高
校

　

岡
本
眞
一
郎

　

お
か
も
と
・
し
ん
い
ち
ろ
う

改良！指導ツール

現
実
的
な
モ
デ
ル
を
提
示
し
な
が
ら
、

高
校
生
へ
の
意
識
を
定
着
さ
せ
た
い

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
キ
ャ
リ
ア
教
育

係
主
任
。
国
語
科
。「
生
徒
の
『
直
観
』
と
『
情
熱
』
を
育

て
て
い
き
た
い
」

長
野
県

屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校

宇
都
宮

　仁
　

う
つ
の
み
や
・
じ
ん
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導入期時点で早期に
学習習慣を身につけさせる

　片山学園中学校・高校では、高
校 1 年生に、左の「学習計画表」に
学習計画を立てさせている。その
記録から教師が生徒の日常を把握
し、生徒自身も学習習慣がついて
いるかどうかをチェックできるよ
うにしている。GW に活用するこ
とで、教師の手から離れた状態で、
どれくらい学習ができているのか
を客観的に見る。ただ、「計画→
実行→振り返り→計画の修正」と
いうサイクルが実現できているの
は、既に学習のリズムが確立され
ている生徒が中心だという。

生
徒
に
合
っ
た
学
習
計
画
が
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

岡
本
　
高
校
の
学
習
の
量
と
ス
ピ
ー
ド
に

つ
い
て
い
け
る
生
徒
を
見
る
と
、
平
日
は

無
理
を
せ
ず
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
週
末

に
集
中
し
て
学
習
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

と
感
じ
ま
す
。
目
標
と
す
る
学
習
時
間
を

１
週
間
単
位
で
達
成
で
き
れ
ば
よ
い
と
考

え
た
方
が
、
計
画
倒
れ
に
な
り
に
く
い
よ

う
で
す
。
教
師
の
理
想
で
は
な
く
、
生
徒

の
実
情
に
沿
っ
た
指
導
を
し
た
い
で
す
。

森
内
　
本
校
の
場
合
、
部
活
動
に
参
加
し

て
い
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
通
学
生
な

の
か
寮
生
な
の
か
で
生
活
リ
ズ
ム
は
大
き

く
違
い
ま
す
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
状
況
の

先
輩
の
例
を
見
せ
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
現
実
的
な
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
提

供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ねらいと機能

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

富山県・私立片山学園中学校・高校　森内梨絵先生　１年生導入期「学習計画・記録表」

課題と解決策

多
忙
な
高
校
生
活
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
家
庭
学
習
を

進
め
て
い
く
の
か
、
で
き
る
限
り
生
徒
の
実
情
に
合
っ

た
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。

面
談
で
、
で
き
た
こ
と
、
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
評
価

し
、
高
校
生
へ
の
変
化
を
後
押
し
す
る
。

学
習
時
間
は
１
日
単
位
だ
け
で
な
く
、
１
週
間
単
位
で

捉
え
、
週
末
を
活
用
さ
せ
る
。

検討会で明らかになった課題を踏まえ
「学習計画・記録表」を改良！

次ページで紹介します。

改良！指導ツール

123

富
山
県
・
私
立
片
山
学
園
中
学
・
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
１
０
０

人◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国

公
立
大
は
、東
北
大
、東
京
大
、東
京
工
業
大
、名
古
屋
大
、

大
阪
大
な
ど
に
43
人
が
合
格
。私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、

早
稲
田
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
２
０
６
人
が
合
格
。

埼
玉
県
立
春
日
部
高
校

◎
全
日
制 

・
定
時
制
／
普
通
科
／
男
子
／
１
学
年
約

３
６
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国

公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、
東
京
工

業
大
な
ど
に
79
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
４
１
１
人
が
合
格
。

長
野
県
屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学
／
１
学
年

約
２
７
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
信
州
大
な
ど

に
１
２
５
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
上
智
大
、
明
治

大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
２
５
２
人
が
合
格
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1 日を過ごしての反省を記述
させる。ＧＷ明けに各担任が

「学習計画表」を回収し、学
習状況をチェックするが、生
徒にフィードバックするかど
うかは各担任の判断に任され
ている。

記入例には、生徒に「高校生とし
てこういった生活を送ってほし
い」という一例を提示する。それ
を参考に、上部には、1 日ごとの
学習の結果を記録していく。

教科ごとに、勉強する予定を
生徒に記述させる。ここに書
かれる内容は、各教科から出
された課題が中心になってい
る。
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　学
習
計
画
や
記
録
が
生
徒
の
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
記
入
す
る
項
目
を
精
選

し
た
。
こ
の
時
期
は
、
何
を
勉
強
し
た
か

よ
り
も
、毎
日
机
に
向
か
っ
た
か
ど
う
か
、

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
な
が

ら
、
１
週
間
単
位
で
家
庭
学
習
の
時
間
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
起
床
・
就
寝
時
間
や

１
週
間
の
総
学
習
時
間
の
記
入
欄
を
新
た

に
設
け
た
。

　な
お
、
生
徒
の
成
長
段
階
に
よ
っ
て
、

家
庭
学
習
に
お
け
る
課
題
は
、「
教
科
バ

ラ
ン
ス
」
や
「
学
習
方
法
」
な
ど
に
変
わ
っ

て
い
く
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
学
習

計
画
・
記
録
表
の
様
式
も
変
え
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

　ま
た
、
生
徒
が
１
週
間
単
位
で
学
習
時

間
を
管
理
す
る
た
め
に
は
、
各
教
科
か
ら

ど
ん
な
課
題
が
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
週
間

で
取
り
組
む
の
に
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
か

か
り
そ
う
か
を
月
曜
日
の
段
階
で
見
通
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

森
内
先
生
か
ら「
進
路
指
導
部
や
学
年
で
、

各
教
科
か
ら
ど
れ
だ
け
課
題
が
出
て
い
る

か
を
集
約
し
た
上
で
、
学
習
計
画
・
記
録

表
の
裏
面
に
一
覧
化
す
る
こ
と
も
考
え
た

い
」
と
い
っ
た
案
も
出
さ
れ
た
。

改
訂
後
の
ね
ら
い
と
機
能

１
日
を
肯
定
的
に
振
り
返
り
、

１
週
間
単
位
で
学
習
時
間
を
管
理

１年生導入期「学習計画・記録表」改訂版

学習計画・記録表

■学習モデル（運動部の生徒の場合）

■学習計画

■１週間の記録

日 起床 就寝 家庭学習に取り組んだ時間帯（塗り潰す） 今日できたこと・
良かったこと

1日の評価
（○△×）

/ ： ：

/ ： ：

/ ： ：

/ ： ：

１週間の目標

１週間の
総学習時間

１週間を
振り返って

教師からの
コメント

平日

平日

土・日

土・日

●１日の家庭学習の目安

1.5 ～3 時間
※勉強時間ゼロの日をつくらないようにしよう

●１週間の家庭学習の目安

18時間

　　　年　　　組　名前
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4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 24:00

4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 24:00

4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 24:00

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

教
師
が
記
入

教師が記入

生
徒
が
記
入

起床

勉強 就寝勉強起床 勉強

勉強 就寝部活動

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

１週間を振り返って、できたこと・
良かったことを確認する。後日、
この内容を基に面談を行ったり、
回収して教師がコメントを書き
加えたりする。計画と記録を第三
者が評価することで、学習へのモ
チベーションを高める。

学習モデル（運動部の生徒の場合）

学習計画を立て、実行するにあたり、
この時期には、どんなことが大切に
なるのか、１週間の目標として教師
があらかじめ記入して配布する。ま
た、学習モデルについては、「部活
動の参加」「通学時間」などを踏ま
えて３、４パターン作成し、各生徒
に合ったものを提示する。

19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 24:00

19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 24:00

19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 24:00

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

家庭学習に取り組んだ時間帯を 1日ごとに塗り
潰し、さらに家庭学習時間の合計を１週間単位
で計っていく。また、起床時間、就寝時間を書
かせて、生活リズムのチェックも行っていく。
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活用

BeforeBeforeB AfAfA terfterf

岡
本
　
ま
ず
、
こ
の
時
期

の
生
徒
に
合
っ
た
現
実
的

な
目
標
を
明
確
に
提
示
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
学
校
ご
と
に
異
な
る
で

し
ょ
う
が
、
１
年
生
の
夏
く
ら
い
ま
で
の

目
標
は
、「
自
宅
で
毎
日
机
に
向
か
う
習

慣
を
身
に
つ
け
よ
う
」「
勉
強
時
間
ゼ
ロ

の
日
は
つ
く
ら
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宇
都
宮
　
こ
の
時
期
は
、

目
標
を
明
示
し
て
あ
げ
る

こ
と
で
、
学
習
習
慣
を
確

立
す
る
上
で
の
今
１
番
大
切
な
こ
と
を
生

徒
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。「
せ
め

て
こ
れ
だ
け
は
」
と
頑
張
る
こ
と
で
、
時

間
を
や
り
く
り
す
る
コ
ツ
も
分
か
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
最
初
は
、
家
庭
学
習
の
時

間
の
確
保
、次
に
学
習
の
教
科
バ
ラ
ン
ス
、

そ
し
て
効
果
的
な
勉
強
方
法
な
ど
、
徐
々

に
目
標
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
き
た

い
で
す
。

岡
本
　
１
週
間
単
位
で
学
習
の
質
と
量
を

振
り
返
ら
せ
る
の
で
、
１
日
の
振
り
返

り
は
簡
単
な
も
の
で
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
生
徒
が
書
き
た
く
な

る
学
習
計
画
・
記
録
表
に
す
る
た
め
に
、

「
学
習
時
間
メ
ー
タ
ー
」
を
設
け
て
、
学

習
し
た
時
間
を
塗
り
潰
さ
せ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
学
習
時
間
が
積
み
上
が
る
様
子

が
パ
ッ
と
見
て
分
か
る
の
で
、
学
習
へ
の

意
識
が
前
向
き
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

森
内
　「
今
日
は
こ
れ
だ
け

し
か
で
き
な
か
っ
た
」
で

は
な
く
、「
今
日
は
こ
れ
だ

け
で
き
た
」
と
前
向
き
に
振
り
返
ら
せ
た

い
で
す
ね
。「
今
日
で
き
た
こ
と
・

良
か
っ
た
こ
と
」
を
書
く
欄
が
あ

れ
ば
、
さ
ら
に
や
る
気
が
増
す
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

宇
都
宮
　
他
者
か
ら
の
励
ま
し
や
、

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
、
人
は
さ

ら
に
や
る
気
に
な
る
も
の
で
す
。

担
任
が
肯
定
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
書
き
込
む
欄
を
設
け
る
こ
と

も
、「
生
徒
が
書
き
た
く
な
る
学
習

計
画
・
記
録
表
」
に
す
る
に
は
欠

か
せ
な
い
視
点
だ
と
思
い
ま
す
。

森
内
　
例
え
ば
、
２
年
生
の
先
輩

が
確
認
し
、
コ
メ
ン
ト
す
る
の
も
一
案
で

す
よ
ね
。
身
近
な
存
在
で
あ
る
先
輩
の
声

に
は
耳
を
傾
け
や
す
い
で
し
ょ
う
し
、
２

年
生
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
学
習
習
慣
を

見
直
す
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

宇
都
宮
　
本
校
で
は
、
４
月
の
学
習
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
学
習
計
画
の
立
て
方

も
教
え
ま
す
が
、
１
回
の
説
明
だ
け
で
そ

れ
を
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
。そ
の
た
め
、10
月
頃
に
は
学
習

合
宿
等
を
行
い
ま
す
。節
目
節
目
で
繰
り
返

し
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

岡
本
　
各
部
活
動
の
部
長
を
呼
ん
で
、
顧

問
と
一
緒
に
学
習
計
画
の
立
て
方
や
週
末

の
過
ご
し
方
な
ど
を
指
導
し
、
そ
れ
ら
を

「
部
員
に
も
共
有
し
な
さ
い
」
と
言
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
学
習
習
慣
の
確
立
は
学

力
を
伸
ば
す
た
め
の
大
前
提
で
す
が
、
生

徒
に
と
っ
て
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
面
談
を
含
め
た
様
々

な
場
面
で
の
声
か
け
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
通
し
て
、
着
実
に
高
校
生
へ
と
育
て
た

い
で
す
ね
。
き
っ
と
、
大
学
生
や
社
会
人

に
な
っ
た
時
に
必
要
な
自
己
管
理
能
力
の

土
台
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

森
内
　「
生
徒
の
た
め
に
」
を
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
く
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
改

善
点
が
見
つ
か
る
も
の
で
す
ね
。
今
回
の

検
討
会
で
得
た
気
づ
き
を
学
校
に
持
ち

帰
っ
て
、
さ
ら
に
検
討
し
て
み
ま
す
。

1

2

3

GWに入る前に、
学習計画を立てさせる。その際、

先輩の1日の学習モデルプランを例示する。

GWに学習計画を実行。
実際に取り組んだ総学習時間を記録。
計画と実際にできたことを比較し、
学習計画の立て方や1日の過ごし方の

改善ポイントを見極める。

GW以降に１、２を踏まえた
学習計画を１週間単位で立案し、実行する。

「
で
き
た
」と
い
う
達
成
感
を
持
た
せ
、

学
習
へ
の
姿
勢
を
前
向
き
に
す
る

改良！指導ツール

活用の流れ
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九
州
大
学
の
初
年
次
教
育
が
、
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
２
０
１
１
年
度
、
創
立
１
０
０
周
年
を

機
に
、
次
の
１
０
０
年
を
見
据
え
た
教
育

の
構
築
に
向
け
て
、「
基
幹
教
育
院
」
を
設

置
。
全
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
「
基
幹

教
育
」
を
14
年
度
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

同
大
学
が
定
義
す
る
基
幹
教
育
と
は
、「
新

た
な
知
や
技
能
を
創
出
し
未
知
な
る
問
題

を
も
解
決
し
て
い
く
上
で
の
幹
と
な
る﹃
も

の
の
見
方
・
考
え
方
・
学
び
方
﹄
を
学
ぶ

教
育
」
だ
。
基
幹
教
育
院
の
谷
口
説
男
副

院
長
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
科
学
技
術
の
進
展
が
一
段
と
速
ま
り
、

最
新
技
術
が
す
ぐ
に
陳
腐
化
し
て
し
ま
う

現
代
に
お
い
て
、
１
つ
の
専
門
分
野
を
究

め
た
後
も
２
つ
、
３
つ
と
強
み
を
つ
く
り
、

周
辺
領
域
の
知
識
も
よ
り
広
く
持
つ
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
基
幹
教
育
で

は
、﹃
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
を
幹
に
持
つ
、

未
知
な
問
題
や
状
況
に
も
果
敢
に
挑
戦
す

る
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
行
動
力
を
備
え
た
人
﹄、

つ
ま
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
を
育

む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
教
養
部
の
解
体
後
、
初
年
次
教
育
に
対

す
る
責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い
に
な
り
、

大
学
と
し
て
初
年
次
の
教
育
方
針
が
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
課
題
も
あ
っ

た
。
基
幹
教
育
で
は
、
そ
う
し
た
課
題
も

解
決
し
つ
つ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー

へ
と
成
長
さ
せ
る
た
め
の
端
緒
と
な
る
よ

う
な
初
年
次
教
育
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
だ
。

　
基
幹
教
育
の
目
玉
は
、
全
学
部
の
１
年

生
の
必
修
科
目
で
あ
る
「
基
幹
教
育
セ
ミ

ナ
ー
」
と
「
課
題
協
学
科
目
」
だ
。
ど
ち

ら
の
科
目
も
、
文
理
融
合
の
ク
ラ
ス
と
し
、

授
業
の
内
容
は
、少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
、
初
歩
的
な
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
型

学
習
）
が
メ
イ
ン
と
な
る
。

　「
専
門
性
が
深
ま
っ
て
い
な
い
１
年
生
で

も
学
部
・
学
科
が
異
な
れ
ば
、
違
う
見
方
、

違
う
考
え
、
違
う
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
異
な
る
他
者
と
の
協
働
学
習
を

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

九
州
大
学
基
幹
教
育
院
副
院
長
、教
授

谷
口
説
男

　た
に
ぐ
ち
・
せ
つ
お

大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
九
州
大
学
工
学
部
助
教
授
等

を
経
て
、
現
職
。
博
士
（
理
学
）。

アクティブ・ラーナーの育成を目指し、
文理混合クラスでの
協働学習を１年生で実施

九州大学 ●基幹教育「基幹教育セミナー」「課題協学科目」

2014年度、九州大学では、初年次教育の一環として、「基幹教育セミナー」と「課題協学科目」を全学の１
年生の必修科目として始めた。そのねらいは、アクティブ・ラーナーとしての素養を育むことだ。授業デザイ
ンでこだわったのは、１年生約2600人を文理混合のクラスに分け、学部・学科が異なる学生の少人数グルー
プで活動する点。価値観が異なる他者との協働学習を経験させるとともに、「ものの見方・考え方・学び方」
を学ぶ場としている。

大 学 Evo l ut ion
大学が拓く新しい学び

対
話
、協
働
、内
省
の
繰
り
返
し
で
考
え
を
深
め
て
い
く

大
学
で
の
学
び
を

他
学
部
生
と
と
も
に
考
え
る
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体
験
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
気
づ
き
や

刺
激
を
受
け
、
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
」（
谷
口
副
院
長
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
内
容
を
見
て
い
こ
う
。

　「
基
幹
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
教
員
や

同
級
生
か
ら
「
大
学
で
の
学
び
」
に
つ
い

て
の
考
え
を
聞
き
、
自
分
の
考
え
も
話
し

な
が
ら
、
大
学
で
の
学
び
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
描
く
（
図
１
）。
少
な
か
ら
ず
い
る
第

１
志
望
以
外
の
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
第
１

志
望
で
入
学
し
た
学
生
に
も
、
入
学
初
期

の
段
階
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
深
く
考
え

さ
せ
、
大
学
で
の
学
び
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
こ
と
で
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
。

　
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
対
話
」
と
「
内

省
」
だ
。
全
学
部
の
１
年
生
約
２
６
０
０

人
を
、
必
ず
文
系
・
理
系
の
学
部
・
学
科

の
学
生
が
混
在
す
る
よ
う
に
１
ク
ラ
ス
約

20
人
ず
つ
に
分
け
る
。
志
向
の
異
な
る
他

者
と
の
「
対
話
」
を
通
し
て
、
自
分
と
の

違
い
を
認
識
し
、
自
分
の
関
心
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
自
分
は
ど
ん
な
考
え
を
持
っ

て
い
る
の
か
な
ど
を
「
内
省
」
し
な
が
ら

掘
り
下
げ
て
い
く
。

　
そ
し
て
、
授
業
の
後
半
で
、「
自
分
が

大
学
で
学
ぼ
う
、
取
り
組
も
う
と
考
え
て

い
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
１
人
ず
つ
発
表

す
る
。
自
分
の
発
表
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生

が
力
を
注
ぐ
の
は
、
他
者
の
発
表
の
「
傾

聴
」
だ
。
発
表
者
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
コ
メ
ン
ト
を
Ａ
４
判
の
「
リ
フ
レ
ク
ト

シ
ー
ト
」
に
書
き
、
本
人
に
手
渡
す
。
こ

れ
は
、
対
話
や
協
働
で
重
要
な
傾
聴
の
態

度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る

と
い
う
。

　「
課
題
協
学
科
目
」
で
は
、
初
歩
的
な
Ｐ

Ｂ
Ｌ
を
行
う
（
図
２
）。
志
向
の
異
な
る
学

生
同
士
が
「
対
話
」
を
し
な
が
ら
問
題
点

を
探
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
方
策
を
探
す

「
協
働
」
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
、
授
業
の

目
的
だ
。
そ
の
た
め
、
ク
ラ
ス
は
文
理
混

合
で
、
１
コ
マ
の
大
半
は
個
人
ワ
ー
ク
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
充
て
て
い
る
。

　
授
業
の
進
め
方
に
も
特
徴
が
あ
る
。
１

つ
の
ク
ラ
ス
（
１
５
０
人
）
を
専
門
分
野

の
異
な
る
教
員
３
人
が
担
当
。「
教
室
テ
ー

マ
」
と
呼
ば
れ
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
３

人
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
「
題
材
」
を
設
定

す
る
（
図
３
）。
学
生
は
50
人
ず
つ
の
３
つ

の
小
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
１
つ
の
小
ク
ラ

ス
で
１
つ
の
題
材
に
取
り
組
む
。
そ
れ
を

４
週
間
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
３

つ
全
て
の
題
材
に
取
り
組
む
。

　「
学
生
は
１
つ
の
教
室
テ
ー
マ
に
対
し

て
、
３
つ
の
切
り
口
で
課
題
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
じ
テ
ー
マ
で

も
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
」（
谷
口
副
院
長
）

内 省 協 働

対 話
基幹教育セミナー 課題協学科目

科目形態 １年生前期必修科目　1回1コマ90分

クラス形態 文理融合、1クラス約20人

担当教員 １クラスにつき教員1人

ねらい

・大学における学びへの意欲を高める
・自らの学びが持つ可能性や意義について、自分なり
の理解に基づく説明ができるようになる

・仲間との対話や自己省察により、創造的、批判的に
取り組み、学んでいく態度を培う

・仲間（他者）と学ぶ意義について、自分の言葉で説
明ができるようになる

授業のテーマ 大学での学びについて

授業の
進め方

全15回のうち前半８回で、「学ぶ意義」について、教
員の講義とグループ学習で考えを深め、自分の考えを
まとめる。後半７回で、1人ずつ「自分の大学での学
びについて」を発表。聞き手は発表に対するポジティ
ブなコメントを書いて、発表者に手渡す。

＊同大学の資料を基に編集部で作成

１
つ
の
テ
ー
マ
に

３
つ
の
切
り
口
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

図１ 「基幹教育セミナー」の概要

教室テーマ ３人の教員の題材

これからの健康と医
療と暮らしを考える

・健康・医療・暮らしを良くする仕組み
・暮らしの中の生・老・病・死と医療
・食の安全と健康

大発見の瞬間
・言語における大発見
・物理における大発見
・生物における大発見

知識と予測
・リスクとの向き合い
・社会における知識の活用
・学問の盛衰を予測する

＊同大学の資料を基に編集部で作成

科目形態 １年生前期・後期　必修科目　１回２コマ180分

クラス形態
文理融合
１つの教室テーマ約150人（50人×３クラス）

担当教員 １つの教室テーマに専門分野の異なる３人の教員

ねらい
幅広い視野をもって問題を解決する姿勢や問題の解決
を目指して学び続ける態度と技能、専門性を異にする
他者と協働できる能力を養う

授業のテーマ
３人の担当教員が、教室テーマに沿って、それぞれ異
なった視点から、グループワークに適した題材を提供

授業の
進め方

１つの題材は４週間分で完結。それを３人の教員分行
う。１回の授業では、講義 20分、個人演習、グルー
プワークを実施。15回目に教室全体で発表する。

＊同大学の資料を基に編集部で作成

図２ 「課題協学科目」の概要

図４ ２つの科目で回すサイクル

「基幹教育セミナー」では主に「内省」、「課題協学科目」では主に「協
働」を、それぞれ「対話」をしながら自然と行うような活動を組
み入れている。そのサイクルを回すことで、学生の内面を鍛えて
いく。� ＊同大学の資料を基に編集部で作成

図３ 教室テーマと教員個々の題材例
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初
年
次
教
育
で
育
ん
だ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ナ
ー
の
素
養
を
、
専
門
教
育
で
は
ど

の
よ
う
に
し
て
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
る
の

か
。例
と
し
て
、芸
術
工
学
部
の
取
り
組
み

を
見
て
い
こ
う
。

　
同
学
部
で
は
、「
技
術
の
人
間
化
」
を
理

念
に
掲
げ
、
人
間
の
特
性
に
応
じ
て
技
術

を
ど
の
よ
う
に
変
え
れ
ば
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
の
か
を
研
究
し
て
い
る
。そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、「
感
性
研
究
」「
仕
組
み
の
デ

ザ
イ
ン
」「
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
と
、
芸

術
工
学
研
究
院
の
富と

み

松ま
つ

潔
教
授
は
語
る
。

　「
本
学
部
の
研
究
の
目
的
は
、
言
う
な
れ

ば
、新
し
い
価
値
の
創
造
で
す
。そ
の
た
め
、

学
生
は
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
ど
の

よ
う
な
解
決
策
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
力

を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
授
業
も
、
そ
の
よ
う
な
過
程

を
経
験
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　
例
え
ば
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
が
テ
ー
マ
の
２
年
生
の
科
目
で
は
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
＊
１
）

を
福
岡
県
で
行
う
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う

な
内
容
が
良
い
の
か
を
提
案
す
る
授
業
を

行
っ
た
。
教
員
は
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
（
＊
２
）
や
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
（
＊
３
）

な
ど
、
仕
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
に
必
要
な
手

法
を
指
導
す
る
の
み
。
学
生
は
、
考
え
る

ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
に
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
事
例
を
調
べ
、
ど
の
分
野

で
何
を
す
る
の
か
を
自
ら
考
え
る
。
そ
の

よ
う
な
形
態
の
授
業
が
学
部
で
は
多
い
と
、

修
士
課
程
１
年
の
久
恒
泰た

い

地ち

さ
ん
は
話
す
。

　「
私
が
履
修
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
製

作
の
授
業
で
は
、
撮
り
た
い
人
物
を
見
つ

け
て
承
諾
を
得
る
と
こ
ろ
か
ら
自
分
た
ち

で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
良
い
映
像
の
撮

り
方
や
編
集
の
仕
方
を
教
え
て
く
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
、
発
想
や
感

性
が
鍛
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
」

　
修
士
課
程
２
年
の
猪
口
陽
平
さ
ん
も
、

次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
例
え
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
で

は
、
制
御
文
を
教
わ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

の
で
は
な
く
、
い
き
な
り
テ
ー
マ
が
出
さ

れ
て
、
つ
く
り
な
が
ら
必
要
な
構
文
を
学

び
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
の
考
え
方
も

同
時
に
学
べ
る
授
業
で
し
た
」

　
正
課
外
活
動
で
も
、
授
業
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
せ
る
場
面
が
多
く
設
け
ら
れ
て

い
る
。
大
学
院
卒
業
後
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
を
務
め
る
伊
藤
慎
一
郎
さ
ん
は
芸

術
工
学
部
の
学
園
祭
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

　「
映
像
や
シ
ョ
ー
な
ど
演
目
別
に
１
０
０

人
規
模
の
団
体
が
あ
り
、
企
画
・
運
営
は

も
ち
ろ
ん
、衣
装
や
大
道
具
、音
楽
な
ど
も
、

各
分
野
の
学
生
が
分
業
で
つ
く
り
発
表
し

ま
す
。
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
を
経
験
で
き
る
機
会
で
す
」

　
九
州
大
学
で
は
、
初
年
次
教
育
、
専
門

教
育
、
さ
ら
に
は
正
課
外
教
育
も
結
び
つ

け
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
を
育
む

場
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
２
つ
の
科
目
に
よ
っ
て
、

他
者
に
自
分
の
考
え
を
伝
え
、
相
手
の
考

え
を
聞
く
「
対
話
」、
チ
ー
ム
で
一
緒
に
活

動
す
る
「
協
働
」、
活
動
や
考
え
を
振
り
返

る
「
内
省
」
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
学
生
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー

の
素
養
を
築
い
て
い
く
（
Ｐ
．41
図
４
）。

　「
基
幹
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
の
学
生
ア
ン

ケ
ー
ト
を
授
業
前
後
で
比
較
す
る
と
、「
将

来
の
目
標
と
大
学
で
の
学
び
を
結
び
つ
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
58
・
5
％

↓
62
・
８
％
、「
大
学
で
の
学
び
を
理
解
し

て
い
る
」
52
％
↓
68
・
６
％
と
増
加
し
た
。

ま
た
、「
課
題
協
学
科
目
」の
学
生
ア
ン
ケ
ー

ト
（
５
段
階
評
価
）
で
は
、「
話
し
合
う
こ

と
に
よ
り
多
様
な
観
点
か
ら
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
の
回
答
の
平
均
値
は
３
・

89
、「
文
理
混
合
の
ク
ラ
ス
で
グ
ル
ー
プ
学

習
す
る
の
が
面
白
か
っ
た
」
が
３
・
97
と

高
評
価
だ
っ
た
。

　「
科
目
の
デ
ザ
イ
ン
が
機
能
し
、
そ
の
目

的
が
学
生
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
ま
す
。
た
だ
、﹃
課
題
協
学
科
目
﹄

は
後
期
に
な
る
と
学
生
が
形
式
に
慣
れ
て

き
て
、
集
中
で
き
て
い
な
い
と
い
う
課
題

も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
成
果
と
課
題
を
検

証
し
な
が
ら
、
授
業
の
内
容
や
進
め
方
な

ど
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
」（
谷
口
副
院
長
）

＊１　もの・サービス・場所などを、多くの人と共有・交換して利用する社会的な仕組み。　＊２　同一のゴールを目指し、複数のメンバーが個々の能力を最大限に発揮し
つつ、一丸となって進んでいくといったチームをまとめる手法。　＊３　システム開発の初期段階で、ユーザーの動作確認用として作成する試作品のこと。
＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
府

修
士
課
程
１
年

久
恒
泰
地
　ひ
さ
つ
ね
・
た
い
ち

デ
ザ
イ
ン
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
専
攻
。

九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
府

修
士
課
程
２
年

猪
口
陽
平

　い
の
ぐ
ち
・
よ
う
へ
い

九
州
大
学
工
学
部
卒
業
後
、
大
学
院
は

芸
術
工
学
研
究
院
に
進
学
。

九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
府

テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

伊
藤
慎
一
郎

い
と
う
・
し
ん
い
ち
ろ
う

九
州
大
学
大
学
院
卒
業
後
、
現
職
。

九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研
究
院
教
授

富
松

　潔
　と
み
ま
つ
・
き
よ
し

九
州
芸
術
工
科
大
学
卒
業
後
、
企
業
勤

務
、
九
州
芸
術
工
科
大
学
講
師
等
を
経

て
、現
職
。博
士（
芸
術
工
学
）。

課
題
を
自
分
た
ち
で
見
つ
け
、チ
ー
ム
で
つ
く
り
上
げ
て
い
く
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九
州
大
学
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技

術
振
興
機
構
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ

ン
パ
ス
」
に
採
択
さ
れ
、２
０
１
４
年
度
か
ら
、

九
州
各
県
と
山
口
県
の
高
校
生
を
対
象
に
「
世

界
に
羽
ば
た
く
未
来
創
成
科
学
者
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
っ
て
い
る
。
副そ
え

島じ
ま

雄
児
副
理

事
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
学
の
教
育
力

と
最
先
端
の
施
設
・
設
備
を
も
っ
て
、
優
れ
た

資
質
を
持
つ
高
校
生
の
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を

さ
ら
に
伸
ば
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
高

校
生
が
自
ら
設
定
し
た
課
題
を
解
決
す
る
研
究

を
通
し
て
、
科
学
者
に
必
要
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ナ
ー
の
資
質
を
育
も
う
と
し
て
い
ま
す
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
２
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ

る
（
図
）。「
シ
ー
ド
コ
ー
ス
」（
１
年
間
）
に

は
、「
知
的
探
求
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
全
５
コ
ー

ス
）、「
課
題
探
求
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
全
４
コ
ー

ス
）
を
用
意
。
い
ず
れ
も
、
高
校
生
が
月
１
、

２
回
ほ
ど
大
学
を
訪
れ
、
大
学
教
員
や
大
学
院

生
の
指
導
の
下
、
実
験
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通

し
て
学
ん
だ
り
、
自
分
で
設
定
し
た
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
研
究
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
。
そ
し
て

最
後
に
、
全
コ
ー
ス
が
一
堂
に
会
す
る
発
表
会

を
開
催
。
未
来
の
生
活
を
考
え
る
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
担
当
の
牛う
し

尼あ
ま

剛た
け

聡と
し

准
教
授
は
、「
研
究

の
過
程
で
は
、
正
し
い
結
論
を
導
く
だ
け
で
は

な
く
、
自
由
に
議
論
す
る
こ
と
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
ひ
ら
め
き
に
よ
る
発
言
が
、
他
者
を

刺
激
し
、新
し
い
発
想
を
生
む
と
い
う
こ
と
を
、

高
校
生
は
実
感
し
て
い
る
よ
う
で
す
」と
語
る
。

　
続
く
、「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
」
は
、
シ
ー

ド
コ
ー
ス
修
了
生
の
う
ち
、
さ
ら
に
１
年
間
、

よ
り
高
度
な
研
究
活
動
を
希
望
す
る
高
校
生
を

支
援
す
る
。そ
の
研
究
を
公
表
す
る
場
も
用
意
。

15
年
度
は
、
福
岡
で
開
か
れ
た
国
際
学
会
に
受

講
生
が
参
加
し
、
自
分
の
研
究
を
英
語
で
発
表

し
質
疑
に
も
対
応
し
た
。
さ
ら
に
、ベ
ト
ナ
ム
・

ハ
ノ
イ
を
訪
れ
、
現
地
の
高
校
生
と
英
語
で
研

究
内
容
を
発
表
し
合
い
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

次
世
代
科
学
技
術
探
求
コ
ー
ス
担
当
の
田
中
將ま
さ

己き

准
教
授
は
、「
高
校
生
の
研
究
内
容
は
、
学

部
４
年
生
の
卒
業
研
究
と
同
様
の
レ
ベ
ル
で

す
。
失
敗
も
含
め
て
、『
研
究
と
は
何
か
』
を

経
験
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
学
会
で
も
海

外
研
修
で
も
、
受
講
生
は
英
語
で
堂
々
と
発
表

し
て
い
て
、
物
怖
じ
し
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
」
と
語
る
。

　
受
講
生
は
様
々
な
刺
激
を
受
け
て
い
る
。
超

伝
導
体
の
電
流
特
性
を
向
上
さ
せ
る
研
究
に
取

り
組
む
、
福
岡
県
立
修し
ゅ
う

猷ゆ
う

館か
ん

高
校
２
年
生
の
松

藤
圭
亮
さ
ん
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
貴

重
な
体
験
を
し
て
い
る
と
、
手
応
え
を
語
る
。

　「
初
め
て
実
験
を
し
た
時
、
１
回
で
成
功
す

る
と
思
っ
て
い
た
ら
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、

き
ち
ん
と
し
た
デ
ー
タ
を
取
る
の
に
２
時
間
以

上
も
か
か
り
ま
し
た
。
実
験
は
、
９
割
が
失
敗

な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
が
、
試
行
錯
誤
す
る

こ
と
が
楽
し
く
て
、
ほ
か
の
受
講
生
と
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
」

　
九
州
大
学
で
は
、
高
校
生
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ナ
ー
の
資
質
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充

し
、
高
大
接
続
を
図
っ
て
い
く
考
え
だ
。

＊「世界に羽ばたく未来創成科学者育成プロジェクト」の詳しい内容は、右記サイトをご覧ください。　https://fcsp-qu.org/

九
州
大
学
副
理
事（
高
大
連
携
担
当
）

副
島
雄
児

　そ
え
じ
ま
・
ゆ
う
じ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
担
当
者
。

九
州
大
学
大
学
院

芸
術
工
学
研
究
院
准
教
授

牛
尼
剛
聡
　う
し
あ
ま
・
た
け
と
し

コ
ー
ス
担
当
者
。

九
州
大
学
大
学
院

工
学
研
究
院
准
教
授

田
中
將
己
　

た
な
か
・
ま
さ
き

コ
ー
ス
担
当
者
。

福
岡
県
立
修
猷
館
高
校
２
年
生

松
藤
圭
亮

ま
つ
ふ
じ
・
け
い
す
け

プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
生
。

●シードコース（定員60人）
〈知的探求型プログラム〉
科学的知識の発見・探求を志向した課題研究。化学、物理、生物、
数学、地球惑星の5コース。

〈課題探求型プログラム〉
科学技術による課題解決を志向した課題研究。次世代科学技術
探求、未来デザイン、先端バイオ、環境科学の４コース。

●アドバンストコース（10人程度）
・国内外の学会での研究発表　・海外短期派遣研究活動支援
・国際・国内誌への論文発表　・科学技術系コンテストへの参加

＊同大学の資料を基に編集部で作成

九州大学 ●基幹教育「基幹教育セミナー」「課題協学科目」
大 学 Evo l ut ion
大学が拓く新しい学び

「
世
界
に
羽
ば
た
く
未
来
創
成
科
学
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

高
校
生
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
の
資
質
を
育
む

九
州
大
学
で
は
、
高
校
生
を
対
象
に
大
学
教
員
の
指
導
に
よ
る
課
題
解
決
型
研
究
を
行
い
、
未
知
の
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
や
行
動
力
を
育
ん
で
い
る
。

図 「世界に羽ばたく未来創成科学者育成プロジェクト」の概要
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徒
を
招
き
、
各
校
が
活
動
の
進
め
方
や
成

果
、
課
題
な
ど
を
共
有
す
る
「
地
域
創
造

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５ 

ｉ
ｎ 

北ほ
く

栄え
い

」（
以
下
、
本
サ
ミ
ッ
ト
）
を
企
画
し

た
（
図
１
）。

　
開
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
飾
っ
た
の
は
、

鳥
取
中
央
育
英
高
校
２
年
生
有
志
に
よ
る

郷
土
の
伝
統
芸
能「
瀬
戸
獅
子
舞
」だ
。「
地

域
探
究
の
時
間
」
に
伝
統
芸
能
の
継
承
者

不
足
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、
地

域
の
保
存
会
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
練
習

し
て
き
た
。
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と

で
、
生
徒
の
意
欲
を
さ
ら
に
伸
ば
す
と
と

も
に
、
同
校
の
取
り
組
み
を
他
校
に
紹
介

す
る
機
会
に
し
よ
う
と
、
本
サ
ミ
ッ
ト
の

冒
頭
で
披
露
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　
次
に
、
同
校
の
横
山
尚ひ

さ

登と

校
長
が
本
サ

ミ
ッ
ト
実
行
委
員
長
と
し
て
、
故
郷
に
対

す
る
関
心
や
愛
着
を
高
校
段
階
で
高
め
て

　
鳥
取
県
立
鳥
取
中
央
育
英
高
校
（
以
下
、

鳥
取
中
央
育
英
高
校
）
は
、
地
域
を
支
え

る
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
地
域
へ
の

生
徒
の
愛
着
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
地

域
の
課
題
を
考
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

柱
と
な
る
の
は
、
２
年
生
の
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
に
取
り
組
む
「
地
域
探
究

の
時
間
」
で
、
地
域
に
関
す
る
テ
ー
マ
を

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
設
け
、
地
域
の
人
と
の

交
流
を
通
し
て
解
決
策
を
探
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
同
様
の
活
動
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
同
県
や
近
隣
県
の
高
校
か
ら
生

い
く
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。

　
続
い
て
、
同
校
の
所
在
地
で
あ
る
鳥
取

県
中
央
部
の
町
、
北
栄
町
の
松
本
昭
夫
町

「地域創造ハイスクールサミット２０１５
in 北栄」のプログラム図１

❶開会オープニング
•郷土芸能「瀬戸獅子舞」披露：
鳥取県立鳥取中央育英高校２年生有志

•サミット実行委員長挨拶：
鳥取県立鳥取中央育英高校　横山尚

ひさ

登
と

校長
•来賓挨拶：北栄町　松本昭夫町長／

鳥取県教育委員会　山本仁志教育長
•主催校生徒会長挨拶：
鳥取県立鳥取中央育英高校２年　坂田育

いく

斗
と

さん

❷サミット参加７校によるプレゼンテーション※発表順
鳥取県立鳥取中央育英高校／鳥取県立岩美高校／鳥
取県立倉吉東高校／兵庫県立村岡高校／鳥取県立日野
高校／鳥取県立智

ち

頭
づ

農林高校／島根県立隠
お

岐
き

島
どう

前
ぜん

高校

❸討論会「高校生が考える地域創造」
•司会：鳥取大学　大学教育支援機構

教員養成センター　大谷直
ただ

史
し

准教授
•オブザーバー：島根県教育魅力化特命官　岩本　悠

ゆう

氏
•パネリスト：サミット参加７校の代表者各２～３人

❹振り返り
来場できなかった島根県立隠岐島前高校を除く、サミッ
ト参加６校の生徒全員と来場者による振り返り

＊「地域創造ハイスクールサミット2015　in　北栄」の資料を基に編集
部で作成

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
活
動
の

成
果
と
課
題
を
共
有
す
る
た
め
に
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鳥
取
県
で
「
地
域
創
造
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
　

ｉ
ｎ
　

北ほ
く

栄え
い

」
が
開
催

「
故
郷
の
未
来
は
こ
の
手
で
担
う
！
」

高
校
生
が
地
方
創
生
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
討
論

２
０
１
５
年
12
月
、
高
校
生
が
自
ら
の
目
線
で
捉
え
た
地
方
創
生
案
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
地
域
創
造
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
　

ｉ
ｎ
　

北
栄
」
が
、

鳥
取
県
立
鳥
取
中
央
育
英
高
校
で
行
わ
れ
た
。
鳥
取
県
、
兵
庫
県
、
島
根
県
か
ら
７
つ
の
高
校
の
生
徒
が
一
堂
に
会
し
、

自
校
が
ど
の
よ
う
に
地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
活
動
の
過
程
で
何
を
得
た
の
か
な
ど
を
発
表
・
討
論
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
当
日
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

＊プロフィールは２０１６年３月時点のものです
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長
、
同
県
教
育
委
員
会
の
山
本
仁
志
教
育

長
が
登
壇
。
本
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
期
待

を
語
っ
た
。
松
本
町
長
は
、
同
町
が
同
校

と
連
携
し
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
述
べ
、
若
者
の
柔
軟
な
発
想

が
地
方
創
生
の
鍵
に
な
る
と
強
調
し
た
。

山
本
教
育
長
は
、
他
校
の
取
り
組
み
の
工

夫
を
知
る
こ
と
で
、
気
づ
き
が
何
倍
に
も

な
る
と
話
し
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

　
本
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
２
つ
の
主
要
な
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
。

　
そ
の
１
つ
め
は
、
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し

た
７
校
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

各
校
の
代
表
グ
ル
ー
プ
が
、
地
域
の
発
展

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
に
つ

い
て
発
表
し
た
（
図
２
・
写
真
１
）。
参
加

校
の
１
つ
、島
根
県
立
隠お

岐き

島ど
う

前ぜ
ん

高
校
（
以

下
、
隠
岐
島
前
高
校
）
は
、
悪
天
候
の
影

響
で
来
場
で
き
な
か
っ
た
た
め
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
電
話
機
能
を
用
い
て
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
ど
の
高
校
も
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す

る
多
彩
な
試
み
を
紹
介
し
た
。
例
え
ば
、

地
域
の
自
然
の
美
し
さ
を
ま
と
め
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
観
光
客
の
増
加
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
鳥
取
県
立
岩
美
高
校
、

江
戸
時
代
に
用
い
ら
れ
た
格
子
戸
を
作
り
、

古
く
か
ら
地
元
に
あ
る
商
店
な
ど
に
納
品

し
て
い
る
鳥
取
県
立
智ち

頭づ

農
林
高
校
（
以

下
、
智
頭
農
林
高
校
）、
自
校
で
飼
育
す
る

蜜
蜂
か
ら
蜂
蜜
を
採
取
し
、
そ
の
蜂
蜜
を

用
い
た
ド
ー
ナ
ツ
を
商
品
化
し
て
い
る
鳥

取
県
立
日
野
高
校
と
い
っ
た
具
合
だ
。
ア

イ
デ
ア
を
た
だ
出
す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
実
践
し
て
い
る
高
校
が
多
い
の
は
、
高

校
生
が
真
剣
に
地
域
の
課
題
と
向
き
合
っ

て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
取
り
組
み
を
通
し
て
、
素
晴
ら

し
い
文
化
や
産
業
が
身
近
に
あ
る
こ
と
に

写真１　プレゼンテーションでは、代表グループが１校ず
つ登壇し、スライドを用いて自校の取り組み内容を発表。

プレゼンテーションでの各校の発表内容要旨（発表順）図２

◎鳥取県立鳥取中央育英高校　「地域探究
の時間」での取り組みと、それを通して見
えてきた地域の良さを発表。例えば、ブ
ドウ農家への取材で、自校の所在地であ
る北栄町は日照量が多く、土地の水はけ
が良いことなどを学んだ。今後は、特産
品や自然環境の良さなどをＰＲする動画を
作成し、ホームページなどで紹介しても
らえるように自治体に働きかけていくこ
とを考えている。

◎鳥取県立岩美高校　学校設定科目「ジ
オパーク（＊１）」での活動内容と成果を紹
介。例えば、2014年度に行った山陰海
岸ジオパーク（＊２）でのフィールドワー
クでは、地域にある美しい自然の魅力を
県外の人に訴求するためのパンフレット
を、鳥取環境大の研究者や大学生ととも
に製作した。また、2015年度に行ったイ
ンターンシップでは、地域産業への理解
を深められた。

◎鳥取県立倉吉東高校　過疎問題につい
て考察し、解決策を提案。過疎地域でイ
ンタビュー調査を行ったところ、「生活に

不満を感じている」という人はどの年齢層
でも２割に満たなかった。ただ、その一
方で、人口流出によって人と人とのつな
がりが失われている様子が見て取れた。
そこで、自分たちが主体的になって人と
のつながりを再生させたいと、自治体と
ともに地域活動を企画・運営する組織「人

じん

輪
りん

委員会」を校内に設けようとしている。

◎兵庫県立村岡高校　地域活性化活動を
紹介。例えば、注目してもらいたい場所
や施設等を詳しく紹介するなど、自分の
関心に応じて地図を作り直す「リマップ」
活動に取り組む。１年生では、地域の古
い町並みを見学することをテーマにした
地図などを作製した。３年生では、人物、
歴史、自然という３つのテーマごとに、
映像を用いて地図を作り直し、地域の魅
力を県内外に訴求しようとしている。

◎鳥取県立日野高校　地域活性化活動
の内容を紹介。例えば、和歌山大学の学
生とともに地域の農村に宿泊し、農業を
体験したほか、農村の経済状況や今後の
見通しなどについてインタビュー調査を

行った。また、地域の養蜂家の協力を得
て校内で蜜蜂を飼育しており、蜂蜜も自
分たちで採取。それを用いたドーナツを、
地域の業者に依頼して商品化した。地域
資源の有効活用になると期待している。

◎鳥取県立智頭農林高校　地域と連携し
て取り組む授業の内容を紹介。伝統的な
農業と景観を保全しようと取り組んでい
る棚田の補修活動では、田植えや草刈り
も行っている。また、江戸時代に栄えた
宿場町・智頭宿の景観を復元するために、
地域の人たちの指導の下、格子戸作りに
取り組み、地域の老舗の商店や旅館など
に納品している。

◎島根県立隠岐島前高校　浜辺のゴミを
拾う活動を紹介。拾ったゴミを分類する
と、地元から出たと思われるゴミが約７
割を占めた。そこで、自分たちが地域の小・
中学校で所定の場所にゴミを捨てる習慣
を定着させるなどの啓発授業を行う。ま
ずは子どもに働きかけることで、次第に
大人の意識も変わり、少しずつだが着実
にゴミを減らせると期待している。

多
彩
な
試
み
を
通
し
て

地
域
の
魅
力
を
発
信

45 Apri l  2016

＊１　美しい地質や貴重な地質を保護するとともに、教育などに生かすことを目的にした自然公園。
＊２　京都府、兵庫県、鳥取県にまたがる、面積2458.44k㎡のジオパーク。リアス式海岸などを観察できる。
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県
立
倉
吉
東
高
校
の
生
徒
が
「
地
域
貢
献

に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
」
と
問
い

か
け
た
。
そ
れ
に
対
し
、
智
頭
農
林
高
校

の
生
徒
は
「
格
子
戸
を
設
置
し
た
家
屋
を

増
や
し
、
江
戸
時
代
の
宿
場
町
の
面
影
を

再
現
す
る
こ
と
で
、
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
を
高
め
た
い
。
そ
う
な
れ
ば
観
光
客
が

増
え
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
」
と
答
え
た
。
地
域
の
課
題
に
向

き
合
っ
て
得
ら
れ
た
こ
と
の
１
つ
と
し
て
、

多
く
の
生
徒
が
「
自
分
の
意
見
を
伝
え
る

力
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
こ
と
」
を
挙
げ
て

い
た
が
、
そ
れ
は
、
実
際
に
質
疑
応
答
で

論
理
的
に
考
え
を
述
べ
合
う
生
徒
の
姿
に
、

は
っ
き
り
表
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

　
さ
ら
に
、
他
校
の
活
動
に
対
す
る
提
案

も
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
鳥
取
中
央
育
英

高
校
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
研

究
機
関
の
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
、
鳥
取
県

の
住
民
の
幸
福
度
に
言
及
し
て
い
た
。
そ

れ
に
つ
い
て
兵
庫
県
立
村
岡
高
校
の
生
徒

は
、「
地
域
の
人
の
幸
福
度
を
独
自
に
調
べ

る
と
、面
白
い
の
で
は
な
い
か
」と
勧
め
た
。

　
ま
た
、
討
論
会
の
途
中
に
は
、
鳥
取
県

の
平
井
伸し

ん

治じ

知
事
が
来
場
し
、「
高
校
生
一

人
ひ
と
り
が
、
地
域
の
未
来
を
変
え
る
力

を
秘
め
て
い
る
」
と
、
生
徒
を
激
励
す
る

一
幕
も
あ
っ
た
。
本
サ
ミ
ッ
ト
に
寄
せ
る

気
づ
い
た
と
い
う
声
も
、
多
く
の
高
校
の

発
表
で
聞
か
れ
た
。

　
本
サ
ミ
ッ
ト
の
２
つ
め
の
主
要
イ
ベ
ン

ト
は
、
討
論
会
だ
。
７
校
の
代
表
者
各
２

〜
３
人
に
、
司
会
と
し
て
鳥
取
大
学
大
学

教
育
支
援
機
構
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
の
大

同
県
の
期
待
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
討
論
会
の
後
に
は
、
本
サ
ミ
ッ
ト
の
振

り
返
り
が
行
わ
れ
た（
写
真
２
）。
そ
れ
は
、

当
日
に
得
た
気
づ
き
を
、
今
後
の
活
動
に

し
っ
か
り
生
か
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

　
岩
本
氏
の
司
会
に
よ
り
、
隠
岐
島
前
高

校
の
生
徒
を
除
く
、
会
場
に
い
る
生
徒
全

員
と
来
場
者
が
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
①
本

サ
ミ
ッ
ト
で
学
ん
だ
こ
と
、
②
本
サ
ミ
ッ

ト
の
課
題
、③
課
題
の
改
善
策
を
話
し
合
っ

た
。
①
に
つ
い
て
は
、「
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
の
様
々
な
取
り
組
み
が
分
か
っ
た
こ

谷
直た

だ

史し

准
教
授
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

島
根
県
教
育
魅
力
化
特
命
官
の
岩
本
悠ゆ

う

氏

が
加
わ
り
、「
高
校
生
が
考
え
る
地
域
創
造
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
た
（
図
３
）。

　
本
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
感
想
や
、
地
域

の
課
題
に
向
き
合
っ
て
得
ら
れ
た
こ
と
を
、

ど
の
生
徒
も
具
体
的
に
挙
げ
た
ほ
か
、
生

徒
同
士
が
取
り
組
み
に
関
す
る
質
疑
応
答

を
活
発
に
行
っ
た
。
例
え
ば
、
智
頭
農
林

高
校
の
格
子
戸
作
り
に
対
し
て
は
、
鳥
取

写真２　振り返りでは、生徒が自分から来場者に声をかけて
グループをつくり、積極的に自分の考えを述べていた。

討論会で多くの高校生から出された意見（抜粋）図３

本サミットに参加した感想
●他校の実践を知り、自校の取り組みをより良くする参考になった。
•鳥取県立日野高校が、取り組みの中で試作したドーナツを、地域の協力を
得て商品化していることに刺激を受けた。自分たちも、地域の農園で栽培
したイチゴを用いたタルトを校内で作っているが、それも商品化させたい（鳥
取県立岩美高校）。

•「子どもの行動を通して大人を変える」という島根県立隠岐島前高校の姿勢
に勇気をもらった。自分たちもそうした気持ちで取り組んでいきたい（兵庫
県立村岡高校）。

•インタビュー調査を通して幅広い年齢層の意見を聞くという鳥取県立倉吉
東高校の手法を、今後は自分たちの取り組みにも取り入れていきたい（鳥取
県立鳥取中央育英高校）。　など

地域の課題に向き合って得られたこと
●地域に対する見方が変わった。取り組みを始める前は「何もない不便な所」と
いう印象だったが、取り組むうちに、名所や古跡があること、豊かな自然があ
ることなどに改めて気づき、地域を誇りに思い、自分の手で発展させたいと
いう気持ちが生まれた。

●生徒同士はもちろん、地域の人たちとも意見交換を重ねることで、自分の視
野が広がったと実感している。

●地域の人や企業の人といった学校外の大人と交流することで、自分の意見を
整理し、分かりやすく伝える力が身についた。

●行動して初めて見えてくるものがあることや、先入観ではなく、自分の体験に
よって物事を判断することの重要性を学んだ。

●チーム内で力を合わせれば、１人ではできないような大きなことが実現できる
と身をもって感じた。　など

サ
ミ
ッ
ト
で
何
を
得
た
の
か
を

生
徒
が
来
場
者
と
と
も
に
検
討

46Apri l  2016

論
理
的
に
意
見
を
述
べ

堂
々
と
議
論
す
る
生
徒
た
ち
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と
」、
②
に
つ
い
て
は
、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
討
論
会
も
、
テ
ー
マ
が
広
く
な

り
す
ぎ
、
論
点
が
や
や
ぼ
や
け
て
し
ま
っ

た
こ
と
」、
③
に
つ
い
て
は
、「
テ
ー
マ
を

も
っ
と
絞
る
こ
と
」
な
ど
、
様
々
な
意
見

が
挙
げ
ら
れ
た
。
岩
本
氏
は
、
地
域
活
性

化
に
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
、
主
体
的
な

行
動
力
、
課
題
発
見
・
解
決
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
３
つ
を
挙
げ
、
そ

れ
ら
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
多
様
な
人
た

ち
と
の
交
流
が
重
要
だ
と
強
調
。
交
流
の

輪
を
他
地
域
に
広
げ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

学
び
を
豊
か
に
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

　
最
後
に
、
討
論
会
に
参
加
し
た
生
徒
が
、

討
論
の
内
容
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
本
サ

ミ
ッ
ト
の
「
共
同
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
表
し

た
。
そ
れ
は
３
つ
の
宣
言
か
ら
成
り
、「
私

た
ち
は
、
高
校
生
の
視
点
か
ら
地
域
と
連

携
し
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
探
究
し
、

地
域
創
造
の
た
め
に
提
言
し
て
い
き
ま
す
」

「
私
た
ち
は
、『
地
域
創
造
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

サ
ミ
ッ
ト
』
を
今
後
も
協
力
し
て
開
催
し
、

意
見
交
換
し
て
い
き
ま
す
」「
私
た
ち
は
、

地
域
創
造
の
志
を
共
有
す
る
仲
間
を
全
国

に
求
め
て
い
き
ま
す
」
と
、
決
意
を
力
強

く
述
べ
て
い
た
。
今
後
も
、「
地
域
創
造
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
」
の
進
展
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

　
故
郷
は
、
誰
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い

も
の
で
す
。
た
だ
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
か
、
そ
の
良
さ
に
気
づ
き
に
く
い

面
が
あ
り
ま
す
。
都
市
部
の
華
や
か
さ
に
憧
れ

や
す
い
地
方
の
子
ど
も
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら

で
す
。
ま
た
、
地
方
の
高
校
で
は
、
多
く
の
生

徒
を
都
市
部
の
大
学
な
ど
に
送
り
出
し
ま
す
か

ら
、
高
校
段
階
で
生
徒
を
故
郷
と
し
っ
か
り
向

き
合
わ
せ
て
こ
そ
、
地
域
を
担
う
人
材
が
育
て

ら
れ
る
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
校
に
赴
任
し
た
14
年
度
に
、
地

域
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
に
つ
い
て
探
究
し
、

考
え
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
地
方
に
は
、

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
、
容
易
に
は
解
決

策
が
見
い
だ
せ
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
ど
の
生
徒
も
探
究
活
動
を
通
し

て
実
感
す
る
で
し
ょ
う
。
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
漠

然
と
知
っ
て
い
た
社
会
問
題
が
、
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
で
実
際
に
進
行
し
て
い
る
こ
と

を
知
れ
ば
、「
自
分
た
ち
の
手
で
何
と
か
し
よ

う
」
と
い
う
意
欲
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
２
年
生
に
「
地
域
探
究
の
時
間
」
を
設
け
る

な
ど
、
取
り
組
み
が
本
格
化
し
た
15
年
度
に
は
、

他
校
と
の
意
見
交
換
の
場
を
つ
く
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
介
し
、
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て

い
る
高
校
は
、
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

特
殊
な
環
境
で
の
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
全
国
で
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
を
共
有

し
、
一
般
化
す
る
こ
と
こ
そ
、
地
方
創
生
へ
の

大
き
な
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
本

サ
ミ
ッ
ト
を
本
校
が
主
催
し
た
理
由
で
す
。
前

例
が
あ
ま
り
な
い
取
り
組
み
な
の
で
、
手
探
り

で
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
先
生
方
が
、
他

校
の
活
動
の
視
察
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
く

れ
た
か
ら
こ
そ
、
実
現
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
サ
ミ
ッ
ト
の
討
論
会
で
は
、
他
校
の
取
り

組
み
か
ら
刺
激
を
受
け
た
と
い
う
声
が
、
参
加

校
の
多
く
の
生
徒
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回

得
た
気
づ
き
を
基
に
、
生
徒
が
主
体
的
に
工
夫

す
れ
ば
、
各
校
の
活
動
は
も
っ
と
充
実
し
て
い

く
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
本
サ
ミ
ッ
ト
を
継

続
し
て
い
く
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
発
表
さ
れ
た
３
つ
の
宣
言
に
あ
っ
た
よ
う

に
、
今
後
は
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
、
進
ん
で

計
画
し
、
運
営
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

     

　
本
校
の
15
年
度
の
「
地
域
探
究
の
時
間
」
で

は
、
２
年
生
が
郷
土
芸
能
や
福
祉
な
ど
の
25
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
地
域
の
人
と
交
流
し
な
が

ら
課
題
を
見
つ
け
、
解
決
策
を
探
り
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
の
面
白
さ

に
ど
の
生
徒
も
気
づ
き
、
知
的
好
奇
心
を
高
め

て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
教
科
学
習

の
意
欲
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
知
ら
な
い
人
に
対
し
て
で
も
堂
々
と
自
分
の

意
見
が
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
取
り

組
み
の
大
き
な
成
果
で
す
。
そ
れ
は
、「
地
域

探
究
の
時
間
」
の
集
大
成
と
位
置
づ
け
て
い
た

本
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
発
揮
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、
ア
イ

デ
ア
を
も
っ
と
実
践
に
移
し
、
現
実
的
な
提
案

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

教
師
間
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
間
で
も
、
自
分
た

ち
の
気
づ
き
や
学
び
を
下
の
学
年
に
し
っ
か
り

引
き
継
ぎ
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て

開
催
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

生
徒
が
自
分
の
気
づ
き
を

後
輩
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に

鳥
取
県
立
鳥
取
中
央
育
英
高
校

校
長横山

尚
登

よ
こ
や
ま
・
ひ
さ
と

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

鳥
取
県
立
鳥
取
中
央
育
英
高
校

企
画
研
修
部
主
任

田
中
暁
宏

た
な
か
・
あ
き
ひ
ろ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。

高
校
生
が
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
意
義
〜
「
地
域
創
造
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
　

ｉ
ｎ
　

北
栄
」
を
終
え
て
〜
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校
生
73
人
が
出
場
し
た
。
本
大
会
は
、
毎

年
12
月
に
行
わ
れ
る
Ｈ
Ｅ
ｎ
Ｄ
Ａ
主
催

の
「
全
国
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」

（
＊
）の
山
梨
県
予
選
を
兼
ね
て
行
わ
れ
る
。

今
回
の
プ
レ
大
会
の
目
的
は
、
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
本
大
会
の
質
を
よ
り
高

め
る
と
同
時
に
、学
校
間
で
の
生
徒
・
教
師

の
交
流
、
指
導
力
の
向
上
を
進
め
、
県
全

体
で
の
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
認
知
を
高
め

て
、
英
語
教
育
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
だ
。

　
県
内
初
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
に
向
け
た

道
の
り
は
、
14
年
度
に
始
ま
っ
た
。
当
時

の
阿
部
邦
彦
山
梨
県
高
等
学
校
教
育
研
究

会
英
語
部
会
会
長
（
現
山
梨
県
教
育
委
員

会
教
育
長
）の
発
案
を
受
け
て
、同
年
６
月
、

英
語
部
会
総
会
で
２
年
後
の
大
会
実
施
が

決
議
さ
れ
た
。
大
会
に
企
画
段
階
か
ら
か

か
わ
る
英
語
部
会
の
池い

け

谷や

佐
知
子
副
会
長

（
韮に

ら

崎さ
き

高
校
教
頭
）
は
、
こ
う
語
る
。

　「
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
英
語
の
４
技
能
を
総

合
的
に
育
成
で
き
る
活
動
で
あ
り
、CA

N
-

D
O

リ
ス
ト
の
到
達
目
標
の
１
つ
で
も
あ

り
ま
す
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
県
内
に
広
め
る

こ
と
で
、
生
徒
の
英
語
力
の
向
上
を
図
り

た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
準
備
は
、
教
師
自
身
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
を

知
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。既
に
英
語
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
を
開
催
し
、
そ
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
近
隣
県
の
英
語
教
師
や
、
英

語
教
育
を
専
門
と
す
る
大
学
教
員
ら
を
招

い
て
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
魅
力
や
教
育
効
果
、
指
導

　
２
０
１
６
年
２
月
、「
Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ

ｈ
ｉ
　

Ｃ
ｕ
ｐ
　

２
０
１
５
」
の
開
会
式
会

場
の
山
梨
県
立
甲
府
昭
和
高
校
の
ホ
ー
ル

は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
出
場
す
る
高

校
生
や
引
率
の
教
師
、
応
援
に
駆
け
つ
け

た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
県
内
の
中

学
・
高
校
の
英
語
教
師
や
中
学
生
ら
、
多

く
の
観
客
が
詰
め
か
け
て
い
た（
写
真
１
）。

　
こ
の
大
会
は
、
16
年
度
に
実
施
予
定
の

山
梨
県
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
の

本
大
会
に
向
け
た
「
プ
レ
大
会
」
と
し
て

実
施
さ
れ
、
山
梨
県
内
の
高
校
10
校
、
高

＊詳しくは全国高校英語ディベート連盟（HEnDA）のウェブサイトをご覧ください。
　http://henda.global/

●論題 日本は、法的な成人年齢を18歳に引き下げるべきである。
 Japan should lower the age of adulthood to 18.
●出場校 県立　韮

にら

崎
さき

高校、甲府西高校、甲府南高校、甲府昭和高校、
都
つ

留
る

高校、都留興譲館高校、吉田高校
 私立　山梨英和中学校・高校、駿台甲府高校、山梨学院大

学附属高校
●ジャッジ 神田外語大学講師・田島慎

のり

朗
あき

、長野県松本県
あがた

ヶ
が

丘
おか

高校
教諭・池上博、長野県屋

や

代
しろ

高校教諭・ジョシュア・コピ
トスキー、埼玉県立浦和北高校教諭・丸橋洋之、さい
たま市立浦和高校教諭・浜野清

きよ

澄
ずみ

「Yamanashi Cup 2015」概要図 1

（審査員）

２
年
間
を
か
け
て

デ
ィ
ベ
ー
ト
と
は
何
か
を
知
る
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高
校
生
が
英
語
力
、
論
理
的
思
考
力
を
競
う
！

県
の
英
語
教
育
の
底
上
げ
を
目
指
し
、

山
梨
県
で
初
の
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
を
開
催

２
０
１
６
年
２
月
、
山
梨
県
立
甲
府
昭
和
高
校
に
お
い
て
、
山
梨
県
で
初
め
て
の
全
県
規
模
と
な
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
「
Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
　
Ｃ
ｕ
ｐ
　
２
０
１
５
」
が

開
催
さ
れ
た
。
山
梨
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
の
英
語
部
会
が
中
心
と
な
り
、
先
進
県
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
２
年
前
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
。

県
立
・
私
立
計
10
校
、
73
人
の
高
校
生
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
が
参
加
し
た
大
会
当
日
の
模
様
と
、
大
会
開
催
に
至
る
道
の
り
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

Q6-032-10 2016 年度　VIEW21高校版 4月号web用 PDF作成2016 年度VIEW21高校版 4月号　P48 流用 48 頁 ＭＫ新組
04/01
益岡 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-

P48-51_view21koukou-4g_web.indd   48 16/04/01   11:18

http://henda.global/


法
な
ど
を
学
び
、
各
校
は
授
業
に
積
極
的

に
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。

　
早
速
、
実
戦
に
も
参
加
。
14
年
12
月
、

山
梨
県
立
谷や

村む
ら

工
業
高
校
（
現
山
梨
県
立

都つ

留る

興
譲
館
高
校
）
が
山
梨
県
勢
と
し
て

は
初
め
て
「
全
国
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー

ト
大
会
」
に
出
場
、
翌
年
２
月
、
山
梨
県

立
甲
府
昭
和
高
校
が
「
高
校
生
英
語
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
」
に
出

場
し
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
堂
々
と
披
露
す
る

な
ど
、
徐
々
に
機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
プ
レ
大
会
の
開
催
は
、
15
年
６
月
の
英

語
部
会
総
会
で
決
定
。
前
年
に
引
き
続
き
、

講
演
会
な
ど
を
開
き
、
同
年
10
月
に
は
、

山
梨
県
立
吉
田
高
校
が
「
全
国
高
校
生
英

語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
参
加
し
て
善
戦
し
た
。
そ
れ
ら
の

経
験
を
英
語
部
会
の
中
で
共
有
す
る
中
で
、

教
師
・
生
徒
の
間
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
特
別

な
も
の
と
す
る
意
識
は
薄
ら
い
で
い
っ
た
。

　
大
会
準
備
は
、吉
田
高
校
が
事
務
局
（
英

語
部
会
会
長
・
坂
本
明あ

き

大ひ
ろ

校
長
、同
副
会
長
・

相
沢
季き

里り

教
頭
）、
甲
府
昭
和
高
校
（
同
副

会
長
・
三
浦
浩こ

う

一い
ち

教
頭
）
と
韮
崎
高
校
が

協
力
校
と
な
り
、
企
画
か
ら
開
催
ま
で
英

語
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
。

　「
英
語
部
会
が
、
県
教
育
委
員
会
、
県
教

育
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
準
備

を
進
め
る
こ
と
で
、
公
立
・
私
立
を
問
わ

ず
県
内
全
て
の
高
校
が
、
研
修
や
大
会
に

か
か
わ
る
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
容
易

に
な
り
ま
し
た
。
大
会
の
意
図
や
重
要
性

に
つ
い
て
も
学
校
間
で
目
線
合
わ
せ
が
で

き
た
こ
と
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
池
谷
副
会
長
）

　
県
主
催
の
大
会
と
し
て
は
後
発
だ
っ
た

こ
と
も
幸
い
し
た
。
山
梨
県
は
、
埼
玉
県

や
長
野
県
な
ど
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
先
進
県
に

隣
接
し
て
い
る
た
め
、
他
校
の
視
察
や
講

師
の
招

し
ょ
う

聘へ
い

が
比
較
的
容
易
に
進
み
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
プ
レ

大
会
で
も
、５
人
の
ジ
ャ
ッ
ジ（
図
１
）の

う
ち
４
人
は
両
県
か
ら
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

指
導
の
第
一
人
者
を
招
き
、
試
合
の
判
定

と
講
評
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
、
大
学
か
ら

も
ジ
ャ
ッ
ジ
を
招
く
こ
と
で
、
大
会
の
質

を
担
保
で
き
た
と
、
池
谷
副
会
長
は
言
う
。

　「
ジ
ャ
ッ
ジ
の
先
生
を
始
め
、
先
進
県
の

先
生
方
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
開
催

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
デ
ィ
ベ
ー
ト
大

会
を
実
施
す
る
場
合
は
、
先
進
県
の
交
流

の
輪
に
入
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
て
い

く
こ
と
が
鍵
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
も
ち
ろ
ん
、
実
施
に
至
る
ま
で
の
道
の

り
は
決
し
て
平
た
ん
で
は
な
か
っ
た
。
何

よ
り
も
懸
念
さ
れ
た
の
は
教
師
の
負
担
だ
。

　「
県
を
挙
げ
て
の
大
会
と
な
る
と
、
準
備

や
生
徒
へ
の
指
導
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
上
、
私
た
ち
教
師
自
身
が
デ
ィ
ベ
ー

ト
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
大
会

出
場
を
た
め
ら
う
大
き
な
要
因
に
な
っ
て

い
ま
し
た
」（
池
谷
副
会
長
）

　
ま
た
、
同
県
で
は
毎
年
、
英
語
の
ス
ピ
ー

チ
・
コ
ン
テ
ス
ト
と
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
各
校
が

２
年
ご
と
に
幹
事
校
と
な
る
。
そ
の
運
営
・

指
導
に
加
え
て
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
ま
で

行
う
の
は
厳
し
い
と
い
う
声
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
声
に
対
し
て
は
、
２

年
間
と
い
う
時
間
を
か
け
て
準
備
や
勉
強

会
を
重
ね
て
い
き
、
少
し
ず
つ
理
解
を
得

て
い
っ
た
。
大
会
運
営
の
責
任
者
で
あ
る

事
務
局
長
の
上か

み

村む
ら

泰
子
先
生
（
吉
田
高
校
）

も
、
当
初
は
不
安
を
抱
え
る
１
人
だ
っ
た
。

　「
英
語
で
考
え
て
、
討
論
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
本
校
の
生
徒
に
で
き
る
の
か
、
大

会
の
実
施
が
決
ま
っ
た
後
も
心
配
で
し
た
。

し
か
し
、
先
進
県
の
試
合
を
見
学
し
、
生

き
生
き
と
討
論
す
る
生
徒
の
姿
を
見
て
、

考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。
同
じ
高
校
生
な

の
だ
か
ら
、
山
梨
の
高
校
生
に
も
で
き
る

は
ず
。
何
よ
り
も
、
自
分
の
生
徒
に
同
じ

写真 1　会場には、出場者のほかに、応援団のクラスメー
ト、英語に関心が高い中学校教師や中学生も集まった。

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

埼
玉
県
、
長
野
県
な
ど
近
隣
の

先
進
県
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収

生
徒
た
ち
の
変
化
が

教
師
の
不
安
を
払
し
ょ
く

山
梨
県
立
吉
田
高
校

上
村
泰
子

か
み
む
ら
・
や
す
こ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
５
年
目
。
山
梨
県

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
事

務
局
長
。

山
梨
県
立
韮
崎
高
校

教
頭池谷

佐
知
子

い
け
や
・
さ
ち
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
１
年
目
。
山
梨
県

高
等
学
校
教
育
研
究
会
英

語
部
会
副
会
長
。
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決
ま
る
。
全
試
合
に
勝
っ
て
も
優
勝
で
き

る
と
は
限
ら
ず
、
ジ
ャ
ッ
ジ
の
採
点
が
確

定
す
る
ま
で
順
位
の
行
方
は
分
か
ら
な
い
。

　
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
論
題
は
、「
日
本
は
、
法

的
な
成
人
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ
る
べ

き
で
あ
る
」（
プ
レ
大
会
で
あ
る
た
め
、
過

去
の
全
国
大
会
の
論
題
を
使
っ
た
）。
出
場

登
録
で
き
る
の
は
１
校
８
人
ま
で
で
、
試

合
に
出
ら
れ
る
の
は
そ
の
う
ち
３
〜
４
人

だ
。
３
試
合
で
全
て
の
チ
ー
ム
が
肯
定
側
・

否
定
側
の
両
方
の
立
場
を
経
験
す
る
よ
う

に
組
み
合
わ
さ
れ
た
。
既
に
県
外
で
複
数

の
試
合
に
出
場
し
た
経
験
の
あ
る
チ
ー
ム

か
ら
、デ
ィ
ベ
ー
ト
に
初
挑
戦
と
い
う
チ
ー

ム
ま
で
、
各
校
の
レ
ベ
ル
は
様
々
だ
っ
た
。

チ
ー
ム
内
で
メ
モ
を
回
し
て
情
報
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
共
有
す
る
チ
ー
ム
も
あ
れ
ば（
写

真
３
）、
言
葉
に
詰
ま
っ
て
沈
黙
が
続
く

チ
ー
ム
も
あ
っ
た
が
、
自
分
の
考
え
を
き

ち
ん
と
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
、
相
手
の

主
張
に
耳
を
傾
け
る
マ
ナ
ー
の
良
さ
は
、

ど
の
チ
ー
ム
に
も
共
通
し
て
い
た
。

　
毎
回
の
試
合
後
に
は
、
ジ
ャ
ッ
ジ
が
各

チ
ー
ム
１
人
の
「
ベ
ス
ト
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
」

を
発
表
し
、試
合
を
講
評
し
た
（
写
真
４
）。

「
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は

単
な
る
意
見
」「
質
問
は
次
の
ア
タ
ッ
ク
に

つ
な
が
る
よ
う
に
誘
導
し
よ
う
」
と
い
っ

た
、
全
国
大
会
を
見
据
え
た
実
戦
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
な
さ
れ
、
出
場
し
た
生
徒
は

も
ち
ろ
ん
、
試
合
を
見
守
っ
て
い
た
教
師

や
生
徒
た
ち
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

体
験
を
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
、
私
自

身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
」

　
上
村
先
生
が
プ
レ
大
会
の
成
功
を
確
信

し
た
の
は
、
吉
田
高
校
の
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
英
会

話
部
）
が
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
参
加

し
た
時
だ
。
不
安
を
口
に
し
な
が
ら
会
場

入
り
し
た
生
徒
た
ち
が
、
帰
り
の
車
中
で

は
興
奮
し
た
面
持
ち
で
大
会
の
感
想
を
英

語
で
語
り
合
い
、
学
校
に
到
着
す
る
ま
で

明
る
い
会
話
が
途
切
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　「
初
め
て
の
公
式
戦
で
12
チ
ー
ム
中
６
位

と
い
う
成
績
を
残
し
、『
自
分
た
ち
も
や
れ

ば
で
き
る
ん
だ
』
と
い
う
手
応
え
や
充
実

感
を
得
た
の
で
し
ょ
う
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
へ

の
意
欲
が
高
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
大
会

を
通
し
て
生
徒
の
気
持
ち
が
団
結
し
て
い

く
様
子
を
見
て
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
心

の
底
か
ら
思
い
ま
し
た
」（
上
村
先
生
）

　
プ
レ
大
会
に
は
10
校
が
出
場
し
、
１
校

に
つ
き
３
試
合
が
行
わ
れ
た
（
写
真
２
）。

試
合
は
全
国
大
会
予
選
と
同
じ
ル
ー
ル
で

進
め
ら
れ
、
チ
ー
ム
の
勝
ち
点
、
対
戦
相

手
の
勝
敗
、英
語
力
を
見
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
を
総
合
し
て
順
位
が

　
９
時
に
第
１
試
合
が
始
ま
り
、
14
時
頃

に
全
試
合
が
終
了
。
参
加
者
全
員
が
ホ
ー

ル
に
集
ま
り
、
ジ
ャ
ッ
ジ
一
人
ひ
と
り
が

講
評
を
述
べ
た
後
、
阿
部
教
育
長
が
登
壇

し
、「
山
梨
県
の
英
語
教
育
の
エ
ポ
ッ
ク

メ
ー
キ
ン
グ
の
日
に
な
っ
た
」
と
大
会
の

成
功
を
祝
っ
た
。
最
後
に
、
試
合
結
果
が

発
表
さ
れ
、
優
勝
は
吉
田
高
校
、
２
位
は

甲
府
西
高
校
、
３
位
は
甲
府
南
高
校
に
決

ま
り
、
３
チ
ー
ム
が
登
壇
し
て
の
表
彰
式

が
実
施
さ
れ
、
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

　
初
め
て
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
は
成
功
裏

写真４　試合後にはジャッジが試合内容を講評し、ディベー
トに勝つためのポイントを伝授。それを熱心に書き取る生
徒もいた。

写真２　 試 合 は 肯 定 側（Affi  rmative Side） と 否 定 側
（Negative Side）に分かれ、「立論」「アタック」「ディフェ
ンス」「総括」の４段階でスピーチを行い、「立論」「アタッ
ク」では質疑応答も行う。

写真３　次のスピーチの作戦を練るために、相手のスピーチ
の内容や自分の考えを付せんに書き、チーム内で共有する姿
も見られた。

大
会
運
営
体
制
の
整
備
と

参
加
校
の
増
加
が
課
題

い
よ
い
よ
迎
え
た
本
番

10
校
73
人
の
生
徒
が
敢
闘
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に
終
わ
り
、
大
会
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
獲
得

以
上
の
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。
何
よ

り
の
成
果
は
、
大
会
の
準
備
や
研
修
を
通

し
て
、
教
師
間
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
対
す
る

理
解
が
広
が
り
、
多
く
の
学
校
が
研
究
発

表
会
や
公
開
授
業
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
取
り

上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
に

伴
い
、
他
教
科
に
も
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
重
要

性
が
認
知
さ
れ
、
国
語
や
地
歴
・
公
民
で

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
学
校

も
あ
る
と
い
う
。「
生
徒
を
大
会
に
出
場
さ

せ
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の
指
導
は
ま
だ
で
き
て

い
な
い
け
れ
ど
も
、
授
業
で
実
践
し
て
み

よ
う
と
い
う
教
師
も
増
え
て
お
り
、
所
期

の
目
的
が
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自

校
の
生
徒
は
大
会
に
不
参
加
で
も
、
大
会

運
営
に
協
力
し
て
く
れ
た
教
師
も
い
ま
し

た
」と
、池
谷
副
会
長
は
手
応
え
を
述
べ
る
。

　
今
後
に
向
け
た
課
題
も
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
そ
の
１
つ
が
、
各
校
の
負
担
の

軽
減
だ
。
今
回
の
プ
レ
大
会
は
、
他
の
コ

ン
ク
ー
ル
と
同
様
に
、
英
語
部
会
の
事
務

局
と
な
っ
て
い
る
学
校
が
幹
事
校
と
し
て

運
営
を
主
導
し
た
。
今
後
は
、
英
語
部
会

の
事
務
局
と
は
別
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
独

自
の
事
務
局
を
設
け
て
、
１
大
会
に
つ
き

３
校
が
幹
事
校
と
な
る
共
同
運
営
体
制
を

検
討
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ど
の
学
校

が
幹
事
校
に
な
っ
て
も
運
営
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
、
汎
用
性
の
高
い
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
予
定
だ
。

　
い
か
に
参
加
校
を
増
や
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
も
、
大
き
な
課
題
だ
。

　「
英
語
力
の
高
い
学
校
で
な
け
れ
ば
大
会

に
出
場
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
教
師
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

は
一
見
難
し
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
使
う

言
葉
や
発
言
時
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
あ
る

程
度
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、準
備
さ
え
し
っ

か
り
で
き
て
い
れ
ば
、
ど
の
学
力
層
の
生

徒
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
情
報
交
換
や
研

修
会
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
に
対
す
る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、

１
校
で
も
多
く
の
学
校
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
上
村
先
生
）

　
山
梨
県
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
「
ル
ー
ル

の
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と

も
捉
え
、
各
教
科
だ
け
で
な
く
、
学
校
で

の
教
育
活
動
全
体
に
応
用
で
き
る
と
考
え

て
推
進
し
て
い
る
と
い
う
。
16
年
春
に
は
、

全
国
大
会
予
選
と
な
る
本
大
会
の
準
備
が

始
ま
る
。
プ
レ
大
会
の
総
括
を
基
に
ま
と

め
た
改
善
点
を
英
語
部
会
で
共
有
し
た
上

で
、
６
月
の
英
語
部
会
総
会
で
本
大
会
の

詳
細
を
固
め
る
予
定
だ
。

優勝チームインタビュー　　山梨県立吉田高校　ESSディベートチーム

　私たちは、ESSの有志で、2015年度に発足したチー

ムです。今回は、甲信越ブロック大会に続く、２回目の

公式戦でした。山梨県で初めて開催されたディベート大

会で優勝できて、光栄です。

　勝因は、事前準備がしっかりできたことだと思います。

情報収集はチーム全員で行い、必ず共有して頭にたたき

込むようにしました。また、自分たちの論に穴はないか、

あるいは相手の論を予想し、どのようにアタックするの

か、本番を想定して討論の中身を徹底的に検討しました。

　一度でき上がったコンストラクティブ・スピーチの原

稿を、丸ごと書き直したこともありました。全員が納得

した論に基づいて、メンバーの１人が原稿を書きました

が、さらに検討した結果、主張が抽象的で、根拠に乏し

いことに気づき、別の論を立てることになったのです。

論を書いた本人はもちろん、メンバー全員ショックを受

けましたが、「勝つためには必要なこと」と納得し、励

まし合いながら準備を続けました。

　本番では、自分たちの考えをなかなか英語で表現で

きないことにもどかしさを感じる場面もありましたが、

チームワークでカバーできました。相手の質問やアタッ

クを聞いている

間に、メンバー

各自が考えたこ

となどを付せん

に書いて回し、

全員で共有する

ことで、ディ

フェンスやサマリーがスムーズにできて、ジャッジに良

い印象を与えられたと思います。

　ディベートの魅力は、英語力だけでなく論理的思考力

や表現力も身につくことだと思います。そのような力は、

社会に出た後も、プレゼンテーションや交渉の場面で生

きてくるはずです。また、ディベートに取り組んだこと

で、国語や数学などの他教科の学習方法も変わりました。

教科書を読みながら、「なぜだろう」「本当にそうなのか」

というように深く考える習慣がつき、批判的な読み方や

論理的なアプローチができるようになりました。

　次の目標は、2016年度の県大会で優勝し、全国大会

に出場して好成績を残すことです。これからもメンバー

で力を合わせて、スキルを磨いていきたいと思います。

勝因は、徹底した事前準備とメンバーのチームワーク

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです
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教
職
員
全
体
で
教
育
の
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
む

　
「
活
動
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
」
と
い
う
課
題
に

ど
う
取
り
組
め
ば
よ
い
の
か
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

2
月
号
の
特
集
を
読
み
、
生
徒
自
身
に
教
育
活
動
の

一
つ
ひ
と
つ
に
大
き
な
つ
な
が
り
が
あ
る
と
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
教
わ
っ
た
。
そ
の
ト

ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
管
理
職
任
せ
に
す
る
の
で
は

な
く
、
教
職
員
全
体
で
つ
く
り
上
げ
て
い
く
と
い
う

姿
勢
を
学
校
内
の
雰
囲
気
と
し
て
築
く
こ
と
に
ま
ず

は
着
手
し
た
い
と
思
っ
た
。

積
極
的
な
校
外
活
動
が

多
様
な
考
え
や
価
値
観
を
育
む

　
2
月
号
「
ハ
ー
ト
を
こ
が
せ
！
」
の
愛
知
県
立
一

宮
高
校
の
地
学
部
の
活
動
は
、
生
徒
の
活
動
が
学
校

内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
校
と
連
携
し
た
り
、
研
究
会

に
参
加
し
た
り
と
、
積
極
的
に
外
に
出
て
行
こ
う
と

し
て
い
る
点
が
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。
運
動
部
は

年
間
を
通
じ
て
大
会
が
あ
り
、
外
に
出
る
機
会
が
多

い
が
、
文
化
部
の
多
く
は
発
表
の
機
会
が
少
な
く
、

活
動
の
場
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
、
多

様
な
考
え
や
価
値
観
を
育
む
上
で
も
そ
の
よ
う
な
活

動
が
広
が
る
と
良
い
と
思
う
。

生
徒
の
知
識
・
理
解
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

機
会
を
増
や
す

　
2
月
号
「
指
導
変
革
の
軌
跡
」
の
愛
知
県
立
江
南

高
校
は
、
土
曜
教
室
で
様
々
な
講
座
を
設
け
て
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
機
会
を
確
保
し
て
い
る
点
が
参
考

に
な
っ
た
。
本
校
で
も
、
知
識
・
理
解
の
深
化
と
定
着
・

確
認
の
た
め
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
機
会
の
必
要
性
を

痛
感
し
て
い
る
。
ま
た
、
放
課
後
に
補
習
を
行
っ
て

お
り
、
部
活
動
に
顧
問
が
な
か
な
か
行
け
な
い
状
況

も
生
じ
て
い
る
の
で
、
部
活
動
に
活
気
を
取
り
戻
し
、

進
学
実
績
も
向
上
さ
せ
て
い
る
取
り
組
み
も
参
考
に

な
っ
た
。

教
師
と
保
護
者
の
建
設
的
な
議
論
が
、

生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
る

　
2
月
号
の
「
半
歩
未
来
を
考
え
る
教
育
オ
ピ
ニ
オ

ン
」
を
読
み
、
学
校
も
保
護
者
も
「
基
本
的
に
目
指

す
方
向
性
は
同
じ
」
と
い
う
言
葉
に
実
に
共
感
し
た
。

学
力
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
人
と
し
て
立
派
に
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

私
た
ち
高
校
教
師
で
あ
り
、
そ
の
方
向
性
と
異
な
る

保
護
者
が
い
る
は
ず
は
な
い
。
目
的
は
共
通
で
も
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
手
段
や
方
法
、
レ
ベ
ル
に
つ
い

て
齟
齬
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
む
し
ろ
そ
れ

を
建
設
的
な
議
論
に
よ
っ
て
昇
華
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
だ

ろ
う
か
。
学
校
と
保
護
者
が
今
以
上
に
協
働
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

﹇
東
京
都
・
私
立
東
京
農
業
大
学
第
一
高
校
・
小
堀
健
一
﹈

﹇
茨
城
県
立
水
戸
第
一
高
校
・
川
久
保
典
昭
﹈

﹇
和
歌
山
県
・
匿
名
希
望
﹈

﹇
愛
知
県
立
日
進
西
高
校
・
野
々
山
新
﹈

い
ち
の

み
や

そ

ご
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6月13日発行（予定）

V o l u m e  2

◎「VIEW’S REPORT」でご紹介し
た山梨県の英語ディベート大会で優
勝した山梨県立吉田高校は、私の母
校です。優勝インタビューで、はき

はきと答える後輩たちに頼もしさを感じるとともに、
ディベート大会に向けて主体的に取り組んできたこ
とが伝わってきました。それは、どの参加校の生
徒も同じだったに違いありません。今号の特集で
お伝えした高校生の主体性の向上を、この取材で
も垣間見られたような気がします。今年度も、次な
るステージへ進もうとしている高校教育について、
先生方とともに考えてまいりたいと思います。よろ
しくお願いいたします。（柏木）
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『VIEW21』高校版は
ウェブサイトでも
ご覧いただけます！
本誌の最新号、及びバックナンバーは、
ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
で公開しております。誌面の PDF や「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
図版もダウンロードできます。ぜひご活
用ください。

詳しくは

VIEW21　高校版 検索
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思いを託す

　母校の教壇に立って１５年目という関剛史先生。実は同校への赴任は今回が２度目だ。最初の赴
任は１８年前。母校の飛躍に貢献したいと、がむしゃらに生徒と向き合った。進路指導部長となっ
てからは、全国の教員が集まる場にも積極的に足を運び、他校の指導状況を聞いて回った。「自
分たちに足りないものは何かと指導を見つめ直し、良いと感じた取り組みはすぐに実践しました」
と振り返る。それは、生徒の進路希望に応える原動力となり、進学実績は好調を維持し続けた。
　しかし、４年前に再び赴任すると、学校の状況は少し様変わりしていた。スーパーサイエンス
ハイスクールの指定校として指導が拡充し、生徒の気質も変化していたのだ。進路行事や課外授
業の実施状況などから、生徒の実態と指導がかみ合っていないのではないかと、関先生は感じた。
「かつては量を重視した指導で生徒を引っ張ることができましたが、従来と同じ指導では、今の
生徒の力を十分に引き出すことは難しくなっています。指導の質的転換が必要でした」。
　数十年前のかつての自分がそうだったように、生徒はこの学校に憧れ、入学してくる。だから、
どんな環境の変化があったとしても、地域の拠点校であり続けなければならない─。その信念
が関先生を突き動かす。進路行事の内容、模試の実施回数、面談の体制などを再び見直し、新た
な指導をつくり上げようと奔走する。一緒に取り組む後輩教師の中には、かつて自分が教えた元
生徒もいる。関先生と同じような思いで教壇に立つ後輩たちに、全てを託す。
　「私がここで学んだ日々が今につながっているように、今、教えている生徒が将来の母校を動
かしていくかもしれません。だからこそ、全力を尽くしたいと思います」。　
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「第５回 学習基本調査」と現場の視点から考える

主体的な学習者の姿と
その育成のあり方

　　　　　
授業を進化！　思考を深化！
実践　アクティブ・ラーニング
数学
群馬県立伊勢崎工業高校　莅戸貴利

ほかにも、
　　　　　　大学Evolutionがスタート！

 指導変革の軌跡

岐阜県立　岐南工業高校
福岡県立　八幡高校

表紙の学校　千葉県立長生高校　関　剛史先生
ちょうせい たけ し
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